
コマンド選択メニュー 
◇コマンドを起動してみよう 

 

 

 

ここで実行したいコマンドの名称が表示してあるイメージにマウスを置くとイメージが暗

転するのでその状態でイメージをクリックするとそれぞれのコマンドのウインドウが開き

ます。 

 

［コマンド起動と同時にメニューを終了］のチェックボックスがチェックされているとコマ

ンドを起動した時点でこのコマンド起動メニューは終了しますので使い方によって選択し

てください。 

 

［情報ウィンドウの表示(要インターネット接続)］のチェックボックスをチェックすると 

メニュー下部に情報ウィンドウが表示されます。インターネットに接続している場合は最新

の情報が表示されるようになっていますので定期的に確認してみてください。 

 

「３Ｄ動解析の体験版情報を表示」のチェックボックスをチェックするとその下に体験版情

報とＡコード入力ボタンが表示されるようになっています。 

 

３Ｄ動解析のシリアルとＡコードが入力されていないと初回メニュー起動時から１５日間

は３Ｄ動解析が製品版と全く同じ機能の期間制限体験版として動作しますので試してみて

ください。 

 

体験版情報の右にはＡコード入力ボタンがあり３Ｄ動解析のシリアルとＡコードを入力す

れば再インストールすることなく３Ｄ動解析の製品版が使えるようになります。 

 



 

コマンド選択メニューを終了する場合はダイアログ右上の［×］ボタンをクリックして終了

してください。 

 

 

◇ＣＡＤ通信機能を設定してみよう 

 

計算結果をＣＡＤに出力したい場合はＣＡＤ通信設定でリストボックスから通信先の  

ＣＡＤを選択しておきます。 

 

   
 

 

 

 

通信先のＣＡＤは作図を実行する時点で起動されていればいいのであらかじめ起動して 

おく必要はありません。また各コマンドの環境設定から通信先を変更することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図したいＣＡＤを選択する 

体験版情報は隠している



 

◇バージョン情報／アップデート設定やサポート情報を見てみよう 

 

［バージョン情報／アップデート設定］ボタンをクリックするとお使いのＣＡＤＴＯＯＬの

バージョンやシリアル番号が確認できますのでサポートを受ける際にはこれらもお伝えく

ださい。 

 

 

 

この［バージョンアップ・アップデート設定］タブではライブアップデート（インターネッ

トを利用したアップデート）の設定や手動アップデートができるようになっています。 

 

ここにある［認証情報削除］ボタンをクリックするとシリアル番号やＡコード情報を削除す

ることができます。ライセンスを変更するときなどに使用します。 

 

さらに［サポート情報］タブを開くと発売元のキャデナス・ウェブ・ツー・キャド株式会社

のホームページやＣＡＤＴＯＯＬ／ＩＳＯＴＯＯＬの製品紹介のＵＲＬなどが確認できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

はりの計算 
◇片持ちはりの計算 

まず［はりの計算］の全体の操作の流れをつかむために代表的な片持ちはりを例に、新規に

設定から計算までを実行してみましょう。 

 

●ＳＴＥＰ１（新規計算） 

新規に計算するのでスタートアップダイアログの［０からスタート］をクリックします。 

 

 

 

 

●ＳＴＥＰ２（節点・支持条件の入力） 

初回起動時には画面一杯にウィンドウが表示されますので必要に応じてウィンドウ右下を

ドラッグして大きさを調整してください。 

 

まずウィンドウ中央にある［追加］ボタンをクリックしてデータ入力ボックスを表示させま

す。 

 

とりあえず節点１のＸ座標は０、支持の種類は固定にしますがＸ座標はマイナスの値でもか

まいません。再度［追加］ボタンをクリックして節点２のＸ座標を１０００、支持の種類を

自由にします。 

 

データを入力していくとリアルタイムではりのイメージや支持のイメージが表示されるよ

うになっています。 

 

このボタンをクリックする 



 

 
次に［材料・断面性能／節点間等分布荷重]のタブをクリックして材料の選択に進みます。 

 

●ＳＴＥＰ３（材料条件の設定） 

まず設定したい材料番号をスクロールボタン かその左のリストボッ

 クスで選択しますがここではデフォルトの１のままとします。なお材料は最大２００まで

設定できるようになっており、材料番号毎に材料名称が設定できるようになっていますので

使う材料の種類が多い場合は材料名称を設定しておくと良いでしょう。材料名称を設定して

おくとリストボックスに材料番号と一緒に表示されますのでどのような材料でどの部分に

使う材料なのかが分かるような材料名称を付けておくと便利です。 

 

材質はデータファイル管理機能でパス設定を行うことでサーバー等に置いた任意の材質 

データファイルを参照することができ、その切り替えを材質フルパス名称右のリスト   

ボックスで行います。パス設定が未設定の場合は［標準（ローカルマシン）］がデフォルト

となり変更もできないようになっています。通常はこのまま使ってください。 

材質グループは材質データがグループ単位で切り換えられるようになっている機能で「構造

解析一般」が従来の標準の材質データになっていますのでそのままにします。なお材質  

グループの詳しい機能は後で説明します。 

 

次に材質を選択します。ここではデフォルトで表示されている「SS330」にしておきますが

どのような材質が設定されているか見ておいてください。続いて［形状選択］ボタンを   

クリックするか断面性能の表を適当にクリックします。 

ここをドラッグしてウィンドウの

大きさを調整する 

このボタンをクリックするとデータ入力ボックスが表示されるデータ入力ボックス 

節点１の支持の種類に［固定］を選択し

節点２のＸ座標に１０００を入力する 

支持のイメージが表示される はりのイメージが表示される 



 

  
断面形状選択のダイアログが表示されますので断面形状、サイズを選択します。 

 
●ＳＴＥＰ４（断面形状を選択） 

断面形状データもデータファイル管理機能でパス設定を行うことでサーバー等に置いた 

複数の断面形状フォルダを参照することができ、その切り替えを断面形状フォルダ名称下の

リストボックスで行います。パス設定が未設定の場合は［標準（ローカルマシン）］が    

デフォルトとなり変更もできないようになっています。通常はこのまま使ってください。 

次に選択例として断面形状に形状名称のリストボックスから［Ｈ形鋼］を選択してみます。 

 

このボタンをクリックして計算に

使いたい断面形状を選択する 

このリストボックスをクリックして

計算に使いたい材質を選択する 

断面形状を選択する

部材別色分表示と一覧表ＥＸＬ出力の機能

についてはフレーム構造－平面で説明する

フレーム構造－平面で説明する



 

●ＳＴＥＰ５（断面のサイズを選択） 

断面形状を選択するとその断面で登録してあるサイズが表示されますので今度はサイズを

選択します。 

 
 
 

●ＳＴＥＰ６（断面の向きを選択） 

左の図を参考に使用する向きを選択します。断面２次モーメントや断面係数は選択した向き

のものに矢印がつくようになっています。 

 
なお左下の設定で“せん断応力にせん断有効断面積を使用する”をチェックすると使用する

向きに応じたせん断有効断面積に矢印が付き、せん断応力を求めるときにその断面積が使わ

れます。 

 

 

サイズを選択する

左図を参考に使用する

向きを選択する 



 

●ＳＴＥＰ７（断面性能を確認する） 

選択した断面、サイズ、向きが良ければ確定ボタンをクリックします。断面形状選択ダイア

ログが閉じて断面性能表示欄の材料Ｎｏ１に選択した断面の形状やサイズ、断面性能が表示

されますので確認します。 

 

 

次にはりの右端に集中荷重をかけてみます。 

●ＳＴＥＰ８（荷重条件の入力） 

荷重条件を入力するには［荷重パターン条件］のタブを開きます。［フレーム構造解析１０］

からはりの計算でも平面・立体と同様の荷重パターン条件の機能が追加されました。これは

同じはりに対して最大５０パターンの荷重条件を設定しておき、荷重パターンを切り替えて

簡単に各種の荷重パターンを計算することができる機能になります。 

 

荷重のイメージが表示される 

集中荷重に１０を入力する 重力加速度はここで設定する



 

節点荷重を入力するには入力したい節点の行をクリックするとデータ入力ボックスが表示

されますのでそこで数値を入力します。数値を入力すると直ちに荷重のイメージが表示され

ます。 

また重力加速度も従来の計算条件の自重条件での設定は廃止し、荷重パターン毎にここで設

定するようになりました。したがって従来の“部材の自重を考慮”のチェックボックスによ

る設定もありません。部材の自重を考慮したい場合はここにある重力加速度に１（単位はＧ）

を入れ、考慮したくない場合は０を入力します。 

なおここでは手計算との比較を考えて重力加速度は０としておきます。 

 
●ＳＴＥＰ９（計算実行） 

これで計算条件の設定ができましたので［計算実行］ボタンをクリックして計算させます。 

 

 
 

計算は瞬時に完了してダイアログの下部に最大たわみなどの計算結果が一覧表示されると

ともにイメージにもたわみや曲げモーメント線図、せん断力線図が表示されます。 

 

この例は重力加速度を０としているので手計算でも簡単に計算できますので検算してみる

と良いでしょう。 

 

        ―――――――――――――――――――――――――――――― 

   片持ちはりの計算 終了 

せん断力線図 

最大たわみと発生位置 

たわみ曲げモーメント線図

最大曲げモーメントと発生位置 



 

◇節点を増やしてみよう 

●ＳＴＥＰ１（節点の数を増やします） 

「片持ちはり」の例を使ってもう少し複雑な計算条件にしてみましょう。支持条件や荷重 

条件は節点を基準として設定するのでまず節点を増やしてみます。［節点・支持条件］の  

タブをクリックして［追加］ボタンをクリックして押して節点のデータ入力ボックスを表示

させＸ座標を入力していきます。 

 

 
 

ここではＸ座標を４００、６００、８００として節点を追加してみます。またデータ入力  

ボックスが表示されていない時に［追加］ボタンをクリックするとデータ表示欄の最後の行

のデータがデフォルトとして追加され、データ入力ボックスが表示されている場合はその行

のデータがデフォルトとして追加されますので、これをうまく使うと支持の種類や質量など

が効率的に設定できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加ボタンをクリックして節点を追加してＸ座標を入力する 



 

●ＳＴＥＰ２（節点の位置を確認します） 

入力が完了したら［更新］ボタンをクリックすると入力したＸ座標の昇順で節点が並べ替え

られますので、イメージに表示された節点番号を確認します。 

 

 
 

またタブを切り替えても並べ替えは行われますので、必ず［更新］ボタンをクリックしない

といけないということはありません。 

 

節点の数を変えるには［削除］［挿入］ボタンでも行えますので慣れてきたらこれらも使っ

てみてください。また後で説明しますが［イメージで処理］にあるボタンを使ってマウスを

使ってイメージ上で節点の位置を移動したり数を変えたりもできます。 

 

またこの条件で計算を実行してみると先ほどの節点が２つの場合と全く同じ結果となりま

す。このことから途中にいくつ節点があっても材料が変わらなければ１本の鋼材として計算

されることが分かります。 

 

        ―――――――――――――――――――――――――――――― 

   節点を増やしてみよう 終了 

 

更新ボタンをクリックするとＸ座標の昇順で並べ替えられる 



 

◇支持条件を変えてみよう 

●ＳＴＥＰ１（両端支持はり） 

データ表示欄をクリックするとそこにデータ入力ボックスが表示されますので［支持の  

種類］のリストボックスで支持条件を変更してみましょう。例えば節点１と節点５を［支持］

とすれば「両端支持はり」となります。 

 

 
 

なお集中荷重が支持点となる節点５だけではたわみが発生しませんので、ここでは新しく追

加した節点２、３、４にも集中荷重１０Ｎを入力しています。 

 

計算例は示しませんがこのまますぐに計算も可能ですので各自で試してみてください。 

節点１と５の支持の種類を［支持］とすると［両端支持はり］となる 



 

●ＳＴＥＰ２（一端固定他端支持はり） 

節点１の支持を［固定］に戻せば不静定はりの「一端固定他端支持はり」となりますので  

これで計算してみます。 

 

 

 
 

なおイメージ表示条件の設定により荷重イメージの横に荷重値を表示したり、反力・応力の

最大値セルの背景色を変えることもできます。 

 

また［フレーム構造解析１０］からは計算実行ボタンの下にある計算結果表示切替ボタンで

イメージ中に計算結果の数値の表示・非表示や単位や記号を付けての表示ができるようにな

りより視認性が向上しています。これらのボタンの意味は下記に示します。括弧内はクリッ

クしたときの動作になります 

［Rf］：反力（支持イメージ色分けなし・反力値非表示→反力値表示→単位付き→ 

支持イメージ色分け・反力値非表示→反力値表示→単位付き→最初へ戻る） 

［δ］：たわみ（最大たわみ表示→単位付き→全節点たわみ表示・単位無し→単位付き→ 

たわみ非表示→たわみ表示→最初へ戻る） 

［Bm］：曲げモーメント（最大モーメント表示→単位付き→全節点モーメント表示・単位 

無し→単位付き→モーメント線図非表示→モーメント線図表示→最初へ 

戻る） 

［Sf］：せん断力（全節点せん断力表示・単位無し→単位付き→せん断力線図非表示→ 

せん断力線図表示→最初へ戻る） 

節点１支持の種類を［固定］に戻して［一端固定他端支持はり］にした計算例

このボタンでイメージ中に表示される計算結果の表示切替ができる 



 

［Mk］：記号表示（イメージ中の各計算結果に記号を表示→記号非表示→最初へ戻る） 

［Ac］：イメージ中の各計算結果を一括で非表示にする。 

また計算結果タブにある[曲げモーメント線図ＯＮ／ＯＦＦ]および［せん断力線図ＯＮ／Ｏ

ＦＦ］ボタンも有効です。こちらはイメージ中の計算結果の表示状態を変えないまま各線図

の表示・非表示が可能ですので目的に応じて使い分けてください。 

 
●ＳＴＥＰ３（支点をばねで支える場合） 

ここまでなら重ね合わせの原理を使って手計算で計算できます。では右端の支持をばねで支

える場合はどうでしょう？ 

ＣＡＤＴＯＯＬなら支持の種類を［バネ支持］とするとばね定数の入力ボックスが表示され

るので、そこでばね定数を入力するだけで簡単に計算できます。 

 

 
 

［ＣＡＤＴＯＯＬフレーム構造解析１２］の「はりの計算」では有限要素法を使っています

ので静定はり、不静定はりなどを意識することなく自由に支持条件を設定して計算すること

ができます。 

 

 ―――――――――――――――――――――――――――――― 

   支持条件を変えてみよう 終了 

 

支持の種類を［バネ支持］としてばね定数を入力すれば

簡単にバネ支持の計算ができる 

支持のイメージがバネとなる 



 

◇荷重条件を変えてみよう 

●ＳＴＥＰ１（等分布荷重／等変分布荷重） 

「一端固定他端支持はり」の例を使って今度は分布荷重をかけてみましょう。その前に節点

３から５の集中荷重を０にして集中荷重は節点２だけにしておきます。 

従来は隣り合う２つの節点で分布荷重を設定する方法と節点間に等分布荷重をかける方法

の二つの設定方法がありましたが［フレーム構造解析１０］から分布荷重は荷重パターン条

件で設定する方法に統一されました。 

まず節点３と４には２から５へ変化する分布荷重（等変分布荷重）をかけてみます。 

荷重パターン条件のタブを開いて分布荷重の枠にある［追加］ボタンをクリックしてデータ

入力ボックスを表示させます。ここで始点節点に３、終点節点には４を選択し、始点荷重値

に２、終点荷重値に５を入力します。 

 

 
 

さらにここでは節点２－３間には等分布荷重をかけてみます。再度［追加］ボタンをクリッ

クして始点節点を２、終点節点３とし始点荷重値と終点荷重値に４を入力します。 

節点３と４には分布荷重が２から５へ

変化するように入力する 

等変分布荷重

節点・支持条件と同様にこれらのボタンで設定していく



 
この条件で［計算実行］ボタンをクリックして計算してみましょう。 

 
 

ここまでくると手計算で計算してみようという人もあまりいないでしょう。 

 

節点２と３の節点間等分布荷重に４を入力する

節点間等分布荷重



 
●ＳＴＥＰ２（三角分布荷重） 

では節点３－４間を等変分布荷重でなく三角分布荷重にしたい場合はどうしたら良いでし

ょうか？ 

従来の設定方法では節点３の分布荷重値に０以外の小さい値を入力する必要がありました

が［フレーム構造解析１０］から分布荷重の設定が独立していますので分布荷重の設定１の

行をクリックしてデータ入力ボックスを表示させ節点３の始点荷重値を０にすればよいで

す。 

 

なおモーメント荷重をかけたい場合は集中荷重の時と同様にかけたい節点の行をクリック

してデータ入力ボックスを表示して数値を入力します。 

 

 
 

この条件で［計算実行］ボタンをクリックして計算してみましょう。 

 

モーメント荷重をかける場合もデータ入力ボックスで荷重値を入力する 

三角分布荷重をかけたい場合は０を入力する 

モーメント荷重三角分布荷重となる



 

 
 

このように［はりの計算］では荷重条件も自由に、また簡単に設定することができることが

分かっていただけると思います。 

 

なお［フレーム構造解析１０］の［はりの計算］から分布荷重の内部的な扱いが従来の方法

と変わって若干精度が向上しており従来の計算結果と微妙な差がありますが、［フレーム構

造解析］の平面・立体を含めて、主たる荷重が分布荷重の場合は計算精度の影響を受けやす

いので、後で説明する計算精度を変えてみて計算結果がどう変化するか把握しておくと良い

でしょう。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   荷重条件を変えてみよう 終了 

 



 
◇材料条件を変えてみよう 

単に材質を変更する場合は材質のリストボックスで選択し直せば変更できます。ここでは 

はりの途中から材質の異なる場合の設定をしてみましょう。 

 

●ＳＴＥＰ１（材料の追加） 

はりの計算では材料データは最大２００種類（［構造解析６］まで１８種類）設定すること

ができ、材質もそれぞれ個別に設定することができます。 

まず［>］ボタンをクリックして材料番号を２にします。ここでは極端な例として材質に  

アルミニウムを選択してみましょう。さらに［形状選択］ボタンをクリックして材料２には

等辺山形鋼の５０x５０x６を選択してみます。 

 

 

 

 

材料番号１の材料名称は鋼材、材料番号２の材料名称に「アルミ」と入力しておく 

断面形状には等辺山形鋼を選択する

［>］ボタンをクリックして材料番号を２にしてから材質にアルミニウムを選択する



 
●ＳＴＥＰ２（追加した材料の適用） 

この材料を計算に適用するには右にある材料設定表示欄で適用したい節点間の行を   

クリックしてデータ入力ボックスを表示して材料番号のリストボックスからに先ほど設定

した材料番号の２を選択します。 

 
 

 

 

 

この条件で［計算実行］ボタンをクリックして計算してみましょう。 

 

 

節点４－５間の要素の材料番号に２を選択するとそこに材料番号２の

材質と断面性能が適用される 

材料番号を選択中の要素が強調表示されている



 

 
 

この例ではアルミニウムの等辺山形鋼を適用した部分が鉄のＨ形鋼よりかなり弱いので、 

その部分が大きく曲がっているのが分かります。 

 

このように「はりの計算」では途中から材質や断面形状が変わるような場合でも簡単に計算

できることが分かっていただけると思います。なおこのデータはサンプルフォルダに右下に

示すファイル名で入っていますので参考にしてみてください。 

（Tutorial01.KH12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   材料条件を変えてみよう 終了 

 

 
◇節点質量を使ってみよう 

節点に重量物が載っている場合、従来は集中荷重として設定していましたが、［フレーム構

造解析９］から節点に質量を設定し重力加速度をかけて荷重として扱うことができるように

なりました。その節点質量を試してみましょう。 

 

●ＳＴＥＰ１（質量の追加） 

最初に設定した片持ちはりを、材料条件を含めてもう一度設定し、今度は節点２の集中荷重

はやめて質量の入力欄に１０を入力します。 

 



 

 

 

質量の単位は kg ですが単位を表示しているボタンをクリックすると重力加速度１Ｇの時に

発生する荷重のＮ単位にも切り替えることができますが混乱しないように運用には注意し

てください。 

 

材料条件は設定してあるとしてこのまま計算実行してみましょう。たわみもモーメントも発

生しなかったと思います。それは質量で発生する荷重は重力加速度が影響しますが手計算と

の比較用にいままでは重力加速度が０になっていたためです。 

では重力加速度を設定する荷重条件を見てみましょう。 

 

●ＳＴＥＰ２（重力加速度の設定） 

［荷重パターン条件］のタブを開くとタブの左下に重力加速度の入力欄があります。 

 

節点２の質量に１０を入力する

質量イメージ

単位ボタンをクリックするとＮ表示に切り替わる 

［質］ボタンで数値や単位を表示することもできる 



 

ここの重力加速度が０になっているため質量による荷重は発生しませんでした。また節点質

量は部材の自重と同じ扱いになっているので重力加速度が０になっていると部材による荷

重は発生しませんので先ほどのようにたわみもモーメントも発生しなくなります。 

 

では重力加速度に１を入力して再度計算を実行してみましょう。 

 

 

今度はたわみもモーメントも発生しています。せん断力線図を見ると質量により荷重が発生

していることも分かります。ここでは詳細な検証は行いませんが総重量が増えてそれに対応

する支持点反力も総重量から求められる値になっています。 

 

また重力加速度を変えるとそれに応じた荷重が発生するようになりますので各自で試して

みてください。重力加速度は１Ｇ＝9.80665ｍ／ｓ^2 としてＧの単位で設定します。 

加速度をｃｍ／ｓ^2 で表したｇａｌ（ガル：非ＳＩ単位）を使っている場合は１ｇａｌ＝  

１／９８０ Ｇで換算してＧの単位で設定してください。 

 

［フレーム構造解析９］以前は計算条件の自重条件で“部材の自重を考慮”のチェックボッ

クスがありましたが、それ以降は重力加速度の数値のみの設定となりました。質量や部材の

自重を考慮したくない場合は重力加速度を０にしてください。なお重力加速度の値は荷重パ

ターン毎に設定が可能です。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   節点質量を使ってみよう 終了 

 

総重量も１９．３１ｋｇと１０ｋｇ増えて、それから推定される

支持点反力も妥当な値になっていることが分かる 

今度はたわみもモーメントも発生している

せん断力線図から質量により荷重が発生しているのが分かる 



 
◇注目フラグを使ってみよう 

質量の入力欄の右は注目フラグの入力欄となっています。ここではリストからＡ－Ｚまでの

英文字を選択したり任意の文字を入力することもできます。 

 

次に中間の節点に注目フラグを設定した例を示します。 

 

 

注目フラグを設定するとフラグ（ＦＬＡＧで旗）のイメージが表示され、注目している節点

が直ぐに分かります。また節点を挿入して節点番号が変わっても注目フラグの位置は変わら

ず、計算結果の節点番号にも注目フラグの記号が追加されるので重要と思われる節点に設定

しておくと分かりやすくなります。 

 

操作自体は特に難しいものではありませんので各自で試してみてください。ただし注目  

フラグの文字を入力する場合は最大でも３文字程度とし計算結果にどのように表示される

のかあらかじめ試しておくと良いでしょう。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   注目フラグを使ってみよう 終了 

［注］ボタンで表示・非表示を切り替えることができる

注目フラグはリストから選択するか入力する

注目フラグのイメージと記号が表示される



 

◇ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能を使ってみよう。 

ＵＮＤＯ（アンドゥ）機能とは入力や編集などの操作をやり直すことができる機能で、   

ＲＥＤＯ（リドゥ）機能とはＵＮＤＯでやり直した処理を元に戻す機能です。［フレーム構

造解析７］以前は節点・支持条件を行単位で削除したときに最大１０回のＵＮＤＯ機能が 

ありましたが［フレーム構造解析８］以降では節点の座標値や荷重値等の数値入力、材料・

断面性能の変更などはりの計算に関係する設定について回数が無制限のＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ

機能を盛り込みまれています。 

 

起動時や［新規］ボタンをクリックしたとき、既存データを読み込んだ場合はＵＮＤＯ情報

がありませんのでボタンがグレーになって使えないようになっていますが、データ入力等で

ＵＮＤＯ情報を取得するとＵＮＤＯボタンが使えるようになります。またＵＮＤＯを実行す

るとＲＥＤＯボタンが使えるようになります。 

 

ここでは適当にＵＮＤＯボタンをどんどんクリックしいって設定内容がどのように変わっ

ていくか試してみてください。 

 

データ入力ボックスで数値を入力した場合は１文字ずつＵＮＤＯ情報に取得されるので 

ＵＮＤＯボタンをクリックすると１文字ずつ数字が減っていきます。またタブの切り替えも

ＵＮＤＯ情報として取得していますので自動的にタブも切り替わってだんだんと前の設定

に戻っていくのが分かります。 

 

０からスタートした場合は最終的に起動直後の状態まで戻ります。またＲＥＤＯボタンはど

のタイミングでクリックしてもかまいませんがＵＮＤＯのやり直しなのでこちらもどんど

んクリックしていくと前の「材料条件を変えてみよう」の最後の設定まで戻ってくることが

できます。 

 

ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯの操作は簡単なので随時各自で試してみてください。またショーカット 

キーに登録（デフォルトはＣｔｒ＋ＺでＵＮＤＯ、Ｃｔｒ＋ＹでＲＥＤＯが登録されている）

してキーボードから実行することもできます。 

 

またＵＮＤＯ情報がある時に計算条件で単位を変更すると次のメッセージが表示されます。 

 

ここで［ＯＫ］をクリックすると単位が変更されますがＵＮＤＯ情報もクリアされますので

注意してください。 



 

ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能があると設定条件を編集しておかしくなってもＵＮＤＯ機能で簡単

に元に戻ってやり直すことができ、戻り過ぎてもＲＥＤＯ機能で元に戻せますのでデータ 

編集に安心感が出たと思います。ただし重要なデータの場合は必要に応じてその都度保存し

ておくとさらに安心です。 

 

またイメージ表示条件、印刷条件等、構造計算とは関係ない設定についてはＵＮＤＯ・   

ＲＥＤＯ機能は働きませんので注意してください。 

 

なお［フレーム構造－平面］や［断面性能計算］にもＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能があり使い方

はほぼ同じですのでそちらも随時試してみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能を使ってみよう。終了 

 



 

◇材質グループを変更してみよう 

材質グループとはあらかじめ材質データを区分けすることにより最大１０までの材質  

グループを設定できそれを切り換えて計算できる機能です。 

 

［フレーム構造解析７～９］では鉄骨構造設計などで長期と短期で許容応力度（基準強さ）

の異なる材質グループを作っておき、それを切り換えてそれぞれの安全率を出せるようにし

ていましたが［フレーム構造解析１０］から荷重パターン条件に長期と短期の安全率算出区

分の設定として“許容応力度を短期（長期の１．５倍）として安全率を算出”のチェックを

追加して荷重パターン毎に設定を切り替えることができるようになり、材質グループを変更

しなくても荷重パターン条件で長期と短期を切り替えて計算できるようになりました。 

 

［フレーム構造解析１２］では［構造解析６］までの標準の材質が［構造解析一般］という

材質グループ名になっており、鉄骨構造用の材質として［鉄骨構造（長期）］の合計２つの

材質グループが標準の材質データに入っています。また［フレーム構造解析７～９］の鉄骨

構造用材質データはサンプル的な４種類でしたが、［フレーム構造解析１０］から板厚によ

る区分も追加して４２種類とし鉄骨設計で使われる多くの材質を網羅しています。 

 

では材料条件に引き続き材質グループの機能を確認してみます。データを変更している場合

はサンプルデータの Tutorial01.KH12 を読み込んでおいてください。 

 
［材料・断面性能］のタブを材質グループのリストボックスから［鉄骨構造（長期）］を   

選択すると次のメッセージが表示されます。 

材料・断面性能のタブを開き、材質グループを変更してみる 



 

これは直前の材質グループと選択した材質グループで同じ材質がない場合に表示される 

メッセージになり、既に設定済みの材料と同じ材質が新しい材質グループにない可能性が 

あるので、その場合は自動的に新しい材質グループのデフォルトの材質（材質リスト   

ボックスの先頭の材質）に変更されてしまうので注意として表示されます。 

ここでは材質グループの機能の確認なので［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

［構造解析一般］で材料番号１の材質は SS330 で材料番号２の材質はアルミでしたが［鉄骨

構造（長期）］には SS330 とアルミの材質が無いので［鉄骨構造（長期）］のデフォルトの   

材質の SS400 に変更されています。材質グループを変更したときはこのように材質が変わっ

てしまう場合があるので注意が必要です。 

 

また基準強さの表示が“長期許容応力度”と変更されその値も変わっています。この条件で

計算を実行してみましょう。 

 

材料番号１ 材料番号を２に進める

材料番号１と２の材質が SS400 に

変更されているのが分かる 

元の材質が新しく選択した材質グループにない場合は新しい材質グループ

のデフォルトの材質に変わってしまうので注意が必要。 



 

 

 

基準強さ（許容応力度）は安全率の算出に使っているので［計算結果（変位・応力）］の     

タブを開いて最小曲げ応力安全率を確認してみると５．１９になっています。 

今度は荷重パターン条件のタブを開いて安全率算出区分が短期となるように“許容応力度を

短期（長期の１．５倍）として安全率を算出”をチェックしてみます。これをチェックする

と荷重パターン名称に自動的に“（短期）”の文字が付加されるようになっています。 

 

これで計算を実行して先ほどと同様に最小曲げ応力安全率を確認してみます。 

 

長期許容応力度を使った最小曲げ応力安全率は５．１９になっている 



 

 

 

 

“許容応力度を短期（長期の１．５倍）として安全率を算出”をチェックして安全率算出区

分を短期とした場合は最小曲げ応力安全率は７．７８６になっています。鉄骨構造の短期許

容応力度は長期の許容応力度の１．５倍なので安全率の変化としては妥当な結果になってい

ます。 

 

このような同じ構造物での長期荷重と短期荷重の比較は、［構造解析６］では荷重条件を長

期と短期で異なる値にしたり［フレーム構造解析７～９］では材質グループを切り替えてい

ましたが［フレーム構造解析１０］から荷重パターン条件の安全率算出区分の設定により簡

単に比較でき、一つのデータファイルで管理できるようになりました。 

 

なお［フレーム構造解析１２］でも［フレーム構造解析７～９］のように材質データファイ

ルを編集して短期用の材質グループを作成して材質グループで切り替えることも可能です

ので必要に応じて材質データファイルを編集してください。材質データファイルの編集につ

いては後で説明するデータファイル管理を参照してください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   材質グループを変更してみよう 終了 

 

 

◇計算履歴を使ってみよう 

プルダウンメニューにある［計算履歴］は設定データを編集して計算するとその時の設定 

内容を自動保存して後から再現できる機能です。これは保険みたいな機能になりトライアン

ドエラーで最適な設計条件を探している場合に、本来は計算する毎に手動で保存していけば

良いのですが面倒ですし無駄なデータも増えるので通常は保存しないで作業を進めること

が多いと思います。その後、一連の計算結果を検討して何回か前の計算が最適な設計条件だ

ったことが分かってもその条件を完全に覚えていないと再現が難しい場合が出てきます。 

そのような場合に自動保存している計算履歴から最適な設計条件だったデータを探し出し

て復元することができる機能になります。ではその機能を確認してみましょう。 

 

とりあえず何でも良いのですがここではサンプルデータの Tutorial01.KH12 を読み込んで 

プルダウンメニューの［計算履歴］をクリックすると次のダイアログが表示されます。 

 

 

安全率算出区分を短期とした最小曲げ応力安全率は約７．７８６になっている



 

 

上部のリストボックスで復元したい計算履歴を選択します。その下の設定で自動保存をする

かしないか、設定したある日数毎に自動保存したデータを削除するかどうか、計算履歴に 

表示される時刻の表示モードの選択、自動保存ファイルを全て削除するなどができるように

なっています。この機能を知らないで自動保存されているデータが多いと思いますので一旦

［自動保存ファイルを全て削除する］をクリックすると次のメッセージが表示されます。 

 

ここで［ＯＫ］をクリックして自動保存ファイルを全て削除しておきます。 

 

メインのダイアログはサンプルデータのTutorial01.KH12を読み込んだ状態になっているの

でそのまま何も変更しないで計算実行してからプルダウンメニュー［計算履歴］をクリック

します。 

 

計算を実行したのに計算履歴は空になっています。計算履歴の自動保存はデータが編集して

ある場合のみ実行されるので既存データを読み込んで直ちに計算実行を行っても自動保存

はされません。［キャンセル］でこのダイアログを閉じて何かデータを変更してみます。 

 

 



 

たとえば［節点・支持］のタブを開いてデータ表示欄をクリックしてデータ入力ボックスが  

表示されればその時点でデータが編集された可能性があると判断しているので、データ入力

ボックスが表示されたら計算を実行してみます。 

 

同様に別のサンプルデータを開いてどこでも良いのでデータ入力ボックスを表示してから

計算実行して見ます。３例くらい実行したら［計算履歴］をクリックします。 

 

なおデータが編集されていると上記のメッセージが表示されます。ここで［はい］を選択す

るとデータの保存に進みますがここでは［いいえ］をクリックして計算履歴のダイアログを

開きます。続いて復元したい計算履歴のリストボックスをクリックすると次のように計算 

履歴が表示されます。 

 

計算履歴のリストボックスには自動保存した古い順にＮｏが付けられ、続いて年月日時分秒、

作業中の拡張子のないファイルが一緒に表示されます。時刻の表示は設定の表示モードで 

変更できますので見やすい方を選択してください。 

 

ここで復元したい計算履歴を選択し［復元のみ］ボタンをクリックするとデータの復元のみ、

［復元後計算実行］ボタンをクリックした場合はデータを復元した後直ちに計算が実行され

るようになっています。 

 

計算履歴の機能は［０からスタート］したときでも有効です。一旦コマンドを終了し［０か

らスタート］で起動してから［計算履歴］をクリックしても同じ計算履歴が表示されます。

では試しにＮｏ２を選択して［復元後計算実行］をクリックしてみます。 

 

古い順にＮｏが付いていく

自動保存した年月日時分秒が表示される 

拡張子のないファイル名が表示される 



 

 
 

自動保存された計算履歴が読み込まれ直ちに計算が実行されて計算結果が表示されます。 

またタイトルバーには復元した計算履歴の情報が表示されるようになっています。 

 

前述のように計算履歴は保険のような役割で設定によりデータを編集して計算を実行する

ごとにどんどん自動保存されて溜まっていきます。あまり古いデータでは取っておいても 

役に立たないことが多いので３日程度で自動的に消去していく設定（デフォルト設定）で 

良いように思いますが計算する頻度や運用方法等を考慮して各自で設定を決めてください。 

 

なお参考までに説明しておくと、自動保存するファイルはインストールしたフォルダに  

コマンド識別ＩＤ＋時刻情報＋ファイル名＋拡張子“.ct$”として保存していきます。また

データ形式は既存データと同じフォーマットのテキスト形式になっています。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   計算履歴を使ってみよう 終了 

 

復元した計算履歴の情報が表示される

自動保存されていたデータが読み込まれた後、

直ちに計算が実行され計算結果が表示される 



 
◇エクセルでデータ編集してみよう 

節点・支持条件や［フレーム構造－平面］の構造要素、荷重条件等の設定データはそれぞれ

のタブにあるデータ表示欄で１行単位で編集しますが、例えば支持の種類や荷重値などをま

とめて編集したい場合に対象となる節点数が多い場合には手間がかかります。 

 

［フレーム構造解析］では次のボタンを使って設定データを一旦エクセル等の表計算ソフト

にコピーして、そこで編集した結果をデータ表示欄に貼り付けることができます。 

 

 

 

 

 

 

では[節点・支持条件]のタブを開いて［コピーしてからエクセルを起動して貼り付け］   

ボタンをクリックしてみます。 

 

節点・支持条件では編集用に本来の設定データの下に全ての支持の種類がコピーされるよう

になっていますので支持の種類を変更する場合に使ってください。また注目フラグの右には

［材料・断面性能］のタブにある材料番号も表示されておりこれらの編集もここで可能です。 

ここでは節点１を［支持］、節点３～５を［バネ支持］にしてばね定数に１００００を入れ

てみます。 

 

クリップボードにコピー 

クリップボードから貼り付け 

コピーしてからエクセルを起動して貼り付け



編集が終わったら設定データをクリップボードにコピーします。コピーする範囲は設定  

データだけでも全てコピーしてもかまいません。ただしデータの項目名を貼り付けるときに

チェックしますので項目名は必ず含めてクリップボードにコピーしてください。コピーがで

きたら［クリップボードから貼り付け］ボタンをクリックします。 

 
エクセルで編集した節点・支持条件が貼り付けられたことが分かります。注意する点は必ず

項目名も含めてコピーすることで、選択する範囲が広い分には問題ないので全選択でコピー

してもかまいません。 

またエクセル以外で編集する場合は［クリップボードにコピー］ボタンでクリップボードを

介して編集してください。テキストエディタ等を使う場合はデータがタブ区切りとなってい

ますのでタブ文字を表示させるなどしてスペースと間違えないように編集してください。 

なお、［クリップボードから貼り付け］以外のボタンは計算結果のタブにもあり、そのタブ

の計算結果表示欄の内容をエクセルに貼り付けたりクリップボードにコピーできます。計算

結果の一部を表計算ソフト等で利用したいような場合に使ってください。 

 

なお後で説明するオプション設定で毎回新しいエクセルを起動して貼り付けるか、編集用の

エクセルが起動している場合は新たにエクセルを起動するのではなく起動中のエクセルに

シートを追加してそこに貼り付けることが選択できます。またエクセルがインストールされ

ていないとか貼り付けがうまくいかない、不用意にエクセルを起動したくないような場合は

同じオプション設定でエクセル貼り付けボタンを非表示にすることもできます。お使いの 

環境や使い勝手等を考慮して設定してみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   エクセルでデータ編集してみよう 終了 

支持の種類が変更され、節点３～５には

ばね定数も入力されている 



 
◇環境設定を見てみよう 

 プルダウンメニューの［環境設定］をクリックしてどのような設定があるのかを見てみま

しょう。 

 

次に個々の設定を開いてみます。 

  
●ＳＴＥＰ１（計算条件・単位設定） 

 ［計算精度・単位設定］では計算精度、有効数字、単位の設定ができます。 

 

前述のようにはりの自重や節点質量の影響を考慮したい場合は荷重パターン条件の重力加

速度の数値で設定しますので［フレーム構造解析９］以前にこのダイアログにあった自重条

件の設定は廃止されています。 

 

計算精度についての詳細はマニュアルを参照してもらいたいですが精度を高くすると節点

間に内部的に設ける計算用節点の数が多くなり各種線図の曲線部がなめらかになり、最大 

たわみ等の発生位置の精度が向上します。特に分布荷重を使っている場合は精度を高くした

方が良いでしょう。 

 

先ほどの異なる材質を使った例で計算精度を［任意］にして精度係数に１６を入力して計算

してみます。 

 



 

  
最大たわみは０．５％程度の差ですが発生位置は１２．５ｍｍも変わっています。発生位置

は計算用節点を含めた節点の位置を表示していますのでより精度を上げたい場合は近くに 

節点を設けると良いでしょう。また内部節点が増えているのでたわみ曲線もなめらかになっ

ているのが分かります。 

 

有効数字の桁数によって計算結果の値を丸めて表示しますので必要最小限の値を設定して

おくと計算結果も見やすくなります。なお表示される小数点以下の桁数も有効数字と同じ 

桁数になります。 

 

単位の設定ではたわみ、たわみ角、荷重、長さの単位を切り替えることができます。 

単位を変更した場合は計算結果がクリアされるので再度計算してください。 

 

また下に示す［計算条件設定］ボタンをクリックしても同じダイアログが表示されるように

なっています。 

 

 

ここで計算精度の設定状況が分かる

最大たわみの発生位置が少し移動して、

曲線部も滑らかになっている 



 
●ＳＴＥＰ２（イメージ表示条件設定） 

［イメージ表示条件設定］では各種イメージ表示の設定を行います。 

 
イメージ表示条件は［フレーム構造解析１０］から大きく設定項目が増えています。設定内

容を変更して［確定］ボタンをクリックするとイメージに反映されるのでいろいろと変更し

て試してみると良いでしょう。支持イメージや荷重イメージ等の表示基準値を変更するとイ

メージの大きさも変更できるようになっています。またイメージ中に計算結果を表示したり

単位を表示する操作としてイメージ表示枠上の小さなボタンで表示を切り替える説明をし

ていますがそれらの設定もここでまとめて行えるようになっています。 

 

［フレーム構造解析１１］から複数の荷重パターンで計算結果がある場合に“変位の基準を

全ての計算結果の中の最大値とする”をチェックすることでそれらの中の変位の最大値を基

準としてイメージ表示することができ、どの荷重パターンの変位が大きいのかがイメージ上

で視覚的に分かるようになっています。 

 

断面形状表示は要素の中央に断面形状を表示する機能です。これは各断面形状に対応した 

一つのＤＸＦファイルを使っておりサイズ毎のＤＸＦファイルではありません。そのため 

ＤＸＦファイルを読み込んだら［自動縮尺］が選択されていると使っている材料の中で断面

２次モーメントが最大のものが表示基準値の大きさになるようにして、それを基準にそれぞ

れの断面２次モーメントで自動縮尺して表示するようになっています。 



 

したがって実際の 断面とは若干イメージが異なる場合がありますがそれぞれの断面２次

モーメントが断面 形状の大きさとして相対的に表されるようになっており、どの断面のど

の向きが強いかあるいは弱いかとかが視覚的によく分かります。 

 

一方［自動縮尺］では断面に断面２次モーメントの差が大きいものを設定している場合に 

断面２次モーメントが小さいものでは断面形状も小さく表示され断面形状が識別できない

場合があります。この時には「縮尺なし」を選択すると断面２次モーメントに関係なく表示

基準値の大きさで表示されるようになりますので断面形状の確認ができます。 

 

なお[縮尺無し]では縦横とも表示基準値の大きさになり不等辺山形鋼も等辺山形鋼の形状

で表示されますのでご注意ください。次に断面形状を表示した例を示します。 

 

  
またイメージ表示枠の左上にある［表示切替>］ボタンをクリックするとイメージ表示条件

設定ダイアログを開くことができ、その右に並んだ小さなボタンはそれぞれの表示をクリッ

クする毎に切り換えることができるようなっています。例えば［断］は断面形状の表示切替

ですがクリックする毎に［自動縮尺］>［縮尺無し］>［非表示］>［自動縮尺］・・・という

ように表示が切り替わっていきます。 

 

イメージ表示条件設定の “曲げモーメントの反転”をチェックすると曲げモーメントの  

＋－を反転して表示することができます。この場合も計算結果が一旦クリアされるので再  

計算してください。 

 

［自動縮尺］で断面形状を表示した例

ここのボタンでも表示を切り換えることができる 

このボタンをクリックしてもイメージ表示条件設定ダイアログが開く 



 

また荷重イメージを荷重値に応じて自動縮尺したり、イメージ中に荷重値を表示することも

できます。また支持の△イメージを反力に応じて色を変えることもでき、計算結果の最大値

に背景色を付けるのもイメージ表示条件で設定できます。 

 

［フレーム構造解析１２］ではイメージ中に表示される文字のフォントサイズを従来の大中

小の３種類のボタン選択からリストボックスによる６ｐｔ～２４ｐｔの１２種類に増やし

ていますので必要に応じて見やすいフォントサイズを選択できるようになりました。 

 

 

 

また従来は固定色だった集中荷重、モーメント荷重、分布荷重のイメージ色も設定できるよ

うになっています。各表示色はＲＧＢの数値入力により設定しますが、設定欄右の［<］ボ

タンをクリックすると既定の表示色一覧が表示されここの表示色名称ボタンをクリックす

ることで表示色を変更することもできます。 

 

 



 

さらにホイールマウスのホイールを回した時の動作も切り替えできるようになっています。 

 

プルダウンメニューの表示メニューにはイメージ表示条件から使用頻度の高いものを割り

付けています。 

 

ここの各サブメニューをクリックすることで表示の切り換えが可能で、先頭に表示される 

チェックの有無で設定状況も確認できます。 

イメージ表示条件のどの設定でどのようにイメージ表示が変わるのか各自でいろいろと 

試してみてください。 

 

また［フレーム構造解析１０］から大きく設定項目が増えたことに伴って設定内容を１０種

類テンプレートとして保存や読込ができるようになっています。あらかじめ用途に応じた設

定をテンプレートに保存しておき切り替えて使うと便利です。 

 
●ＳＴＥＰ３（作業補助設定） 

［作業補助設定］ではイメージで処理するときのグリッドやスナップの設定を行います。 

 

スタートアップで［作業補助設定からスタート］ボタンをクリックしたときに表示される 

ダイアログと同じものです。詳しくは［節点条件のイメージ編集］で説明します。 

 
●ＳＴＥＰ４（印刷設定） 

これはダイアログにある［設定］ボタンを押したときと同じで計算書やｐｄｆ出力するとき

の出力タイトルやコメントやフォントサイズ、余白等の設定を行います。 

 

また［フレーム構造解析１０］から新たにページ番号設定が追加され、ページ番号の表示の

有無や位置、初期値、総ページ数の有無や数値等を設定できるようになっています。例えば

プロジェクト全体の書類などの一部としてフレーム構造解析で出力した計算書をまとめる

場合にページ番号を合わせることができるようになっています。 

 



 

 

計算実行後は右側に計算書のイメージがプレビューされるようになっています。印刷設定や

プレビュー、ｐｄｆ出力についての詳細は後で説明します。 

 

●ＳＴＥＰ５（出力テンプレート設定） 

これは印刷設定ダイアログの出力テンプレートにある［設定］ボタンを押したときと同じで、

計算書の各出力項目の出力位置を変更したり値の大きなものだけ出力するなどの設定を 

登録した出力テンプレートファイルの保存や修正を行うことができます。詳細は後で説明し

ます。 

 

●ＳＴＥＰ６（ＣＡＤ・ＤＸＦ出力設定） 

［ＣＡＤ・ＤＸＦ出力設定］ではＣＡＤ通信設定や出力図形の画層と色の設定を行います。 

 



 

出力図形はすべて出力されますのでその後の処理はＣＡＤ側で行ってください。またコマ 

ンド選択メニューが起動したままの状態でＣＡＤ通信設定を変更しても、再度コマンド選択

メニューからコマンドを起動するとコマンド選択メニューのＣＡＤ通信設定に戻ってしま

いますので恒久的に変更したい場合はコマンド選択メニューのＣＡＤ通信設定を変更して

ください。 

 

●ＳＴＥＰ７（オプション設定） 

［オプション設定］では基準強さ変換係数とエクセル起動設定、［フレーム構造解析１２］

から追加された計算結果エクセル出力設定をタブで切り換えて行います。 

 

［構造解析５］以前の基準強さは応力の種類に関係なく材質毎に一つだけでしたが［構造 

解析６］以降から応力毎の基準強さを使用するようになりました。そのため［構造解析５］  

以前で標準にない材質を使用しているデータを読み込んだ場合はここの基準強さ変換係数

で基準強さをそれぞれの応力の基準強さに変換するようになっています。 

 

エクセル起動設定ではエクセルが使えない環境や不用意にエクセルを起動したくない場合

に“エクセルに貼り付けボタンを非表示”のチェックボックスをチェックすることで［コピ

ーしてからエクセルを起動して貼り付け］のボタンを非表示にすることができます。 

また“エクセルにシートを追加して貼り付け”のチェックボックスがチェックされていると

編集用や計算結果表示用にエクセルが起動している場合は同じエクセルにシートを追加し

て貼り付けることができます。なおエクセルのバージョンや環境等でシートの追加がうまく

動作しない場合はこのチェックを外すと従来と同様に常に新しいエクセルを起動して貼り

付けを行うようになりますので必要に応じて試してみてください。 

 

［フレーム構造解析１２］では計算結果のエクセル出力にはりイメージも一緒に出力する機

能が追加されました。はりイメージを貼り付けたい場合はここの“エクセルに、はりイメー

ジを貼り付ける”をチェックしておきます。これをチェックするとエクセル出力時には計算

結果やはりイメージの貼り付け位置やサイズを設定するダイアログが表示されるようにな

ります。エクセル出力にはりイメージを貼り付けたくない場合はここのチェックを外してお

きます。その場合の計算結果の出力開始位置はここの計算結果開始位置のカラムと行で指定

できるようになっています。 

 



 

はりイメージを貼り付ける場合の操作については計算結果の出力のエクセルに貼り付けの

ところで説明します。 

 
●ＳＴＥＰ８（ショートカットキー設定） 

［フレーム構造解析１０］から使用頻度の高いコマンドのボタンにショートカットキーを割

り当ててキーボードからそのコマンドを実行することができるようになりました。そのショ

ートカットキーを確認・編集するには環境設定の［ショートカットキー設定］をクリックし

て次に示すショートカットキーの設定ダイアログを表示します。 

 

このダイアログでは左側がコマンド名で固定になっていて右側が登録されているショート

カットキーでこちらは変更が可能です。 

 

あらかじめ使い勝手を考えたショートカットキーがデフォルト設定として登録してありま

すがショートカットキーを変更したい場合は右側のショートカットキーの行をクリックす

るとリストボックスが表示され、リストボックス右の▼ボタンで設定可能なショートカット

キーが一覧表示されるので、ここから登録したいショートカットキーを選択します。またリ

ストの先頭は“なし”になっていてこれを選択するとそのコマンドのショートカットキーは

無効となります。 

 

［初期化］ボタンでインストール時のデフォルト設定に戻すことができます。また設定内容

は［エクスポート］ボタンでＣＳＶ形式のテキストファイルに保存でき、［インポート］ボ

タンで読み込むことができますので、複数台のＰＣで共通のショートカットキーを登録した

り、逆に共通ＰＣで個人的な設定を読み込んで使うこともできます。 

 



 

●ＳＴＥＰ９（材質データ更新） 

材質データはコマンド起動時に読み込まれるので［フレーム構造解析９］以前ではコマンド

起動中に材質データを修正してもコマンドを再起動しないと反映されませんでしたが［フレ

ーム構造解析１０］からこの［材質データ更新］機能でコマンド起動中でも材質データを更

新することができます。環境設定の［材質データ更新］をクリックすると次に示すメッセー

ジが表示されます。 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると材質データファイルを再読込して更新します。なお

ファイルの編集ミスなどがあると不具合が発生することも考えられますので大幅な変更の

場合は作業中のデータを保存し一旦コマンドを終了してから行ってください。 

 

●ＳＴＥＰ１０（断面データ更新） 

断面データも材質データと同様にコマンド起動時に読み込まれるので［フレーム構造解析

９］以前ではコマンド起動中に断面性能計算で断面データを登録してもコマンドを再起動し

ないと反映されませんでしたが［フレーム構造解析１０］からこの［断面データ更新］機能

でコマンド起動中でも断面データを更新することができます。環境設定の［断面データ更新］

をクリックすると次に示すメッセージが表示されます。 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると断面データファイルを再読込して更新します。通常

は断面性能計算で断面を登録した場合に使いますが、断面データを直接編集するような場合

は編集ミスなどがあると不具合が発生することも考えられますので材質データと同様に作

業中のデータを保存し一旦コマンドを終了してから行ってください。 

 

●ＳＴＥＰ１１（最近使った．．．表示切替え） 

［フレーム構造解析１２］では計算条件の保存と読込のときに「最近使った．．．」ダイアロ

グを表示しできるようになり、最近使ったフォルダから選択したり、最近使ったファイルを

簡単に開くことができるようになっています。具体的な操作については後で説明しますが、

このメニューをクリックする毎にメッセージが表示されて「最近使った．．．」ダイアログを

表示するか、表示しないかを選択できるようになっています。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   環境設定を見てみよう 終了 

 



 
◇節点条件をイメージで編集してみよう 

●ＳＴＥＰ１（作業補助設定の確認） 

節点条件はイメージ上でマウスを使って編集することができ、慣れてくると効率良く編集す

ることができます。イメージで処理する場合はまず作業補助設定を確認しておきましょう。

プルダウンメニューの環境設定から［作業補助設定］をクリックすると設定ダイアログが 

表示されます。新規に起動したときのスタートアップメニューから［作業補助設定から  

スタート］をクリックしても同じダイアログが表示されます。 

 

ここでグリッドとはイメージ上に薄く見える縦線のことではりの大きさや節点の位置を 

把握するのに役立つものです。これをいつ表示するかやそのピッチを設定します。スナップ

がＯＮでスナップピッチが設定されている時はイメージ上で節点の位置を編集するときに

スナップピッチの倍数位置に修正され端数が出ないようになります。ここではスナップをＯ

Ｎ、スナップピッチを５０として［確定］ボタンをクリックします。 

 

 

 
●ＳＴＥＰ２（節点の移動） 

ではマウスを使ってイメージ上で節点を移動してみましょう。まずイメージで処理の［移動］

ボタンをクリックします。 

 

［移動］ボタンが選択された状態でマウスをイメージ上に持っていき移動したい節点の位置

でマウスの左ボタンを押したままにします。節点を認識するとデータ表示欄の認識した節点

番号の行にデータ入力ボックスが表示されます。 

 

その状態でマウス左ボタンを押したままマウスを左右に移動（ドラッグ）し希望の位置で 

マウスのボタンを離すとその位置に節点が移動します。 

 



 

 

 
追加や削除はもっと簡単なので試してみれば使い方はすぐに分かります。イメージでの処理

が終わったら［解除］ボタンを押しておきます。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   節点条件をイメージで編集してみよう 終了 

 
 
◇可動節点条件を使ってみよう 

可動節点条件とは節点の位置が絶対座標ではなく、ある基準点からの距離で節点条件を設定

するもので、その基準点のＸ座標を変更することにより同じ基準点を選択している節点条件

をセットで移動することができる機能です。 

 
●ＳＴＥＰ１（可動節点条件の設定） 

［可動節点条件］タブを開いて標準の節点条件と同様に［追加］ボタンをクリックして可動

節点条件を設定していきます。標準の節点・支持条件と異なるのはＸ座標の代わりに基準点

番号の選択と基準点からの距離を入力します。 

 

可動節点条件は節点番号の前にｍが付くようになっており、支持イメージ、荷重イメージは

［環境設定］＞［イメージ表示条件設定］で設定している色で表示されます。 

 

 

２．マウスを節点の位置に持っていきマウス左ボタンを押したまま左右に起動させる

１．移動ボタンを押しておく 

認識した節点のデータ入力ボックスが表示され、 

スナップピッチの５０ｍｍ単位でＸ座標が変化する



 

 
 

●ＳＴＥＰ２（基準点Ｘ座標の入力） 

動節点条件が設定できたら選択した基準点のＸ座標を入力します。なお先に基準点のＸ座標

を入力してから可動節点条件を設定してもかまいません。ここでは基準点は１だけ使ってい

ますので基準点１のＸ座標に７００を入力してみます。 

 

設定した可動節点条件のイメージ

追加ボタンをクリックして可動節点条件を設定する

基準点のＸ座標に値を入力すると可動節点条件がセットで移動する



 

基準点のＸ座標に値を入力すると可動節点条件がセットで移動するのが分かります。 

 

●ＳＴＥＰ３（計算実行） 

ではこの条件で計算を実行してみます。 

 

たわみの様子やせん断力線図から可動節点条件の支持条件で支持されている様子がわかり

ます。また可動節点条件ではこのような支持条件だけでなく、集中荷重、モーメント荷重、

質量も同様に設定できセットで移動させて直ぐに計算できるようになっています。 

 

なお可動節点条件を設定して計算実行してから計算結果タブの右にある［可動節点条件  

統合］ボタンをクリックすると可動節点条件を標準の節点・支持条件に統合することができ

ます。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

（Tutorial02.KH12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   可動節点条件を使ってみよう 終了 

 

可動節点条件で支持されている様子が分かる



 

◇ステップ計算機能を使ってみよう 

ステップ計算とは可動節点条件でステップ移動量を設定してボタンをクリックするごとに

可動節点条件の基準点Ｘ座標をステップ移動量だけ移動させて計算を行う機能です。 

 

●ＳＴＥＰ１（ステップ移動量の設定） 

［可動節点条件］タブを開いて基準点Ｘ座標の右にあるステップ移動量を設定します。ここ

では基準点１のステップ移動量に１０を入力します。 

 

 

 
●ＳＴＥＰ２（ステップ計算の実行） 

ステップ移動量を入力してから計算を実行すると計算結果のタブにあるステップ計算   

ボタンが使えるようになります。 

 

 

 

［＋ステップ］ボタンをクリックするとステップ移動量を基準点Ｘ座標にプラスして計算を

実行します。［－ステップ］ボタンではステップ移動量を基準点Ｘ座標からマイナスして 

計算を実行します。［最初に戻る］ボタンをクリックするとステップ計算を始めた最初の 

状態に基準点Ｘ座標が戻ります。 

 

●ＳＴＥＰ３（支持点反力のバランスを取ってみよう） 

前述の可動節点条件の計算例では可動節点の支持点反力が節点ｍ１で約１７００Ｎ、節点 

ｍ２で約－３５０Ｎで非常にバランスが悪い状態です。ここで［－ステップ］ボタンを   

クリックしていくと節点ｍ１の反力が小さくなり節点ｍ２の反力が大きくなります。   

イメージ表示条件の“支持イメージを反力で色分け”をチェックしておくと支持イメージの

色が反力によって変わるのでだいたい同じ色になるように［－ステップ］ボタンをクリック

していけば簡単に反力のバランスを取ることができます。またイメージ表示枠上の[Rf]ボタ

ンでも色分けの設定をしたり反力値を表示させたりできますので目的に応じた表示にして

おくと良いでしょう。 

ステップ計算ボタン



 

 

このように可動節点条件とステップ計算機能を組み合わせて使うことにより支持の位置や

荷重点を簡単に変えて計算することができるようになり、トライアンドエラーによる検討の

効率が向上すると思います。是非、活用してみてください 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ステップ計算機能を使ってみよう 終了 

 

 

◇連続計算機能を使ってみよう 

荷重パターン条件は最大５０まで登録でき、同じはりに対して荷重パターンを切り替えて計

算できますが、複数の荷重パターンを自動的に切り換えて連続して計算する機能もあります。 

 

●ＳＴＥＰ１（複数荷重パターン条件の設定） 

連続計算の対象となる荷重パターンは名称が入力されているものだけになりますので荷重

パターン名称を入力した複数の荷重パターンを設定しておく必要があります。ここでは

Tutorial01.KH12 を読み込んでこれを基本に複数の荷重パターンを作ってみましょう。 

前述のように連続計算を行うには荷重パターン名称が入力されている必要がありますので

Tutorial01.KH12 を読み込んだら［荷重パターン条件］のタブを開いて荷重パターン名称を

入力します。ここでは“基本荷重”と入力しておきます。 

 

ステップ計算機能を使って可動節点条件の支持点反力のバランスを取ってみた例 



 

次に荷重パターン２を設定してみます。［>］ボタンかリストボックスの▼ボタンで荷重パタ

ーン番号を２に進めます。 

 

荷重パターン番号を進めると節点荷重や分布荷重は未設定になっていますので本来はここ

で前で説明したようにデータ入力ボックスを表示して荷重値を入力していきますが、ここで

は［荷重パターン コピー・合成］機能を使って設定してみましょう。このボタンをクリッ

クすると次のダイアログが開きます。 

 

ここで最大５つの荷重パターンを選択して符号のボタンによって荷重値を合成していくこ

とができます。今回は設定してある荷重パターンが１だけなのでリストボックスからそれを

選択しておきます。またここでコピー先の荷重パターン名称も入力できますので“集中荷重”

と入力しておきます。なお荷重パターン名称は後から編集してもかまいません。 

 

これで［コピー実行］ボタンをクリックすると荷重パターン２にこの内容がコピーされます。 

 



 

 

ここで荷重パターン名称を“集中荷重”としましたのでモーメント荷重と分布荷重を削除し

ておきます。モーメント荷重は節点荷重の節点５の行をクリックしてデータ入力ボックスを

表示させてモーメント荷重の値を０とします。分布荷重は［×］ボタンで全ての設定を一括

で消去できますのでこのボタンをクリックしておきます。 

 

同様の方法で荷重パターン番号３は名称を“モーメント荷重”としてモーメント荷重のみ、

荷重パターン４は名称を“分布荷重”として分布荷重のみの荷重パターンを設定しておきま

す。荷重パターン５には基本荷重をコピーしてから重力加速度を１として荷重パターンの名

称を“基本荷重（自重考慮）”としておきます。 

 

このボタンで全ての設定を一括で消去できる

モーメント荷重はデータ入力ボックスで０にしておく 



 

●ＳＴＥＰ２（連続計算の実行） 

複数の荷重パターンの設定ができたらプルダウンメニュー［連続計算］をクリックすると次

のダイアログが表示されます。 

 

 
上段で連続計算したい荷重パターン名をチェックします。名称の入っていない荷重パターン

は選択できないようになっています。また右上にあるボタンで荷重パターン名のあるものを

全てチェックしたり、全てのチェックを外したりできます。 

 

下段では出力したい形式を選択します。複数選択してもかまいませんが印刷ではプリンタの

準備ができているか、ファイル出力では出力先のパスや空き容量等問題がないか確認してか

ら実行してください。なおデフォルトの出力先は作業フォルダの下の\Sample になっていま

す。また*****の部分はログオンユーザー名になりますのでユーザー毎に変わってきます。 

 

ファイル出力のファイル名はデータファイル名＋（荷重パターン名）となりますが荷重パタ

ー名称に同じ名前があると先に出力したものが上書きされてしまいます。それを防ぐために

荷重パターン名称に同じ名前がある場合は“荷重パターン番号を付加して出力”のチェック

ボックスが自動的にチェックされるようになっています。また同じ荷重パターン名称がない

場合でもこれをチェックすると出力ファイル名の荷重パターン名の前に荷重パターン番号

が付加されて出力されるようになります。 

 

［プリンタ設定］ボタンをクリックするとプリンタの設定を変更することができ、ファイル

出力では出力先パスの右にある［参照］ボタンで出力先を変更することができます。 

 

ここで連続計算したい荷重パターンをチェックする 



 

またＥＸＣＥＬ出力がチェックされていると［環境設定］の［オプション設定］に関係なく

連続計算実行時に新しいエクセルを起動して、後は同じエクセルにシートを追加して計算結

果を貼り付けていきます。 

 

ここではまず出力先を何も選択しないで［連続計算実行］ボタンをクリックすると自動的に

荷重パターンが切り替わり計算が実行されていきます。 

計算が終了すると再度このダイアログが表示されますがタブが［直前連続計算最大値一覧］

に切り替わって荷重パターン名と最大たわみ、最大曲げモーメント、最大曲げ応力が表示さ

れるようになっています。 

 

この直前連続計算最大値一覧は次に連続計算を実行すると更新してしまいますので必要な

場合は［ログファイル出力］ボタンをクリックしてログファイルに出力しておいてください。 

 

次に出力したログファイルをメモ帳で開いたものを示します。 

 
ログファイルのファイル名はデータファイル名と連続計算の実行時間になっています。 



 

荷重パターンの設定がトライアンドエラー的な設定の場合はこのように何も出力しないで

連続計算を実行してから、これらの値を参考に出力する必要のない荷重パターンのチェック

を外してから出力設定して再度、連続計算を実行すると良いでしょう。 

 

また全ての計算結果が必要な場合や計算に時間がかかる場合は最初から出力の設定をして

から連続計算を実行するのが良いと思います。とりあえずＰＤＦ出力して後から必要なもの

をＰＤＦから印刷するという運用方法も考えられます。 

 

ここでは［設定］タブを開いてＰＤＦ出力のみチェックして再度連続計算を実行してみます。

連続計算が終了したら出力先に設定している\Sample フォルダを開いてみます。このように

データファイル名＋（荷重パターン名）のＰＤＦファイルができているのがわかります。 

 

また EXCEL 出力をチェックすると次に示すように“Sheet*_荷重パターン名称”のシートが

追加されて一つのエクセルに出力することができます。 

 



 

［フレーム構造解析１２］から設定によりエクセル出力にもはりイメージを出力できるよう

になりましたので視覚的により分かりやすく計算結果を比較できるようになりました。 

 

他の出力も各自で試してみてください。なおファイル出力は不要なファイルができても削除

すれば良いですが印刷の場合は条件によっては膨大な枚数となることもありますので注意

してください。 

 

また［フレーム構造解析１０］から荷重パターン毎の計算結果を保持できますので何も出力

しないで連続計算を実行してからイメージ右下に表示される荷重パターンスクロールボタ

ン[<][>]やその右のリストボックスで計算結果を切り替えて確認することができます。 

 

 

 

荷重パターンスクロールボタンが表示されていない場合はイメージ表示条件設定で表示す

るように設定してください。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

（Tutorial03.KH11） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   連続計算機能を使ってみよう 終了 

 
 

◇アニメーションを表示してみよう 

●ＳＴＥＰ１（アニメーションの選択） 

 計算を実行するとアニメーション選択のリストボックスが使えるようになり、その右の 

再生ボタンも押せるようになります。 

 

 
●ＳＴＥＰ２（アニメーションの実行） 

表示したいアニメーションの種類を選択して右の再生ボタンをクリックするとアニメーシ

ョンが実行されます。 



 

 

 
アニメーション表示中は、再生ボタンはストップボタンに変わり、ストップボタンを   

クリックするとアニメーション表示は終了します。曲げモーメント線図やせん断力線図のア

ニメーションがどのように表示されるか試してみてください。 

 

また［フレーム構造解析１１］からストップボタン表示時にその下か右に［アニメーション

ＡＶＩファイル作成］ボタンが表示され次で説明するようにアニメーションの動画を作成で

きるようになっています。 

 
●ＳＴＥＰ３（アニメーションＡＶＩファイルの作成） 

［フレーム構造解析１１］ではアニメーションと同様の動画をＡＶＩファイル（Windows  

標準の動画用ファイルフォーマット）として作成することができます。アニメーション表示

中に［アニメーションＡＶＩファイル作成］ボタンが表示され、このボタンをクリックする

と次に示すＡＶＩファイル作成条件設定ダイアログが表示されます。 

 

 

再生ボタンがストップボタンの表示なり、これを

クリックするとアニメーションが終了する。 

またストップボタンの下か右にアニメーション 

ＡＶＩファイル作成ボタンも表示される。 



 

ここではＡＶＩファイルの名前と出力先のパス、画像に追加するコメント、ＡＶＩを作成す

るときに使うＢＭＰファイルのヘッダー（ＢＭＰファイル名はヘッダー＋連番になります）、

画像サイズ、ＡＶＩファイルを作成するときのフレーム数と再生時間を設定します。 

 

デフォルトの出力先は［フレーム構造解析１２］の作業フォルダの下の\BmpForAvi となりま

す。ＡＶＩファイル名や出力先を変更したい場合は表示欄で直接編集してもかまいませんが

既存のフォルダにしか出力できませんので［参照］ボタンをクリックしてファイル選択ダイ

アログを表示させてそこで変更すると良いでしょう。ここで［確定］ボタンをクリックする

と作業進行を示すプログレスバーが表示され、まずフレーム数に応じたＢＭＰファイルが出

力されてからそれを元にＡＶＩファイルが作成されます。 

 

 

 

正常にＡＶＩファイルが作成されると次に示すメッセージが表示されます。 

 

 

作成したＡＶＩファイルは Windows 標準の Windows Media Player やＡＶＩ形式に対応した

動画再生ソフト等で再生することができます。上記のメッセージで［はい］をクリックする

と拡張子ＡＶＩが関連づけられたアプリケーションが起動して再生できるようになります。 

 

 

 

作成されるＡＶＩファイルは無圧縮のものでファイルサイズが大きくなりますので画像サ

イズの大きさやフレーム数は必要最小限の設定にしてください。また市販あるいはフリーの

画像編集ソフトを使えばＡＶＩファイルやＢＭＰファイルからアニメーションＧＩＦを作

成することができるものがありますので動画のサイズを小さくしたい場合はそれらを試し

てみてください。 



 

ＢＭＰファイルは［フレーム構造解析１２］の作業フォルダの下の\BmpForAvi に作成され

ます。ＢＭＰファイルヘッダーを変更しない場合は次回ＡＶＩファイルを作成するときに上

書きされますのでＢＭＰファイルを取っておきたい場合は事前に別のフォルダにコピーし

ておくかＢＭＰファイルヘッダーを変更しておいてください。逆にＢＭＰファイルを取って

おく必要がないのに ＢＭＰファイルヘッダーを変更していく不要なＢＭＰファイルがど

んどん溜まっていきますので注意してください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   アニメーションを表示してみよう 終了 

 

 
◇イメージを移動・拡縮してみよう 

●ＳＴＥＰ１（移動・拡縮モードの選択） 

アイコンボタンの［リアルタイム］あるいは［クリック］と表示されているボタンが移動・

拡縮モードになります。このボタンはクリックする毎に表示が入れ替わるようになっていま

す。 

 

またこのボタンの右にある［移動］［拡縮］［前画面］［全表示］がイメージ操作用のボタン

になっています。 

 

●ＳＴＥＰ２（イメージの移動） 

イメージの移動操作は［移動］ボタンを押してからマウスをイメージの上に持っていきます。

マウスアイコンが手を開いたパーの形に変わりますのでマウス左ボタンを押してマウス 

アイコンがグーになった状態でドラッグします。リアルタイムモードの時はグーのマウス 

アイコンにイメージが付いて移動します。 

 

またホイールマウスを使っている場合はホイールを押しながらドラッグするとモードに 

関係なくリアルタイム移動することができます。 

 

ボタンをクリックする毎に表示が入れ替わる



 

 

クリックモードの時はマウス左ボタンを押した位置からラバーバンド（仮表示線）が表示さ

れマウス左ボタンを離した位置に移動します。 

 
●ＳＴＥＰ３（イメージの拡縮） 

イメージの拡縮操作は［拡縮］ボタンを押してからマウスをイメージの上に持っていきます。

マウスアイコンがルーペの形に変わりますのでマウス左ボタンを押してドラッグします。 

リアルタイムモードの時は右にドラッグするとリアルタイムでイメージが拡大され、左に 

ドラッグすると縮小します。クリックモードの場合はマウス左ボタンを押した位置から  

ラバーバンドの窓が表示され右にドラッグしてマウス左ボタンを離すと窓の範囲が   

イメージ枠一杯に拡大され、左にドラッグして離すとイメージ枠全体が窓の範囲に収まるよ

うに縮小されます。 

 

リアルタイムモードはマウスの動きに対してリアルタイムでイメージが移動・拡縮するので

分かりやすいですが節点数や荷重点が多い場合やマシンの処理速度が遅い場合に動きが 

重たくなる場合があります。一方、クリックモードはマウス左ボタンを離した時点で移動・

拡縮の処理を行うのでスピーディに移動・拡縮ができますので使い勝手に合わせてモードを

選んで使ってください。 

 

またホイールマウスを使っている場合はホイールを回転させるとモードに関係なくリアル

タイム拡縮することができます。なお［フレーム構造解析１２］ではイメージ表示条件設定

でホイールの回転方向と拡縮の動作を切り替えられる設定が追加されています。 

ドラッグ中はアイコンの形がパーからグーに変わる



 

 

 

●ＳＴＥＰ４（前画面と全表示） 

イメージの移動や拡縮を行うと薄く表示されて使えなかった［前画面］ボタンのアイコンが

正常に表示されるようになります。このときに［前画面］ボタンをクリックすると移動・  

拡縮を行う一つ前の画面にイメージの状態を戻すことができ、最大で１０操作前の画面に 

戻すことができます。 

［全表示］ボタンをクリックすると移動・拡縮をリセットしてデフォルトのイメージ表示に

戻すことができます。 

 

［フレーム構造解析１２］ではイメージ上でマウス右クリックすると次に示すポップアップ

メニュ－が表示され［前画面］と［全表示］の操作ができるようになっています。 

 

またここにある［イメージをコピー］をクリックするとイメージデータをクリップボードに

コピーするので、ペイント等、他ソフトにイメージの貼り付けができるようになります。 

なお、はりの計算の移動・拡縮は左右方向だけになります。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   イメージを移動・拡縮してみよう 終了 

マウス左ボタンを押したまま 

ドラッグすると窓が表示される

最初にマウス左ボタンを押した位置



 

◇計算結果文字サイズとカラム幅テンプレート 

従来のダイアログは解像度が１０２４×７６８を基準にデザインされていました。ダイアロ

グを拡げることは従来から可能でしたが主にイメージを大きく表示する機能となっていま

した。 

［フレーム構造解析１２］では計算結果表示欄の文字サイズを大中小（小が従来の大きさ） 

に変更できるようにして解像度に余裕のあるディスプレーでは計算結果を見やすく表示す

ることができるようになりました。 

 

 

 

上に示すようにカラム幅リセットボタンの右に［文字大］［中］［小］のボタンがあり、また

ダイアログ幅を広げていくと［可動節点条件統合］ボタンの右にカラム幅テンプレート設定

が表示されます。上の例は画像全体が縮小されているので分かりにくいですが、文字サイズ

を大にしてカラム幅を各項目の単位まで表示されるように拡げた例になります。 

 

カラム幅テンプレートの使い方はコメントを入力して［保存］ボタンをクリックするとその

時のカラム幅と文字サイズが保存され、数字ボタンを押すと保存してある設定が呼び出され

るもので、文字サイズ中に対応した［やや幅広］と文字サイズ大に対応した［幅広］が標準

サンプルとしてインストールされていますが目的やお使いのＰＣの解像度に応じて自由に

調整してみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

    計算結果文字サイズとカラム幅テンプレート 終了 



 

◇計算条件の保存と読込、新規、クローン起動 

一度設定した計算条件は保存して後から読み込んで再計算したり、データを編集して計算す

ることができます。また計算条件を一旦クリアして新規に設定することもできます。これら

の操作はプルダウンメニューの［ファイル］をクリックするかアイコンボタンから実行しま

す。また［フレーム構造解析１１］から追加されたクローン起動の機能についてもここで  

説明します。 

 

 
●ＳＴＥＰ１（最近使った．．．ダイアログ） 

プルダウンメニューの［現データを保存］か［既存データを開く］、［保存］アイコンか［読

込］アイコンをクリックすると［フレーム構造解析１２］では設定により［最近使った．．．］

ダイアログが表示されます。 

 

上段には最近使ったフォルダ名が最大１２個表示されフォルダ名の上にマウスを持ってい

くと背景色が青くなりクリックするとそのフォルダを開きます。 



 

データを保存するときはクリックしたフォルダが既存データの保存する場所になり、データ

を読込するときは現データを開くファイルの場所となってWindows標準のダイアログが引き

続き表示されます。 

 

下段には最近使ったファイル名が最大２０個（ダイアログを下に拡げた場合）表示され、最

近使ったファイル名の上にマウスを持っていくとフルパス表示のファイル名の背景色が青

くなり、右上にファイル名、出力タイトル、はりイメージなどが表示されます。 

 

データを保存する際に最近使ったファイルをクリックした場合も一旦通常の現データを保

存するダイアログが表示され、上書きの確認メッセージが表示されるので直ちに上書きされ

ることはありません。 

データを読込する際に最近使ったファイルをクリックした場合は直ちにそのファイルが読

み込まれて表示されます。 

 

その他、［最近使った．．．］ダイアログの操作として、“次回からこのダイアログを表示しな

い”をチェックすると表示されなくなりますがプルダウンメニューの［環境設定］＞［最近

使った．．．表示切替え］メニューをクリックすると再度表示できるようになります。 

 

通常、フォルダ名やファイル名は保存や読込した順に上位から表示されますが“ソートして

表示”をチェックするとフォルダ名やファイル名でソートして表示します。 

 

［履歴のクリア］ボタンをクリックすると最近使ったフォルダおよびファイルの履歴が表示

からクリアされますが間違ってクリアしてしまった場合は［キャンセル］ボタンでダイアロ

グを閉じれば履歴は残ったままになります。 



 

履歴をクリアして［スキップ］ボタンをクリックすると最近使った．．．ダイアログをスキッ

プして Windows 標準のダイアログが表示されます。また履歴をクリアしている場合はこの時

点でクリアが確定します。 

 

●ＳＴＥＰ２（計算条件の保存） 

プルダウンメニューの［現データを保存］か［保存］アイコンをクリックして［最近使った．．．］

ダイアログでフォルダかファイルを選択するかスキップするとWindows標準のファイル保存

のダイアログが表示されます。また［最近使った．．．］ダイアログを表示しない設定の場合

は直接このダイアログが表示されます。 

 

ここでファイルの種類を変更することで［フレーム構造解析１１］以前のデータファイルの

形式で保存することも可能です。 

 

ここで保存する場所を選択しファイル名を入力して［保存］ボタンをクリックするとデータ

が保存され、はりの計算のダイアログのタイトルバーにファイル名が表示されます。拡張子

は自動で付けられますので入力する必要はありません。また［構造解析６］からはファイル

コメントは表示されませんので分かりやすいファイル名を付けてください。 

 

 

 

 

ここにファイル名が表示される



 

●ＳＴＥＰ３（計算条件の読込） 

プルダウンメニューの［既存データを開く］か［読込］アイコンをクリックして［最近使っ

た．．．］ダイアログでフォルダを選択するかスキップすると Windows 標準の既存データを開

くダイアログが表示されます。また［最近使った．．．］ダイアログを表示しない設定の場合

は直接このダイアログが表示されます。 

ファイルの場所が選択されるとそこにある既存のファイル名がファイルリストに一覧表示

されます。ファイルの種類を変更することで［構造解析６］や［構造解析５］以前のデータ

ファイルを表示、読み込むことも可能です。 

 
目的のファイルを選択したら［開く］ボタンをクリックして読み込みを実行します。既存  

データを読み込んだ場合もタイトルバーに読み込んだファイル名が表示されます。 

既存データを読み込むのはスタートメニューの［既存データを読み込んでスタート］を選択

しても同じです。既存データ読込後は直ちに計算が可能な状態になっていますので類似の 

形状を解析するときに必要なところのみ修正して比較検討が容易にできます。 

 

［フレーム構造解析１２］から追加された［最近使った．．．］ダイアログを使って既存デー

タを開く場合はファイル名をクリックするとこの既存データを開くダイアログは表示され

ずに直で既存データが読み込まれます。またファイルの種類も自動的に認識しますので古い

バージョンのデータでも［最近使った．．．］ダイアログにあればファイル名をクリックする

だけで開くことができます。 

 

［フレーム構造解析１０］からは他の［はりの計算］で開いていたりファイルのプロパティ

で“読み取り専用”の属性が付けられているファイルを開く場合は次の属性チェックメッセ

ージが表示されます。 



 

ここで［はい］ボタンをクリックすると読込はできますが同名で保存しようとすると次のメ

ッセージが表示されて上書き保存ができないようになっています。 

 

また読み取り専用のファイルを開いた場合はタイトルバーに“（読み取り専用）”と表示され

るようになっています。 

 

 

なお通常のファイルを開いた場合も他の［はりの計算］で上書きされないよう作業中は“読

み取り専用”の属性をつけ、コマンド終了時や別名で保存した場合は“読み取り専用”の属

性は解除されるようになっていますが、何らかの原因でプログラムが強制終了した場合には

“読み取り専用”の属性が残ってしまう場合があります。 

 

その場合は前述の属性チェックメッセージで［いいえ］をクリックして現データを開くダイ

アログで読み取り専用属性の追加ファイルをマウス右クリックし、さらにプロパティをクリ

ックしてファイルのプロパティ画面で“読み取り専用”の属性を解除することができます。 

 



 

あるいはエクスプローラ等でファイルのプロパティを開き“読み取り専用”の属性を解除し

ても良いです。ただし必ず他の人が開いていないことを確認してから解除してください。 

 

●ＳＴＥＰ４（計算条件のクリア） 

プルダウンメニューの［新規（現データの削除）］か［新規］アイコンをクリックすると次

の確認メッセージが表示されます。 

 

ここで［はい］ボタンをクリックすると材料データを含めて既存のデータが全て消去され 

新たに１から設定をやり直すことができます。ここで［いいえ］ボタンをクリックすると  

材料データのみ残せるようになっていますので材料に変更がない場合は［いいえ］をクリッ

クします。既存のデータと同じ材料データを使う場合は一旦そのデータを読み込んでから

［新規］＞［いいえ］で材料データを残してから作業すると材料データを再設定する必要が

なく効率的に作業が行えます。特に使っている材料データの数が多い場合は便利なので覚え

ておくと良いでしょう。 

作業によって既存のデータを編集する方が早いか、１からやり直した方が早いか、材料  

データのみ残した方が早いか、状況に応じて使い分けてください。 

なお［新規］を実行するとＵＮＤＯ情報もクリアされて元に戻せませんので注意してくださ

い。 

 

●ＳＴＥＰ５（クローン起動） 

計算条件が仕上がってきたときに現在のデータは取っておいて、ちょっとだけ計算条件を変

更して試してみたい場合、従来では一旦データを保存してから新たにもう一つコマンドを起

動して読み込むという操作が必要でした。 

 

［フレーム構造解析１１］からクローン起動という機能が追加されていますので試してみま

す。ここで再度 Tutorial01.KH12 を読み込んでプルダウンメニューの［ファイル］＞［クロ

ーン起動］をクリックすると一旦クローン用にデータが保存され、それが読み込まれると次

のメッセージが表示されます。 

 

ダイアログタイトルにはファイル名が“Tutorial01(ｸﾛｰﾝ 1).KH12”と表示されますが実際に

は起動後に削除されてデータファイルは残っていませんので注意してください。 

 



 

“（クローン＊）”＊は同じ名称がある場合には連番で大きくなっていきます。この機能を使

えば簡単に同じ設定内容のものが起動できるので元の計算条件を取っておいて比較が簡単

にできるようになります。 

 

またコマンド選択メニューを終了している場合に［はりの計算］をもう一つ起動したい場合

にもクローン起動を利用すると、わざわざコマンド選択メニューを起動することなく［はり

の計算］を起動できるのでこのような場合にも便利に使えます。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   計算条件の保存と読込、新規、クローン起動 終了 

 

◇計算結果の出力 

計算を実行すると各種出力ボタンや出力関係のプルダウンメニューが使えるようになり 

ます。［フレーム構造解析８］以降でダイアログのサイズが大きくなったので各種出力ボタ

ンはダイアログ上部に並んで表示されています。 

 

●ＳＴＥＰ１（印刷設定） 

計算実行後にプルダウンメニューの［環境設定］＞［印刷設定］か、ダイアログの［設定］

ボタンをクリックすると右側に計算書のプレビューが表示された印刷設定ダイアログが 

表示され、印刷レイアウトやプリンタを選択して計算書を印刷することができます。 

 

 



 

計算書にはデータ保存時のファイル名と出力時の作成日付を出力することができます。この

時ファイル名前後やファイル名と日付の間に任意の文字を入れることができます。さらに 

計算のタイトルやコメントが入れられるようになっています。このタイトルやコメントも 

現データ保存で保存されますのでこれらのタイトルやコメントを入れた後で保存すると 

良いでしょう。 

ページ設定やイメージの縮尺などを修正するとプレビュー更新ボタンが押せるようになり

印刷実行ボタンは押せなくなります。一通り修正した後、プレビュー更新ボタンを押すとそ

の設定内容に応じた計算書のプレビューが表示され印刷実行ボタンも押すことができるよ

うになります。ページ設定にある“出力項目が変わったら区切りの空行を挿入する”を   

チェックしておくと出力項目毎に空行がはいるので計算結果が見やすくなります。 

 

出力テンプレートにある［設定］ボタンをクリックすると次に示す出力テンプレート設定 

ダイアログが表示されます。 

 

 

ここで各出力項目のカラム幅を指定することにより出力位置を修正することができます。 

カラム幅を０にするとその項目は出力しないようにすることもでき、更にチェックボックス

等の設定で多用な出力フォームを設定できるようになっています。ここの設定は出力テンプ

レートとして保存することができ、印刷設定ダイアログのリストボックスで簡単に切り換え

て適用することができますので、あらかじめ計算チェック用、社内報告書用、客先提出用等

の用途に応じた設定を行っておくと便利に使えます。 

 
●ＳＴＥＰ２（プレビュー） 

［プレビュー］ボタンをクリックすると計算書のプレビューが表示されます。これは印刷 

設定ダイアログにある［フルプレビュー］ボタンをクリックした場合と同じです。 

 



 

 

 

この画面は計算書のプレビューというだけでなく計算結果も見やすく表示されるので計算

結果の確認にも利用できます。また画面上のボタンでここから印刷やｐｄｆ出力することも

可能で、印刷設定ダイアログやｐｄｆ出力ダイアログの画面に切り換えることもできます。 

 
●ＳＴＥＰ３（ダイレクト印刷） 

［印刷］ボタンをクリックすると次に示すプリンタ名が表示された確認メッセージが表され

［ＯＫ］ボタンをクリックすると直ちに計算書の印刷を実行します。 

 

これは計算書の印刷設定が完了している場合使うと便利です。 

 

●ＳＴＥＰ４（ＰＤＦ出力） 

［ＰＤＦ］ボタンをクリックすると印刷設定ダイアログと同様のプレビューが表示された 

ＰＤＦ出力設定ダイアログが表示されます。 

 



 

 

ＰＤＦ出力設定では出力するＰＤＦファイルにセキュリティをかけることができ、パス  

ワードや権限の設定が可能です。 

［出力実行］ボタンをクリックするとパスワードを設定している場合は再度パスワードの 

確認ダイアログが表示されますのでパスワードを入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

入力したパスワードに間違いがないかパスワードを使わない場合には［現データ保存］と 

同様のダイアログが開きますのでファイル入力して出力します。ＰＤＦ出力の場合も拡張子

は自動で付きますので入力は不要です。 

 

●ＳＴＥＰ５（ＢＭＰ出力） 

［ＢＭＰ］ボタンをクリックするとはりイメージをＢＭＰ形式の画像ファイルとして出力す

ることができます。まず［現データ保存］と同様のファイル保存のダイアログが開きますの

で出力ファイル名を入力して［保存］ボタンをクリックします。 

 

続いて［フレーム構造解析１０］から次のダイアログが開き画像サイズを設定できるように

なりました。 

 



 

 

 

従来は表示されているイメージをそのままのサイズで画像ファイルに出力していましたが

メインのダイアログの大きさによってイメージ表示枠の大きさも変わってくるので画像フ

ァイルの大きさもまちまちになっていましたが［フレーム構造解析１０］から画像サイズを

任意に設定することができイメージ表示枠の大きさに関係なく決まったサイズでの出力が

可能になりました。 

 

画像サイズの設定はその下部の設定枠で［ｍｍ］か［ピクセル］の単位を選択して、はりの

計算の場合はイメージの縦横比が決まっているので幅のみ入力します。またテンプレートと

して１０個の設定を保存しておき、それを読み込んで画像サイズを設定することもできるよ

うになっています。テンプレートでコメントを入力して［保存］ボタンをクリックすると現

設定が保存され、数字ボタンをクリックすると保存してあるテンプレート設定を読み込むこ

とができます。 

 

なおここでの設定は単に画像サイズの大きさだけなので使用するプリンタの作図範囲や用

途などを考慮して試し印刷をしてみてテンプレートを決めておくと良いでしょう。 

 

●ＳＴＥＰ６（ＣＡＤ出力） 

 ＣＡＤ通信設定が設定している場合はＣＡＤにイメージ図形を直接作図することができま

す。［ＣＡＤ］ボタンをクリックすると次に示す確認メッセージが表示されます。 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックするとＣＡＤに作図されます。ＣＡＤ作図やＤＸＦ出力で

は必要に応じて環境設定の［ＣＡＤ・ＤＸＦ出力設定］で画層名や色を設定しておきます。 

 
●ＳＴＥＰ７（クリップコピー） 

［ＣＯＰＹ］ボタンをクリックすると設定データと計算結果をクリップボードにコピーしま

すので他のソフトに貼り付けて利用することができます。 



 

なお［フレーム構造解析１２］では計算結果一覧でマウス左ボタンを押しながらドラッグし

て行を選択しておき、マウス右クリックしてポップアップしたメニューから［選択行をコピ

ー］をクリックすると項目行と選択した行の計算結果がクリップボードにコピーされます。 

また同じポップアップで［節点条件記号解説］をクリックすると次に示す節点条件の記号の

意味を解説したダイアログが表示されます。 

 

さらにイメージ上でマウス右クリックしてポップアップしたメニューから［イメージをコピ

ー］をクリックするとイメージ画像をクリップボードにコピーすることもできるようになっ

ていてペイント等、他のソフトに貼り付けて利用することができます。この場合のイメージ

のサイズは表示されている大きさと同じサイズになります。 

 
●ＳＴＥＰ８（エクセルに貼り付け） 

［ＥＸＬ］ボタンをクリックすると設定データと計算結果を一旦、クリップボードにコピー

し、エクセルを起動して自動で貼り付けることができます。 

［フレーム構造解析１２］ではプルダウンメニューの［環境設定］＞［オプション設定］＞

［計算結果エクセル出力設定］タブで“エクセルにはりイメージを貼り付ける”がチェック

されている場合ははりイメージも同時にエクセルに貼り付けることができます。 

これがチェックされている場合に［ＥＸＬ］ボタンをクリックすると次に示すエクセル画像

貼付け設定ダイアログが表示されます。 

 

テンプレートと画像サイズは前に説明したＢＭＰ出力の画像サイズ設定と同じです。エクセ

ル貼り付け設定では画像の貼り付け位置と計算結果開始位置をカラムと行で設定すること

ができます。 



 

これらの設定もテンプレートに保存されますので画像の大きさに合わせて計算結果開始位

置を決めておいてテンプレートに保存しておくと良いでしょう。 

 

“エクセルに画像は貼り付けない”をチェックすると従来通りの計算結果だけのエクセル出

力になり次回からこのダイアログは表示されなくなります。 

 

再度エクセル出力にはりイメージを貼り付けたい場合は環境設定のオプション設定で戻す

ことができます。 

 

なお計算結果タブにあるボタンで計算結果のみクリックボードにコピーしたり、計算結果の

みエクセルに貼り付けることもできます。環境設定のオプション設定により起動中のエクセ

ルがあればシートを追加して 計算結果を貼り付けることもできます。詳しくは環境設定を

参照してください。 

 
●ＳＴＥＰ９（その他のファイル出力） 

［フレーム構造解析１１］からその他の出力ボタンもダイアログ上部に並んで表示されてい

ます。 

 

［ＣＳＶ］ボタンをクリックすると設定データと計算結果をＣＳＶ形式のテキストファイル

として出力します。 

 

［ＨＴＭＬ］ボタンをクリックすると画像ファイルとＨＴＭＬ形式のテキストファイルを 

セットで出力し、インターネットエクスプローラ等のウエブブラウザでイメージと設定  

データ、計算結果を表示することができます。 

 

［ＤＸＦ］ボタンをクリックするとイメージ図形をＤＸＦ形式で出力することができます。 

以上のファイル出力の場合も［現データ保存］と同様のダイアログが表示されますので出力

先を選択してファイル名を入力して出力します。この場合も拡張子はそれぞれのファイル 

形式に応じたものが自動で付けられますのでファイル名に拡張子を付ける必要はありませ

ん。 

 

なおＣＳＶ出力とＨＴＭＬ出力では計算書と同様にデータ保存時のファイル名と出力時の

作成日付を出力することができますので必要に応じて印刷設定ダイアログで設定しておき

ます。ただしＨＴＭＬ出力時にはファイル名と日付の間の区切り文字に"<>"は使えませんの

で注意してください。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   計算結果の出力 終了 



 
フレーム構造－平面 
◇［フレーム構造－平面］の概要について 

［フレーム構造－平面］は［構造解析６］以前の［トラス構造解析］、［ラーメン構造解析］

の両方のバージョンアップ版に相当するコマンドになっていますが内容的には［フレーム 

構造－立体］をベースに２次元の構造物しか設定できないように制限したものになっていま

す。ただし構造物は２次元しかできないものの荷重条件は３次元で設定が可能で３次元の 

変形をするような計算も可能となっており、計算結果の項目は［フレーム構造－立体］と全

く同じです。さらにバネ支持、強制変位、接合設定など従来は［立体構造解析］だけにあっ

た機能も使えるようになっており、材質グループ機能、荷重パターン条件機能、材料別詳細

なども［フレーム構造－立体］と同じものが使えます。 

［フレーム構造－平面］は以上のような構成になっており、ここでは［フレーム構造－平面］

の基本的な操作のみ説明し、細かな機能については［フレーム構造－立体]のチュートリア

ルを参照するようにしてください。また［フレーム構造解析１２／２Ｄ］では［フレーム構

造解析１２／３Ｄ動解析］が新規起動時より１５日間の期間制限版の体験版（機能制限はあ

りません）が使えますので、先に［フレーム構造－立体]のチュートリアルを参照しながら   

［フレーム構造－立体]で実際にどの程度のことができるのか試してみるのも良いでしょう。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ［フレーム構造－平面］の概要について 終了 

 
◇簡単なトラス構造の計算 

●ＳＴＥＰ１（作業平面の選択） 

前述のように［フレーム構造－平面］は［フレーム構造－立体］を２次元に制限したものな

のでスタートアップメニューの［作業平面を選択］でどの面で作業をするか選択します。  

作業平面のボタンを切り換えるとその下のイメージの文字が濃く表示されるのでそれを 

参考に作業平面を選択します。 

 



 

垂直方向の構造物であれば通常は[ＸＺ平面]を使うのが分かりやすいと思います。なお  

［フレーム構造－平面］では水平上の構造物も［ＸＹ平面］を選択すれば見た目通りに構造

物を設定できるようになっています。 

ここでは作業平面に[ＸＺ平面]を選択して［０からスタート］ボタンをクリックします。 

 
●ＳＴＥＰ２（節点・支持条件の設定） 

まず［追加］ボタンをクリックしてデータ入力ボックスを表示させて節点の座標を入力して

いきますが、スタートアップで選択した作業平面の座標しか入力ボックスが表示されず残り

の１軸は自動的に０が入力されます。なお薄く表示される直方体イメージはマウスで作業す

る場合の作業領域になりますがここでは使わないので表示されている場合は［作業領域  

設定］タブを開いて非表示にしておきます。 

 

 

 
 
 

座標を入力していくとイメージに節点を示す点と節点番号が表示されていきます。従来の

［構造解析６］は２次元の平面で表示されていましたが［フレーム構造－平面］では３次元

のアイソメ方向がデフォルトの視点となっています。この例では作業平面がＸＺ平面なので

Ｙ方向に節点は設定できませんがＹ方向に変位することは可能なのでこのようなアイソメ

方向がデフォルトになっています。 

節点座標を入力するとその位置に節点を

示す点と節点番号が表示される 

選択した作業平面でない座標軸のデータ入力ボックは表示されず座標値は自動的に０が入る

［追加］ボタンをクリックして表示

されたデータ入力ボックスに節点

の座標を入力していく 

イメージ上での処理のための作業領域はひとまず非表示にしておく 



 

●ＳＴＥＰ２（支持条件の選択） 

次に支持条件を設定します。ここで支持というのは構造物が外部からどのように支持されて

いるかという条件になりますので外部と直接つながっていない節点は支持の種類を自由と

しておきます。また材料設定でトラス部材の設定をしていない部材が節点を介してつながっ

ている場合は剛接合でつながっているものとして計算されます。 

支持条件を設定したい節点にデータ入力ボックスが表示されていない場合はデータ表示欄

をクリックしてデータ入力ボックスを表示させ支持の種類をリストボックスから選択しま

す。ここでは節点１を［全固定］、節点３を［Ｘ解除］とします。 

 

 

 
 

支持条件の全固定とは節点の上下左右の位置や各軸回りの回転も全て固定されますが材料

設定でトラス部材を選択してトラス構造とした場合は全ての節点はピン接合の扱いになり

ます全固定でもピン支持と同じで回転方向には自由となります。 

 

支持の種類で［Ｘ解除］というのはＸ軸方向への変位は自由という意味で［構造解析６］の

［Ｙ固定］と同じ働きになります。支持の種類も［フレーム構造－立体］と同じになり   

２次元の［構造解析６］以前より種類が多くなっています。分かりにくい場合は支持の種類

と表示されている項目の上の［支持解説>>］ボタンをクリックすると支持の種類が一覧表で

表示され支持条件の解説もあるのでそれを参考に選択してください。 

Ｘ解除の支持イメージ（Ｘ方向に移動可）

このボタンをクリックすると解説付きの一覧表から支持の種類が選択できる 

全固定の支持イメージ（位置も回転も固定）

データ入力ボックスを表示して支持の種類を選択する



 
●ＳＴＥＰ３（構造要素の設定） 

次に［構造要素］のタブをクリックして構造要素を設定していきます。ここでも［追加］   

ボタンをクリックしてデータ入力ボックスを表示して始終点の節点番号をリストボックス

から選択していきます。材料番号は１、部材の回転角も０にしておきます。 

 
節点番号を選択していくと構造のイメージが表示されていきます。設定していく順番は特に

関係ありません。ただし要素の設定で１－２、２－３の２つの部材を１－３で１つの部材と

して設定してしまった場合、見た目は変わりませんが節点２は部材１－３とは離れているも

のとして扱われてしまいますので注意が必要です。 

また部材の回転角の機能については次で説明します。 

 
●ＳＴＥＰ４（材料条件の選択） 

［材料・断面性能]のタブをクリックして材料条件を設定します。まず設定したい材料番号

をスクロールボタン かその左のリストボックスで選択しますがここで

はデフォルトの１のままとします。なお材料は最大２００まで設定できるようになっており、

材料番号毎に材料名称が設定できるようになっていますので使う材料の種類が多い場合は

材料名称を設定しておくと良いでしょう。材料名称を設定しておくとリストボックスに材料

番号と一緒に表示されますのでどのような材料でどの部分に使う材料なのかが分かるよう

な材料名称を付けておくと便利です。 

材質はデータファイル管理機能でパス設定を行うことでサーバー等に置いた任意の材質 

データファイルを参照することができ、その切り替えを材質フルパス名称右のリストボック

スで行います。パス設定が未設定の場合は［標準（ローカルマシン）］がデフォルトとなり

変更もできないようになっています。通常はこのまま使ってください。 



 

材質グループは材質データがグループ単位で切り換えられるようになっている機能で「構造

解析一般」が従来の標準の材質データになっていますのでそのままにします。なお材質  

グループの詳しい機能ははりの計算の「材質グループを変更してみよう」を参照してくださ

い。 

次に材質を選択します。ここではデフォルトで表示されている「SS330」にしておきますが

どのような材質が設定されているか見ておいてください。 

続いて［形状選択］ボタンをクリックするか断面性能の表を適当にクリックして［断面形状

選択ダイアログ］を表示させ使用する断面形状を選択します。 

なお「断面形状選択ダイアログ」は［構造解析６］以前では「材料選択ダイアログ」と表示

されていたもので形状を示す項目も従来は「材料の名称」となっていましたが、材料番号毎

に材料名称が設定できるようになったので「材料選択」は「形状選択」、「材料の名称」は  

「形状名称」や「断面形状」というように「材料」というのを「形状」や「断面」に置き換

えて標記するように変わりましたので注意してください。 

 

 

断面形状データもデータファイル管理機能でパス設定を行うことでサーバー等に置いた 

複数の断面形状フォルダを参照することができ、その切り替えを断面形状フォルダ名称下の

リストボックスで行います。パス設定が未設定の場合は［標準（ローカルマシン）］が    

デフォルトとなり変更もできないようになっています。通常はこのまま使ってください。 

上に示したものははりの計算と同じＨ形鋼を選択した例となります。 

またはりの計算を含めて［フレーム構造解析１２］から材料番号毎に部材表示色を設定して

色分け表示できるようになっており、上記ダイアログの右下の部材表示色でＲＧＢの数値を

入力して設定します。また［<一覧から選択］ボタンをクリックするとはりの計算のイメー

ジ表示条件設定で説明した既定の表示色一覧から選択することもできます。ここではまだ材

料が一つだけなので部材表示色はデフォルトの黒のままで［確定］ボタンをクリックします。 

 

断面形状の基本的な選択方法は［はりの計算］と同じですが［はりの計算］や従来の［構造

解析６］以前にあったような“使用する向き”の選択はありません。 



 

［フレーム構造－平面］では作業平面を選択できるので“使用する向き”では対応できず 

［フレーム構造－立体］と同じ方法で、ここに表示されている部材座標（上方向がＺ軸、  

左水平がＹ軸なので注意、また部材を示す Bを付けている）と構造要素で設定する部材回転

角で材料の使用する向きを設定します。また作業平面で選択した基準軸やイメージ右下に 

表示されている座標は全体座標といい節点の座標や荷重条件の設定などは全体座標の基準

軸で設定します。 

 

ここで全体座標と部材座標、部材回転角の関係を確認しておきましょう。 

 

部材回転角が０のデフォルト条件では垂直以外の部材は部材Ｚ軸（ＺＢ）が上方向に向くよ

うに配置され、垂直の場合は全体座標のＸ軸マイナス方向に部材Ｚ軸（ＺＢ）が向くように

配置されます。また部材回転角は部材Ｘ軸（ＸＢ）に向かって右ねじ方向（右手の親指を  

進む方向に向け残りの指が曲がる方向）が＋になります。 

 

 

作業平面を［ＸＺ平面］とした場合は部材回転角０°で従来の“使用する向き”でいうと  

［Ｘ(縦)］になります。作業平面を［ＸＺ平面］で従来の“使用する向き”を[Ｙ(横)]にし

たい場合は部材回転角を９０°にします。 

作業平面を［ＹＺ平面］として従来の“使用する向き”の［Ｘ(縦)］と同じ設定にするには

水平の部材は部材回転角を０°とし、斜めを含めて水平以外の部材回転角を９０°にする 

必要があります。 



 

作業平面を［ＸＹ平面］として部材回転角が０°の場合は従来の“使用する向き”の[Ｙ (横)]

となり、従来の“使用する向き”の［Ｘ(縦)］と同じ設定にするには全ての部材回転角を   

９０°とします。 

 

部材座標と部材回転角は２次元の［構造解析６］以前では使っていない考え方で分かりにく

いかも知れませんが［構造解析６］以前ではできなかった部材を任意の角度に回転させるこ

とも可能になりますので良く理解してください。３次元の［フレーム構造－立体］では部材

座標と部材回転角の関係はさらに重要になり［フレーム構造解析１２／３Ｄ］のチュートリ

アルでは事例を増やして解説していますのでそちらも参照してください。 

 

なおトラス構造の場合は両端がピン支持扱いで軸力しかかかりませんので特に部材回転角

を意識する必要はありませんが後で説明するラーメン構造では曲げモーメントがかかり、 

一般の鋼材では方向によって曲げの強度が異なりますので部材回転角は重要な設定項目と

なります。 

  
 

 

ここでは例として先ほどの［Ｈ形鋼］を選択しておきます。またトラス構造として解析する

ので［全てトラス部材］のボタンを押しておきます。 

トラス構造として解析するので［全てトラス部材］のボタンを押しておく



 
●ＳＴＥＰ５（荷重条件の選択） 

［荷重パターン条件］のタブを開きさらに［集中荷重]のタブで集中荷重を設定してみます。

まず集中荷重を設定したい節点の行をクリックしてデータ入力ボックスを表示させて集中

荷重を入力します。 

 

従来の２次元の［構造解析６］以前では荷重の方向を“垂直方向”や“水平方向”としてい

ましたが［フレーム構造－平面］では全体座標系で表示されています。作業平面が［ＸＺ平

面］では従来の“垂直方向”は全体座標のＺ軸マイナス方向となり、“水平方向”はＸ軸方

向となります。 

 

 

 
 

 

 

ここでは節点２に垂直荷重としてＺ軸方向に－５０００Ｎ、節点４に水平荷重としてＸ軸 

方向に１０００Ｎの集中荷重を設定してみます。２次元の［構造解析６］以前では垂直荷重

は下方向を＋としていましたが［フレーム構造－平面］では全体座標を基準に設定するので

下方向はＺ軸マイナス方向なので注意してください。荷重値を入力すると荷重イメージが表

示され荷重の向きも矢印で表示されますので確認しておきます。 

荷重イメージの自動縮尺なしの場合の表示例加速度条件は全て０にしておく 

荷重値を入力するとそれに応じた

荷重イメージが表示される。 

下向きはＺ軸マイナス方向になるので

荷重値にもマイナスの符号を付ける 

集中荷重を設定したい節点の行をクリックするとデータ

入力ボックスが表示されるのでそこで荷重値を入力する 



 

イメージ表示条件で“荷重イメージの自動拡縮”がチェックされていると荷重イメージも 

荷重値に応じて自動拡縮して表示されます。またチェックを外して自動拡縮無しにすると 

荷重値に関係なく同じ大きさで表示されるようになりますので分かりやすい方を選んでお

くと良いでしょう。 

 

また加速度条件も全体座標系で設定するようになっています。重力方向もＺ軸マイナス方向

になりますがここでは全て０にしておきます。なお［フレーム構造－平面］では［はりの  

計算］や［構造解析６］の[計算条件・単位設定]にあった“部材の自重を考慮”のチェック

は廃止されています。 

自重を考慮する場合は加速度条件のＧｚに－１を入れ、考慮しない場合は０にしておきます。 

 
●ＳＴＥＰ６（計算実行） 

これで計算条件の設定ができましたので［計算実行］ボタンをクリックして計算させます。 

 

 

 
 

計算は瞬時に完了して各節点の変位や支持点の反力の計算結果が表示されるとともに  

イメージにも変形したトラスのイメージが表示されます。変形したトラス形状は設定により

軸力の大きさによって色分けされるようになっていますのでどのような力がかかっている

かがイメージとして容易に把握できます。 

設定により構造イメージが軸力の値で色分けされている

変形した形状が表示される

設定により最大軸力の要素が太く表示されている



 

なお［フレーム構造解析１２］では複数の荷重パターンを連続して計算する機能があります。

［フレーム構造－平面］でもプルダウンメニューの［連続計算］から実行できますが、これ

は主に計算時間のかかる３次元構造を対象にしたものになっていますので操作方法につい

ては［フレーム構造解析１２／３Ｄ］のチュートリアルを参照してください。 

 

では［モーメント・応力・座屈］タブを開いて具体的に部材にかかっている軸力の値や   

応力値などを確認してみます。 

 

 
 

全ての項目を一度に表示することはできないので横にスクロールして確認してください。 

部材に圧縮力がかかっている場合は座屈現象により比較的弱い力で曲がってしまうことが

ありますので座屈荷重や座屈安全率も計算して表示するようになっています。座屈について

の詳細はマニュアルを参照してください。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

 

（Tutorial01.KP12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   簡単なトラス構造の計算 終了 

 



 

◇トラス構造の追加 

●ＳＴＥＰ１（節点の追加） 

この例を元にトラス構造を追加して計算してみましょう。 

では［入力データ］のタブを開いてさらに［節点・支持条件］のタブを開きます。 

［追加］ボタンをクリックするとデータ入力ボックスが表示されますから座標を入力して 

節点を２つ追加してみます。 

 
 

入力された節点の位置によりトラスのイメージは自動的にスケーリングされて表示されま

すがイメージの移動や拡縮を行っていると入力した節点がイメージ上に表示されないこと

もあります。その場合はイメージ右上の［全表示］ボタンをクリックして移動と拡縮を解除

してください。 

 

プルダウンメニューの視点プリセットから平面を選択すると２次元的な表示にも簡単に 

切り換えることができます。またイメージ表示条件設定で［全表示］ボタンをクリックした

ときのデフォルトの視点も選択でき、プルダウンメニューの視点にチェックが付きます。 

 

２次元的な表示に慣れている場合は［全表示］のデフォルトを［正面］にしておくのも良い

でしょう。 

節点座標を入力すると構造

イメージは自動的にスケー

リングされて表示される 

節点を２つ追加する 



 

 
 

 

 

また視点プリセットを使わずに［回転］ボタンを押した状態でマウス左ボタンを押しながら

水平方向にドラッグするとＺ軸周りにイメージが３次元回転し、垂直方向にドラッグすると

Ｘ軸周りに３次元回転するので任意の視点からの表示も可能です。 

 

またこの状態でデータの入力や計算も可能ですが２次元表示になっていると後で説明する

断面形状の表示が見えなくなったり奥行き方向の変形も分かりませんのでアイソメ方向で

の作業に慣れた方が良いように思います。 

［全表示］ボタンを押したときの

デフォルトの視点にチェックが

ついている 

視点プリセットで２次元の視点

にも簡単に切り替えができる 

Ｘ軸が水平、Ｚ軸が垂直になっているのが分かる。

またＹ軸は奥行き方向になっている 



 
●ＳＴＥＰ２（構造要素の追加） 

［全表示］のデフォルトがアイソメの場合は［全表示］ボタンをクリックするか視点プリ  

セットから［アイソメ］を選択して３次元回転をクリアしておきます。 

 

次に［構造要素］のタブをクリックして構造要素を追加してみます。ここでも［追加］    

ボタンをクリックしてデータ入力ボックスを表示させ始終点の節点番号を選択して構造 

要素を４つ追加します。 

 

 
 
 

今までの構造の右側に新しく構造要素が追加されました。 

リストに表示される節点番号も追加されている

追加した節点を使って構造要素を４つ追加する



 
●ＳＴＥＰ３（荷重条件の追加） 

さらに［荷重パターン条件］のタブを開いて集中荷重を追加してみます。 

 

節点７の行をクリックしてデータ入力ボックスを表示してＺ軸方向の荷重に－１０００Ｎ

（従来の垂直方向の荷重）を設定してみます。 

 

 
 
 

荷重値を入力したら方向等に間違いがないか荷重イメージで確認してみてください。 

 

節点７に垂直方向（Ｚ軸マイナス方向）の集中荷重を設定する



 
●ＳＴＥＰ４（計算実行） 

この条件で［計算実行］ボタンをクリックして計算してみます。 

 

 
 

 

このように構造要素を追加するのも簡単にできるのが分かると思います。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

（Tutorial02.KP12） 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   トラス構造の追加 終了 

 



 
◇一部の材料の変更 

●ＳＴＥＰ１（材料の追加） 

トラス構造の中で一部の材料を変えたい場合があります。その時はまず変更したい材料を先

に設定する必要があります。［材料・断面性能］のタブをクリックして材料条件の設定欄を

表示します。 

ここで［>］ボタンをクリックして材料番号を２として［形状選択］ボタンをクリックして

別の断面形状を設定します。 

 

 

 
 

 

材質も変えたい場合は材質のリストボックスから変更したい材質を選択しておきます。 

 

次に構造要素の材料番号を変更するのですがここで分かりやすいようにプルダウンメニュ

ーの［表示］＞［材料番号］をクリックするかイメージの左上にある［材］ボタンをクリッ

クして材料番号を表示しておきましょう。 

 

なお材料番号２の断面形状には等辺山形鋼の 50x50x5 を選択しておきます。また［フレーム

構造解析１２］から追加された部材表示色には一覧表から［暗い緑］を選択しておきます。 

 

このボタンで材料番号を２に進める 

先に材料番号を表示させておくと分かりやすい 

材料番号は要素の中央に表示される

材料番号を２に進めたら断面形状に等辺山形鋼を選択する 



 

●ＳＴＥＰ２（材料番号の変更） 

［構造要素］のタブをクリックして材料番号を変更してみます。材料番号を変更したい行を

クリックしてデータ入力ボックスを表示させ材料番号のリストボックスで材料番号を変更

してみます。 

 

 

 
 

材料番号を変更するとイメージに表示されている材料番号も変わるのでどの要素の材料を

変えたかが分かりやすくなっています。 

 

ここで［フレーム構造解析１１］から［フレーム構造－平面］や［フレーム構造－立体］に

追加された便利な機能を紹介しておきます。［フレーム構造－平面］や［フレーム構造－立

体］のイメージ上でマウス右クリックすると次のポップアップが表示されます。 

 

斜材のうち、内側の４本の材料番号を２に変更する



 

ここで［イメージをコピー］［前画面］［全表示］は［はりの計算］と同じですが［フレーム

構造－平面］や［フレーム構造－立体］では［表示グループ＊＊］と［複数節点選択＊＊］

と［複数要素選択＊＊］のメニューが追加されています。ここでは［構造要素］タブが開い

ていますので［複数節点選択＊＊］はグレーアウトして使えないようになっています。 

 

［表示グループ＊＊］については後で説明しますのでここでは［複数要素選択新規］をクリ

ックしてみます。一旦、構造要素の表示欄が空になりますので変更したい要素をイメージ上

でマウス左クリックして選択していきます。ここでは先に材料番号２に変更した要素を選択

してみます。選択した要素はハイライト表示されていきます。 

 

このようにイメージ上で選択した要素のみ構造要素の表示欄に表示されるようになるので

分かりやすく修正ができます。 

 

さらにこの表示欄の上でマウス右クリックすると次に示す材料番号と部材回転角の一括修

正ダイアログが表示されますので構造要素の表示欄に表示されている要素の設定を一括し

て修正することができます。 

 



 

イメージ上でマウス右クリックすると複数要素選択は解除されます。なおポップアップの

［複数要素選択追加］をクリックすると既に選択した要素に新しく別の要素を追加すること

ができ、逆に既に選択済みの要素を選択すると選択の解除もできるようになっています。 

 

この複数要素選択機能は同様に要素毎に設定する分布荷重の設定にも対応しています。また

後で説明しますが先のポップアップではグレーアウトしていた複数節点選択機能も節点に

関する設定タブが開いているときに使えるようになり、複数要素設定と同様の操作で修正し

たい節点を選択していくとその節点だけが表示欄に表示され、さらにこちらも一括ダイアロ

グで一括して修正することも可能です。複数節点選択機能は［節点・支持］［集中荷重］［モ

ーメント荷重］［質量・注目フラグ］の設定に対応しています。 

 
●ＳＴＥＰ３（部材別色分け表示） 

材料が２つになったので［フレーム構造解析１２］から追加された部材別色分け表示を試し

てみましょう。材料番号１はデフォルトの黒でしたが材料番号２には［暗い緑］を選択して

います。 

 

［材料・断面性能］タブを開いて部材別色分け表示ボタンを押すと構造イメージが設定され

た部材色で表示されます。 

 

 

 

 

 

部材別色分け表示ボタンを押すと構造イメージの表示色が変わると共に

ボタンの下にカレントの材料番号の表示色が表示される 



 

また部材表示色は［テンプレート入出力］ボタンをクリックして表示される「材料名称・部

材色設定／テンプレート入出力」ダイアログで後からまとめて変更することもできます。こ

の機能についての詳細は［フレーム構造－立体］のチュートリアルを参照してください。 

 

●ＳＴＥＰ４（計算実行） 

この条件で［計算実行］ボタンをクリックして計算してみます。 

 

 
 

先ほどの結果と比較すると斜材に弱い材料を使っているので全体にＺ方向の変位が大きく

なっているのが分かります。このように構造要素の一部の材料を変更するのも簡単にできる

のが分かります。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

（Tutorial03.KP12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   一部の材料の変更 終了 

 



 

◇計算条件のイメージ上で編集 

●ＳＴＥＰ１（スナップピッチの設定） 

節点条件や構造要素の設定はイメージ上でマウスを使って編集することができ、慣れてくる

と効率良く編集することができます。 

 

スナップピッチを設定しておくとイメージ上で節点の位置を編集するときにスナップ  

ピッチの倍数になるように座標が修正され座標値に端数が出ないようになります。 

 

では［節点・支持条件］タブの［イメージ上で処理］にあるスナップピッチを５０にしてお

きます。 

 

 
●ＳＴＥＰ２（節点の移動） 

ではマウスを使ってイメージ上で節点の位置を移動してみましょう。同じタブの右側にある

［移動］ボタンを押しておきます。 

 

次にマウスをイメージ上の移動したい節点の上に持っていきます。節点を認識すると緑の丸

が表示されるのでマウスの左ボタンをクリックします。 

 

認識した節点番号のデータ表示欄にデータ入力ボックスが表示され、その状態でマウスを 

移動すると元の位置が基点となってそこからの相対距離がマウスアイコンの下に表示され、

データ入力ボックスの座標値もリアルタイムで更新されます。 

 

基点からの相対距離や座標値を確認して希望の位置でマウス左ボタンをクリックするその

位置に節点が移動し、その節点につながっている構造要素も変形します。 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

節点のイメージ上で処理には［移動］以外に［追加］がありますがこれも同じ操作で基点と

なる節点を指示するとそこからの相対距離が表示されるので希望の位置でマウス左   

クリックするとそこに節点が追加されます。 

 
●ＳＴＥＰ３（構造要素の追加） 

続いてマウスを使ってイメージ上で構造要素を追加してみます。［構造要素］のタブを開い

てイメージで処理の［追加］ボタンをクリックします。新しく追加する要素の始点となる  

節点の上（ここでは節点１とする）でマウスを持っていき緑の丸が表示されたらマウス左 

ボタンをクリックします。 

 

節点を認識すると要素の数が１つ追加されてそこにデータ入力ボックスが表示されます。 

この時点では始終点の節点番号は認識した節点番号となっています。 

 

その状態でマウスの ボタンを離してマウスを移動させると赤いラバーバンドが表示され

ます。 

全体座標にも作業中の面が四角で表示される

マウスを動かすと元の位置からの相対距離と移動面

を表したラバーバンドが表示される 



 

 
 
 

 

次に要素の終点となる節点の上（ここでは節点５とする）までマウスを移動していきます。

終点の節点を認識するとラバーバンドの色が緑色に変わりますのでマウス左ボタンを  

クリックします。 

 

これで構造要素が追加されます。なお従来の［構造解析６］の操作では始点の節点を指示し

たらマウス左ボタンを押したままドラッグして終点の節点の指示を行っていましたが  

［フレーム構造－平面］は始点の節点でマウス左クリック、マウスのボタンを一旦、離して

移動し終点の節点でマウス左クリックの操作になっています。 

 

構造要素のイメージで処理には［追加］以外に［削除］、［節点挿入］があります。［削除］

ボタンが押されているときにマウスでピックした要素が削除され、［節点挿入］ではピック

した要素の中間点に節点が追加され要素も一つ増えて追加された節点を介してつなぎ直さ

れます。これらの操作も実際に試してみると簡単に分かります。 

 

マウスのボタンを離した状態でマウスを移動

すると赤いラバーバンドが表示される 



 
追加した要素の材料番号を２にして計算してみます。 

 
以上のようにマウスを使ってイメージ上で計算条件を編集することが簡単にできます。 

イメージで編集する方法は新規に設定するときでも使えますので慣れておくと作業効率が

アップできるでしょう。                    （Tutorial04.KP12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   計算条件のイメージ編集 終了 

ラバーバンドの色が緑に変わったら

マウス左ボタンをクリックする 



 

◇トラス構造とラーメン構造について 

今までは［材料・断面性能］のタブで［全てトラス部材］のボタンを押してトラス構造とし

て計算してきました。次にラーメン構造の説明に進みますが、その前にトラス構造と   

ラーメン構造の違いを説明しておきます。次のＡとＢの構造を見てください。 

 

 

一般にはＡ、Ｂどちらもトラス構造といわれることが多いですが本来のトラス構造は両端が

全てピン接合のＡのような構造を言い、Ｂは外周の部材が１本の部材となっているので  

ラーメン部材（両端も剛接合）なり、そのラーメン部材の中間のピン穴があってトラス部材

（両端がピン接合）が取り付けられたトラス部材とラーメン部材が混在した例となります。

実際の構造物を良く見るとトラス構造のようでも後者のような構造になっている場合が 

多いと思います。 

 

Ａのような純粋なトラス構造で注意しなければいけない点は全ての要素がトラス部材で 

両端は全てピン接合になるので、三角形を基本とした構造にならないとグラグラで不安定な

構造物ができてしまいエラーとなって計算できません。トラス部材を使う場合はイメージで

は一本の柱のように見えても中間に節点があれば別々の部材が節点でピン接合しているも

のとなります。トラス部材の中間に荷重をかけるために節点を追加したらエラーになって 

計算できなくなるというのもトラス部材の中間に節点を設けると構造が不安定になってし

まうためで、部材の中間に荷重をかけるための節点を設ける場合はラーメン部材を使う必要

があります。 

 

またトラス部材には前述のように軸力しかかかりませんので曲げモーメントやせん断力も

かからず断面の向きも関係ありませんがラーメン部材には曲げモーメントやせん断力がか

かるので一般の鋼材のように断面の向きで強度が異なる材料の場合は断面の向き（＝部材 

座標と部材回転角の関係）が重要な設定項目になってきます。 

 



 

では今までのトラス構造の計算例をＢのようなトラス部材とラーメン部材が混在した例に

変更して見ましょう。 

 

まず Tutorial03.KP12 を読み込んで［材料・断面性能］のタブを開き［全てトラス部材］の

ボタンを再度クリックして［全てトラス部材］を解除しておきます。 

 

 
 

［全てトラス部材］を解除すると材料番号１と２の両方がラーメン部材となりますので［>］

ボタンをクリックして材料番号２を表示します。 

 

材料番号２を表示したら断面性能表示欄の一番下にあるトラス部材の行をクリックしてし

ます。この行はクリックする毎に［トラス部材とする］＞［ブレース材（圧縮無効）］＞   

［適用はここをクリック］＞［トラス部材とする］・・・と変わりますので［トラス部材と

する］を表示しておきます。なお［ブレース材］については後で説明します。 

 

 



 

 
ではこれで計算してみましょう。 

 
 

計算が終了したら［モーメント・応力・座屈］のタブを開いて曲げモーメントを見てみます。 

材料番号２を表示する

ここをクリックする 



 

材料番号１の要素には曲げモーメントが発生してラーメン部材であることが分かります。 

また材料番号２の要素にはトラス部材と表示されています。 

 

このように材料番号毎にトラス部材にするかどうかの設定できますのでラーメン部材と 

トラス部材が混在した構造物でも簡単に計算できるのが分かると思います。 

 

この例はラーメン部材とトラス部材の混在した計算例を示したものでラーメン部材を使う

上で重要な断面の向きの設定については次から簡単なラーメン構造の例として門形   

ラーメンを新規に作っていきその中で説明していきます。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考に 

してみてください。 

 

（Tutorial05.KP12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   トラス構造とラーメン構造について 終了 

 

 

◇簡単なラーメン構造の計算 

●ＳＴＥＰ１（作業領域設定） 

ここではトラス構造で説明したイメージを使った処理で新規にラーメン構造を設定してい

きましょう。 

 

既存の設定が残っている場合は[新規]ボタンをクリックすると次のメッセージが表示され

ますので［はい］をクリックして現設定データを材料データも含めて全て消去しておきます。 

 

ここで［いいえ］ボタンをクリックすると材料データのみ残せるようになっていますので 

材料に変更がない場合は［いいえ］をクリックします。既存のデータと同じ材料データを  

使う場合は一旦そのデータを読み込んでから［新規］＞［いいえ］で材料データを残してか

ら作業すると材料データを再設定する必要がなく効率的に作業が行えます。特に使っている

材料データの数が多い場合は便利なので覚えておくと良いでしょう。 

 

［キャンセル］ボタン以外をクリックすると次のスタートアップメニューが表示され作業 

平面の変更が可能になっています。 

 



 

 

コマンドを新規に起動した場合もこのスタートアップメニューが表示されますので作業 

平面に［ＸＺ平面］を選択し［０からスタート］ボタンをクリックします。 

 

次に［節点・支持条件］のタブにある［作業領域設定］タブを開きます。今から作成する   

門形ラーメンは幅６ｍ、高さ４ｍを考えていますので作業領域のＷ（幅）に６０００，   

Ｄ（奥行き）は０、Ｈ（高さ）に４０００を入力します。なおここの単位は節点座標と同じ   

単位になっています。作業領域の基点は０，０，０のままで［領域表示］ボタンを押して   

設定した領域を表示しておきます。 

 



 

 
 

次に［イメージ上で処理］のタブを開いてスナップピッチに５００を入力しておきます。 

では実際に節点をイメージ上で設定してみましょう。 

 

●ＳＴＥＰ２（節点・支持条件の設定） 

続いてマウスを使ってイメージ上で節点・支持条件を設定していきます。 

［イメージ上で処理］のタブを開きこのタブにある［追加］ボタンを押しておきます。 

 

次にマウスをイメージ上に持っていき基点を指示します。基点は既存の節点か作業領域が 

表示されている場合は作業領域の各コーナーを取得することができます。 

 

新規で既存の節点がない場合は作業領域のコーナーを基点としますので左下のコーナーを

基点として取得します。 

 

なおこのコーナーが作業領域の基点にもなっています。 

 

作業領域の寸法を設定して

［領域表示］ボタンを押すと

作業領域が薄く表示される 



 

 
基点として取得可能な点（ここでは作業領域のコーナー）を認識すると緑の丸が表示されま

すのでマウス左ボタンをクリックするとそこが基点となります。 

 
 

スナップピッチは５００を入力する 

［追加］ボタンを押して

からマウスを作業領域

左下のコーナーに持っ

ていく 

作業領域のコーナーを認識すると

緑の丸が表示されるのでマウス左

ボタンをクリックする 

節点のデータ入力ボックス

が表示されマウスを動かす

とリアルタイムで座標値が

更新される 

基点からの相対距離が表示され処理平面を

示す矩形のラバーバンドが表示される。 

基点として指示した点 



 

基点を指示したら一旦マウス左ボタンを離してマウスを移動させると基点から処理平面を

示す矩形のラバーバンドが表示され、マウスアイコンの下に基点からの相対距離が表示され

ます。 

 

また節点のデータ表示欄にはデータ入力ボックスが表示されマウスを動かすとリアル  

タイムで座標値が更新されます。 

 

ここでは基点として指示した点に節点を追加したいので基点と同じ点を指示します。 

 

 
 

同様の操作で［基点を指示］→相対距離、座標値を確認して［追加点を指示］を繰り返して

節点を指示していきます。当初の予定では幅６ｍ、高さ４ｍの門形ラーメンでしたので外周

に沿って２ｍ間隔で８個の節点を設定します。 

 

節点を追加したら［イメージ上で処理］のタブにある［解除］ボタンを押しておきます。   

イメージ上でマウス右ボタンでも解除できます。 

 

次に支持の種類も選択しておきますがこれもイメージ上でマウスを節点の上に持っていき

節点の●イメージが黄色で表示された状態でマウス左ボタンをクリックするとデータ表示

欄のその節点の行にデータ入力ボックスが表示されます。 

［基点を指示］→［追加点を指示］を繰り返して

作業領域の外周に沿って８個の節点を追加する 



 

 
 

マウスで節点をクリックしてデータ入力ボックスを表示させた場合は支持の種類のリスト

ボックスにフォーカスが移っているのでキーボードの上下の矢印キーやマウスのホイール

を回しても支持の種類を選択・変更ができるようになっています。 

 

ここでは節点１と節点８の支持の種類に［全固定］の支持条件を設定します。なおラーメン

部材の場合の［全固定］は回転も含めて全て固定されるようになります。トラスのように  

ピン固定したい場合は［ピン支持］を選択してください。 

 

このように［節点・支持条件］の設定では作業領域を活用することによりマウスだけで作業

ができるようになっており、マウスの操作に慣れれば効率的な作業が可能になります。 

 

また［フレーム構造解析１１］から追加された複数節点選択機能を使って支持条件を設定す

ることもできます。イメージ上でマウス右クリックしてポップアップしたメニューから［複

数節点選択新規］をクリックします。 

［解除］ボタンを押しておく 

支持の種類を変更したい節点の上にマウス

を持っていき、節点が黄色で表示されたら

マウス左ボタンをクリックする 



 

次にまだ支持条件を設定する前の状態で節点１と節点８をマウス左ボタンで選択したもの

を示します。選択された節点はハイライト表示され、その節点だけが設定欄に表示されます。 

 

ここで節点・支持条件の設定欄でマウス右クリックすると次に示す一括修正ダイアログが表

示されます。 

 

 

ここで支持の種類に［全固定］を選択して［確定］ボタンをクリックすると節点１と節点８

に全固定の支持条件が設定されます。 

 

選択した節点だけが

表示される。 

節点を選択するとハイライト

表示される。 

ここでマウス右クリ

ックすると一括修正

ダイアログが表示さ

れる。 



 

今回は節点が少ない例なので一つ一つ設定してもあまり手間は変わりませんが節点数が多

い場合はこちらの方が効率的に作業できると思いますので試してみてください。 

 

イメージ上でマウス右クリックすると複数節点選択は解除されます。なおポップアップの

［複数節点選択追加］をクリックすると既に選択した節点に新しく別の節点を追加すること

ができ、逆に既に選択済みの節点を選択すると選択の解除もできるようになっています。 

複数節点選択機能は［節点・支持］以外にも節点単位に設定する［集中荷重］［モーメント

荷重］［質量・注目フラグ］でも同様に使えます。 

 
●ＳＴＥＰ３（構造要素の設定） 

次にマウスを使ってイメージ上で構造要素を設定していきます。［構造要素］のタブを開い

てイメージで処理の［追加］ボタンを押しておきます。 

 

続いて節点１の上にマウスを持っていき緑の丸が表示されたらマウス左ボタンをクリック

します。 

 

 
 

節点を認識すると構造要素のデータ入力ボックスが表示され始終点の節点番号に１が入り

ます。始点の節点を指示したらマウスのボタンを離してマウスを動かすと始点の節点から 

マウスに向かって赤いラバーバンドが表示されますので終点となる節点２の上にマウスを

移動します。 

 

［追加］ボタンを押す

始点の節点を指示したらマウス

のボタンを離してマウスを移動

させると、始点の節点から赤い

ラバーバンドが表示される 



 

 
節点２に緑の丸が表示されラバーバンドの色が緑色に変わったら終点側の節点２を認識し

ていますのでその状態でマウス左ボタンをクリックします。これで節点１－２に構造要素が

設定されました。同様の操作で２－３、３－４、・・・と構造要素を設定していきます。 

 

ラバーバンドが緑色になれば終点

側の節点を認識しているのでマウ

ス左ボタンをクリックする 

この順で構造要素を

設定していく 



 

構造要素を設定する順は必ずしもこの順で無くてもかまいませんが最初に間違って節点 

１－３に要素を設定してしまうとイメージでは節点２は要素上にあるように見えてしまい

ますがこの要素とは離れた独立した節点として扱われますので注意が必要です。 

 

［孤立節点・浮き節点チェック］ボタンをクリックするとイメージ上は要素上にあっても 

離れている（浮いている）節点をチェックすることができますので必要に応じてチェックし

てみてください。 

 
●ＳＴＥＰ４（その他の設定と計算結果） 

次に［材料・断面性能］のタブを開いて使用する材質、断面形状を選択します。材質は    

デフォルトの［SS330］とし断面形状にもトラス構造と同じ［Ｈ形鋼］を選択しておきます。 

 

形状選択の操作についてはトラス構造の説明を参照してください。 

 

 
 

トラス構造のところでも説明しましたがラーメン部材には曲げモーメントやせん断力がか

かるので断面の向きが重要な設定項目になります。この例では作業平面が［ＸＺ平面］なの

で部材回転角がデフォルトの０°で従来の“使用する向き”でいうと［Ｘ(縦)］になります。 

プルダウンメニューの［表示］＞［断面形状］＞［自動縮尺］を選択して断面形状を表示し

てみます。イメージ表示枠の上にある［断］ボタンでも断面形状の表示を切り換えることが

できクリックする毎に［自動縮尺］>［縮尺無し］>［非表示］>［自動縮尺］・・・というよ

うに表示が切り替わっていきます。 

断面形状を表示すると材料が

どの向きにつかわれているか

が視覚的によく分かる 



 

次に［荷重パターン条件］のタブを開きさらに［集中荷重]のタブで集中荷重を設定して  

みます。 

 

 
 

集中荷重を設定したい節点の行をクリックしてデータ入力ボックスを表示させて集中荷重

を入力します。 

従来の２次元の［構造解析６］では荷重の方向を“垂直方向”や“水平方向”としていまし

たが［フレーム構造－平面］では全体座標系で表示されています。作業平面が［ＸＺ平面］

では従来の“垂直方向”は全体座標のＺ軸マイナス方向となり、“水平方向”はＸ軸方向と

なります。 

ここでは節点３に水平荷重としてＸ方向に１０００Ｎをかけてみます。 

加速度条件は全て０としてこの条件で［計算実行］ボタンを押して計算してみましょう。 

また計算が終了したらプルダウンメニューの［表示］から［部材Ｙ軸モーメント線図］   

［部材Ｚ軸せん断力線図］をチェックしてこれらの線図も表示してみます。 

なお［フレーム構造解析１０］からイメージ表示枠の上にある［My］ボタンでも［部材Ｙ軸

モーメント線図］が表示でき、クリックする毎にモーメントの値を表示したり、単位を付け

て表示することもできるようになっています。 

同様にここにあるボタンは計算を実行すると使えるようになり、それぞれのボタンの意味は

［Rf］は反力、［Rm］は反モーメント、［δ］は変位、［Fx］は軸力、［M*］は部材＊軸モーメ

ント、［S*］は部材＊軸せん断力、［Mk］はそれぞれの計算結果に項目を付けて表示、［Ac］

は表示している計算結果のクリアで、これらのボタンでイメージ表示をワンタッチで切り替

えることができ、さらに計算結果もイメージ中に表示できるようになっています。 

荷重のイメージが表示される

節点３に水平方向（Ｘ軸方向）の

集中荷重１０００Ｎを入力する 



 

 
トラス構造で説明したのと同様に各節点の変位や支持点の反力の計算結果が表示されると

ともにイメージにも変形した構造のイメージが表示されます。またイメージ表示条件の設定

により支持点に反力イメージも表示できるようになっています。 

 

モーメント線図は軸周り、せん断力線図は軸方向が基準となるのでＸＺ平面にこれらの線図

を表示する場合は基準となる部材座標が異なりますので注意してください。 

 

またトラスと同様に変形した形状はさらに軸力によって色分けされるようになっています。

具体的な曲げモーメントや軸力の値、応力値などは［モーメント・応力・座屈］のタブを   

クリックすると表示されますので各自で確認してみてください。 

 

イメージに表示されている断面形状を見ると２本の柱の向きは荷重の方向に対して曲がり

にくい向きに使われていることが分かります。この計算例の最大総変位は約１１ｍｍとなっ

ていますが柱の断面の向きを変えたら最大変位がどうなるか次で試してみましょう。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

 

（Tutorial06.KP12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   簡単なラーメン構造の計算 終了 

 

設定により反力イメージも

表示できる 

部材Ｚ軸せん断力線図

部材Ｙ軸モーメント線図 



 
◇断面の向きを変更してみよう。 

[入力データ]のタブを開きさらに［構造要素］のタブを開き、分かりやすいように要素番号

を表示しておきます。要素番号の表示はプルダウンメニューの［環境設定］→［イメージ  

表示条件設定］で設定しますがプルダウンメニューの［表示］→［要素番号］をチェックし

たりイメージ表示枠の上の［要］ボタンをクリックしても表示させることができます。 

 

ここで要素１，２，６，７の部材回転角（回転角と表示されているカラム、単位はｄｅｇ）

を９０°にします。 

 

イメージ上で要素をクリックするかデータ表示欄をクリックするとデータ入力ボックスが

表示されますのでそこで部材回転角を入力していきます。部材回転角を入力するとリアル 

タイムでイメージの断面形状も回転するようになっています。 

 

 
 

要素７の部材回転角にも９０を入力します。作業平面が［ＸＺ平面］なので部材回転角を  

９０°とした柱の部分の要素１，２，６，７の断面の向きは従来の［構造解析６］の    

“使用する向き”でいうと［Ｙ(縦)］になります。水平の梁の部分の断面向きは従来の   

［構造解析６］の“使用する向き”でいうと［Ｘ(縦)］のままになっていますので［構造   

解析６］では断面形状は同じでも向きの違う２つの材料を設定して柱と梁で材料番号を分け

る必要がありました。 

 

要素１，２，６，７の

部材回転角に９０を

入力していく 

要素７はこれから回転角を

入力するのでまだ回転して

いない状態 

断面の向きが回転しているのが分かる



 

［フレーム構造－平面］では部材回転角を使って断面の向きを設定するので断面形状が同じ

であれば断面の向きが異なっても使用する材料は１つで設定が可能になっています。 

 

ではこの設定で計算を実行してみましょう。 

 

 
 

２本の柱を荷重方向に対して曲がりやすい向きに回転させたため最大総変位が回転前の  

約１１ｍｍから約９３ｍｍと８倍以上の変位が発生したことが分かります。 

 

ここまでの計算例は従来の［構造解析６］でも可能でしたが部材の向きが０°でも９０°で

もなく斜めを向いている場合はどうなるでしょうか？この条件では従来の［構造解析６］で

は解析できず［立体構造解析］で解析する必要がありました。 

 

では柱の部材回転角を６０°に変更してみましょう。 

 



 

トラス構造のところで説明していますが垂直の部材の部材回転角０°は部材Ｚ軸が全体 

座標のＸ軸マイナス方向となり、回転角は部材Ｘ軸方向に向かって右ねじ方向が＋となりま

す。 

 

部材Ｘ軸方向は始点節点から終点節点に向かう軸方向となります。ここで要素１，２は全体

座標のＺ軸プラス方向（上向き）が部材Ｘ軸方向となっていますが要素６，７はＺ軸    

マイナス方向（下向き）が部材Ｘ軸方向となっていますので同じ部材回転角６０°としても

断面の向きが異なりますので注意してください。 

 

 

 

では要素１，２，６，７の部材回転角を６０°にして計算してみます。 

 

要素１，２，６，７の

部材回転角に６０を

入力していく 

節点２→３方向が部材Ｘ軸方向と

なるので回転角が＋の右ネジ方向

に６０°回転している 

要素６では節点６→７方向が部材

Ｘ軸方向となるので要素１，２と

は回転する方向が逆になる 



 

 
 

構造は［ＸＺ平面］の２次元で作られており荷重もＸ方向にしかかけていませんが柱の部材

回転角を６０°としたため断面の弱い方向が基準軸以外の斜めの方向になり、構造としては

その方向へ変形しやすくなるので結果としてＹ方向にも変位が発生しています。 

 

この例ではＸ方向にしか荷重をかけていませんが［フレーム構造－平面］では節点座標以外

の荷重条件や加速度条件は作業平面でない方向にも設定することが可能ですので部材回転

角に関係なく３次元の変形が発生する条件でも解析できるようになっています。 

 

この部材座標と部材回転角は従来の２次元の［構造解析６］には無かった考え方なので分か

りにくい面もあるかも知れませんが３次元の［フレーム構造－立体］でも全く同じ考え方で

部材を設定していくのでここで理解しておけば３次元に移行しても違和感無く作業できる

と思います。また［フレーム構造解析１２／３Ｄ］のチュートリアルではさらに事例を増や

して部材座標と部材回転角の関係を解説していますのでそちらも参照してください。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考に 

してみてください。 

 

（Tutorial07.KP12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   断面の向きを変更してみよう 終了 

 

Ｙ方向に変位が発生

しているのが分かる 
断面の弱い方向に変位

しているのが分かる 



 

◇分布荷重をかけてみよう。 

●ＳＴＥＰ１（要素番号の表示） 

ラーメン部材では曲げの影響も考慮できるので分布荷重もかけることもできます。部材を 

回転させて設定が分かりにくくなっている場合は元に戻すかTutorial06.KP12を読み込んで

おいてください。 

 

分布荷重は要素単位で設定するので要素番号を表示しておくと分かりやすいです。基本的に

イメージの表示条件はプルダウンメニューの［環境設定］→［イメージ表示条件設定］で  

設定しますが既にいろいろと操作してきたようにプルダウンメニューの［表示］→［要素  

番号］をチェックしたりイメージ表示枠の上の［要］ボタンをクリックしても表示させるこ

とができます。 

 

また分布荷重は［荷重パターン条件］タブの［分布荷重］タブで設定しますのでそこを開い

ておきます。 

 
このタブにある傾斜要素対象長さの［基準軸投影長］と［実長］の選択は傾斜している要素

にかけた分布荷重がどの長さを対象としているかの選択になります。 

 

極端な例として垂直（Ｚ方向）の柱に垂直方向の分布荷重を設定した場合、［基準軸投影長］

を選択すると基準軸のＸ軸あるいはＹ軸の柱の投影長はどちらも０なので要素にかかる 

総荷重は分布荷重×投影長（＝０）で総荷重も０になってしまいます。［実長］を選択する

と総荷重（＝分布荷重×柱の長さ）が垂直方向にかかるようになります。 

 

Tutorial06.KP12 を読み込ん

で要素番号を表示しておく 

［荷重パターン条件］のタブにある

［分布荷重］のタブを開く 



 

●ＳＴＥＰ２（分布荷重の設定） 

分布荷重のデータ表示欄で分布荷重をかけたい要素の行をクリックするとデータ入力  

ボックスが表示されますので分布荷重を入力します。 

 

ここでは下向きに分布荷重をかけたいので要素３，４，５のＺ軸方向の入力欄に－１   

（Ｎ／ｍｍ）を入力します。１つの要素分の長さは２０００ｍｍなので要素全体としては 

２０００Ｎの下向きの荷重がかかることになり、構造全体としては６０００Ｎの荷重となり

ます。 

 

［フレーム構造解析１２］では分布荷重のように要素単位に設定するものは先に説明した

［複数要素選択機能］が便利ですが今回は水平のはりだけに分布荷重をかけるのでここでは

［表示グループ機能］を使ってみたいと思います。イメージ上で右クリックして次のポップ

アップを表示します。 

 

ここで［表示グループ設定］をクリックすると次の表示グループ設定ダイアログが表示され

ます。 

 
 

２節点で範囲を指定したい場合は節点１、節点２を選択するとその範囲に含まれる構造が表

示グループとなります。イメージ上で２節点を指示して範囲を決めることもできます。 

要素の方向で指定したい場合はプルダウンから方向を選択します。今回はＸ方向のはりに分

布荷重をかけるので“Ｘ方向のみ”を選択します。材料条件・番号で指定することもできま

す。“表示グループ外の要素を薄く表示する”をチェックしておくと全体の構造が分かりや

すくなります。この条件で［確定（有効）］ボタンをクリックします。 

なお左端のチェックが未チェックの場合は節点や要素方向、材料条件等が選択されていても

表示グループの対象とはなりませんので注意してください。 



 

 

ここで分布荷重のデータ表示欄の上でマウス右クリックすると次に示す一括修正ダイアロ

グが表示されますのでＺ軸方向を－１とします。 

 

これで［確定］すると表示グループの対象となった要素のみに分布荷重が設定されます。 

なお今回は関係ありませんがここで［傾斜荷重］をクリックすると次に示す傾斜荷重ウィザ

ードが表示され作用面を選択し荷重値と角度からＸＹＺの各方向の分力を求めることがで

きるようになっています。 

 

表示グループで設定された構造

のみ通常表示され他は薄く表示

されている。 

データ表示欄も表示グループの

対象のものだけが表示される。 

ここをマウス右クリック

して一括修正してみる。 



 

 
 

今回は表示グループの機能を使って一括で設定しましたがデータ表示欄をクリックしてデ

ータ入力ボックスを表示して要素毎に入力してもかまいません。分布荷重の入力欄に値を入

力すると分布荷重のイメージが表示されますので間違いないか確認しておきます。 

 

なお従来の［構造解析６］の［ラーメン構造解析］では分布荷重は垂直分布荷重と水平分布

荷重、および要素直交方向分布荷重で入力していましたが［フレーム構造－平面］では要素

直交分布荷重はありません。 

 

要素直交分布荷重は要素に対して直交方向に分布荷重をかけるもので主に斜めの部材への

設定を目的としていましたが［フレーム構造－平面］では分布荷重も３次元で入力できるよ

うになったことと前述の［傾斜要素対象長さ］の設定が追加されより設定の自由度が上がっ

ているため廃止しています。 

下向きはＺ軸マイナス方向なので

要素３，４，５のＺ軸方向に－１

を設定する 

分布荷重のイメージが表示される 

表示グループ無効をクリックして

すべての構造を表示しておく 



 

●ＳＴＥＰ３（計算実行） 

この条件で［計算実行］ボタンをクリックして計算してみます。 

 
ここでは部材Ｙ軸モーメント線図と部材Ｚ軸せん断力線図を表示するようにしていますが

分布荷重のかかっている要素３，４，５では［はりの計算］と同様にせん断力線図が直線的

に変化し、曲げモーメント線図が曲線になっているのが分かります。なおモーメントの正負

は機械学会の取り決めをデフォルトとしていますが業界等により正負が逆の場合もありま

すので、イメージ表示条件でモーメントを反転させて表示することもできるようになってい

ます。 

データ表示欄はカラム幅を変更して変位と反力の両方が見えるようにしています。Ｚ軸方向

の反力の合計は６０００Ｎとなり、先ほど計算した分布荷重で発生する荷重値と同じになっ

ているのが分かります。このようにカラム幅を変更して元に戻したい場合はデータ表示欄の

左上にある［カラム幅リセット］ボタンをクリックしてください。 

 

また従来ダイアログの幅を拡げてもイメージ表示枠だけが拡がる仕様でしたが[フレーム構

造解析１２]からは設定により計算結果表示枠も拡げられるようになっています。ダイアロ

グ幅を拡げていくと右上に何を優先して拡げるかの選択リストボックスが表示されます。 

 

この例ではカラム幅を変更して

変位と反力を表示しているが、元

に戻したい場合は［カラム幅リセ

ット］ボタンをクリックする 

Ｚ軸の反力の合計は６０００Ｎと

なり分布荷重で発生する荷重値の

合計と一致する 

部材Ｚ軸せん断力線図 

部材Ｙ軸モーメント線図



 

次に示したものは［計算結果表示欄を最優先して拡げる］を選択したものになります。 

 

ディスプレーの解像度によりますが［変位・反力］タブの全ての計算結果を同時に見ること

もできます。また［モーメント・応力・座屈］タブでは計算結果の項目が多いので全てを同

時に見ることはできませんが、次に示すカラム幅テンプレート機能でカラム幅の設定を保存

して読み込むことができるようになっています。 

 

 

 

ここで特定の計算結果だけを表示できるようなカラム幅の設定をしておくとそれだけを計

算結果表示欄に表示でき計算結果の確認が容易にできます。次に示したものは応力値のみを

表示する設定のものになります。 

 

 

 



 

カラム幅テンプレートの使い方は希望のカラム幅に設定したら保存したい番号のテンプレ

ートのタイトルを入力して［保存］ボタンをクリックするとそのカラム幅とタイトルがその

番号に保存され、その番号の数字ボタンを押すと保存した設定が読み込まれます。なおカラ

ム幅を狭くすると拡げるのが難しいときがありますのでその場合は一旦、［カラム幅リセッ

ト］ボタンをクリックしてやり直してください。 

 

なお［個別要素・通り別］タブおよび［材料別詳細］タブの計算結果のカラム幅は［モーメ

ント・応力・座屈］と同じ設定が使われるようになっています。 

 

分布荷重の説明に戻りますが、通常の分布荷重は要素単位に一定の値として設定していくの

で三角分布荷重や等変分布荷重をかけたい場合は次で説明する台形分布荷重を使って設定

します。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

 

（Tutorial08.KP12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   分布荷重をかけてみよう 終了 

 

 

◇台形分布荷重を使ってみよう。 

●ＳＴＥＰ１（分布荷重の削除） 

引き続き作業している場合は先に分布荷重を削除しておきますので［荷重パターン条件］ 

タブの［分布荷重］タブを開きます。ここで分布荷重の入力と同じようにデータ入力    

ボックスを表示して荷重値に０を入力しても良いのですが［分布荷重］タブの左上にある

［×］ボタンで全て削除することができます。これは他のタブにある色違いの［×］ボタン

も同じです。 

 

 

●ＳＴＥＰ２（台形分布荷重の設定） 

次に［荷重パターン条件］タブの［台形分布荷重］タブを開きます。台形分布荷重は節点   

支持条件や構造要素と同様に[追加]ボタンでデータ入力ボックスを表示して設定していき

ます。 

 



 

  

台形分布荷重のデータ入力ボックスは２行になっていて上段で始点側節点と始点側の荷重

値を設定し、下段で終点側節点と終点側の荷重値を設定します。荷重値は始点と終点で異な

っていてもかまわないので台形分布荷重や三角分布荷重の設定ができるようになっていま

す。 

ここでは始点側節点に３、終点側節点に６を選択しＺ軸方向の荷重値をそれぞれ－１として

先の分布荷重と同じ条件になるようにして計算してみましょう。 

 

計算結果は先ほどの分布荷重の例と同じになりますので各自で確認しておいてください。 

 

●ＳＴＥＰ３（三角分布荷重の計算） 

では始点側のＺ軸方向荷重値を０、終点側のＺ軸方向荷重値を－２にして三角分布荷重にし

て計算してみましょう。 

 

この三角分布荷重による荷重値の合計は先ほどの分布荷重の例と 同じになるはずですが

どうでしょうか。 

 

［追加］ボタンをクリックする 

データ入力ボックスは２行

で１つの設定をおこなう 



 

  

 

先ほどと同様にＺ軸の支持点反力を見てみると節点８の反力が大きくなり節点１が小さく

なりましたＺ軸方向の反力の合計は６０００Ｎとなり、予想と同じ結果になっています。 

 

台形分布荷重は選択した始終点の節点間に作用させるのでこのように三角分布荷重や  

等分布荷重にも利用できますが、原理としては始終点の節点間にある節点をピックアップし

て荷重を分配していますので途中で要素が途切れていてもその長さを含めた分布荷重が 

かかってしまいます。要素の有無等のチェックは有りませんので台形分荷重を設定する場合

は十分注意して設定してください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   台形分布荷重を使ってみよう 終了 

Ｚ軸の反力の合計は６０００Ｎと

なり予想と一致する 



 

◇トラス部材の追加 

●ＳＴＥＰ１（材料の設定） 

［トラス構造とラーメン構造について］で説明したようにラーメン部材とトラス部材が混在

する構造は多く見られます。両端をピン接合としたトラス部材の設定方法も説明しています

がこの門形ラーメンの例でもトラス部材を追加してみましょう。先の分布荷重をかけた状態

から説明しますので台形分布荷重を削除して分布荷重の設定を元に戻すか Tutorial08.KP12

を読み込んでおいてください。 

 

まず［入力データ］のタブからさらに［材料・断面性能］のタブを開き材料条件の設定欄を

表示します。ここで［>］ボタンをクリックして材料番号を２として［材料選択］ボタンを

クリックして別の材料を設定します。ここでは等辺山形鋼の 25x25x3 を選択しています。 

また必要に応じて材質も設定しておきます。［フレーム構造解析１２］から追加された部材

色については前回と同様に［暗い緑］を選択しておきます。 

 

ここで材料設定欄にあるトラス部材の項目の［適用はここをクリック］と表示されている欄

をクリックすると表示が［トラス部材とする］に変わりその材料はトラス部材として扱われ

るようになります。 

 

 

  
 

このボタンで材料番号を２に進めてから断面形状を選択する 

ここをクリックして［トラス部材とする］を表示させておく



 
●ＳＴＥＰ２（トラス部材の適用） 

次に［構造要素］のタブをクリックしてトラス部材とする構造要素を追加します。まず  

［追加］ボタンをクリックしてデータ入力ボックスを表示させ始終点の節点番号を選択し、

材料番号はトラス部材として設定した２を選択して２本の斜材を追加します。イメージ上で

処理の［追加］で構造を追加してから材料番号を変更してもかまいません。 

 

 
 

追加したトラス部材は断面２次モーメントが小さいので断面形状を表示しても［自動縮尺］

では断面形状も小さくなってしまい形状や向きが確認しにいので、その場合は［縮尺なし］

を選択すると断面２次モーメントに関係なく同じ大きさで断面形状が表示されるようにな

ります。 

 

なお断面形状の表示条件はイメージ表示条件設定ダイアログやイメージ表示枠の上の［断］

ボタンをクリックしても切り換えることができます。 

追加した斜材の材料番号

にトラス部材として設定

した２を選択しておく 

２本の斜材の要素を追加する

断面形状は［縮尺なし］で

表示しておく 



 
●ＳＴＥＰ３（計算実行） 

ではこの条件で［計算実行］ボタンをクリックして計算してみます。 

  
 

追加した斜材はトラス部材なので曲げモーメントが発生していないことがイメージの曲げ

モーメント線図から分かります。またこの斜材にはイメージの色から圧縮力がかかっている

ことも分かります。 

 

そこで［モーメント・応力・座屈］ボタンをクリックして座屈安全率を見てみるといずれも

１以下でほぼ間違いなく座屈して曲がってしまうだろうと考えられます。したがってもっと

強度のある材料に変更する必要があることが分かります。なおこの座屈安全率は１以上なら

座屈しないかというとそうではなく、部材の取付状態や荷重のかかり方で１以上でも座屈す

ることが十分考えられますので実際の構造物の状況を考慮して判断する必要があります。 

 

また曲げ応力についても材料の基準強さを基にした安全率が表示されますがこれも１つの

目安として、構造物が持つ、持たないの判断は設計者自身が実際の構造や使用する材料、  

荷重のかかり方等を総合的に考えて判断してください。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

（Tutorial09.KP12） 

トラス部材なので曲げモーメント

が発生していない 

座屈安全率が１以下になっている 



 

●ＳＴＥＰ４（構造要素を無効にする） 

この例のような斜材の有無による影響を比較したいときにいちいち構造要素を追加したり

削除したりするのは面倒です。そのような場合に材料番号を０とするとその部材は無いもの

として扱われる便利な機能があります。 

  
材料番号を０にした部材はイメージ上では薄く表示されるのでどの部材を無効にしている

のかがすぐに分かるようになっています。これで計算した結果は斜材を追加する前と同じに

なりますので試してみてください。 

 
●ＳＴＥＰ５（ブレース材を使ってみる） 

今回、追加した斜材には圧縮力がかかっているため座屈する可能性があり強度的には補強の

機能を果たしませんが計算上はそれなりの圧縮力を受けていることになります。一方、軸力

が引張りになっていれば座屈は発生しませんので引張り強度さえあれば補強の機能を果た

すことができます。このような状況をより正確に計算したい場合は従来の［構造解析６］で

は 一度計算して部材の軸力から圧縮力がかかっていればその材料番号を０の無効部材に

して再度計算する必要があり、［立体構造解析３］からは材料にブレース材という設定を  

行うことで自動的にこの処理を行う機能がありました。 

［フレーム構造－平面］にもこの機能が付けられていますので試してみましょう。 

まず追加した斜材の材料番号が０になっていれば２に戻しておきます。また分布荷重がかか

っていると先に計算したように両方の斜材に圧縮力がかかってしまうので分布荷重は全て

削除しておきます。分布荷重を削除するにはデータ入力ボックスを表示して０を入力しても

良いですが［分布荷重］タブに左にある［×］ボタンをクリックすると簡単に全て削除する

ことができます。これは他のタブにある［×］ボタンも同じです。 

材料番号を０にすると

その構造要素は無いも

のとして計算される 

材料番号が０になっている構造

要素は色が薄く表示される 



 

続いて［材料・断面性能］のタブを開き材料番号２を表示し、トラス部材の行をさらに   

クリックして［ブレース材(圧縮無効)］を表示しておきます。 

  
ではこの条件で計算してみましょう。 

  

要素番号を非表示にして

材料番号を表示しておく 

材料番号２のここをクリックして［ブレース

材（圧縮無効）］を表示しておく 

こちらのブレース材は軸力が引張りなので

トラス部材として有効になっている 

こちらのブレース材は最初の計算で軸力が圧縮

になるので無効部材として再計算されている 



 

ブレース材を使っている２本の斜材で要素８（節点２－４）の軸力は引張り（マイナスが  

引張り）なのでトラス部材として有効になっているが要素９（節点５－７）は一度目の計算

で軸力が圧縮になるので材料番号が自動的に０になり無効部材として再計算されるように

なっています。 

 

さらに材料番号を最初から０にしてしまうとその部材は無いものとして扱われるので総重

量もその部材が無いときの重量となっていまいますが、ブレース材に設定した場合は最初の

計算時に総重量が計算されるので再計算の時に無効部材が発生しても重量は変わりません。 

 

このように使い方によっては便利なブレース材ですが圧縮力の大きなものから順に無効 

部材にしていくので条件によっては２～５回程度計算することがあり構造要素の数が多い

と計算に時間がかかってしまいます。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

（Tutorial10.KP12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   トラス部材の追加 終了 

 

 

◇ピン接合について 

解析対象の構造によってはラーメン部材の接合部をピン接合にしたい場合も出てきます。 

両端がピン接合ならトラス部材を使えば良いのですが前の例で節点３と６をピン接合にし

て後は剛接合のままにしておきたいということもあると思います。 

 

従来の［構造解析６］の［ラーメン構造解析］ではワンタッチでピン接合にすることはでき

ませんでしたのでトラス部材を組み合わせて近似的にピン接合を設定していましたが  

［立体構造解析３］には接合設定という機能があり設定により要素の一方をピン接合にした

り剛接合にしたりできる機能がありました。 

 

［フレーム構造－平面］にもこの機能が付けられていますので試してみましょう。まず分布

荷重を削除する前の Tutorial09.KP12 を読み込んでおきます。 

 

接合設定を使うには同じ座標に２つの節点を設定しますので節点３と同じ座標に節点９、 

節点６と同じ座標に節点１０を追加します。同じ座標に簡単に節点を追加する方法は元の 

節点のところをクリックしてデータ入力ボックスを表示してから［追加］ボタンをクリック

すると同じ条件で節点が追加されますので試してみてください。 

 



 

  
 

接合設定のデフォルトはピン接合となっていますので何も設定しなくてもイメージの節点

番号に３ｐ９、６ｐ１０と“ｐ”が入って表示されます。これで節点３と９、節点６と１０

がピン接合された（実際には３次元なのでボールジョイントをイメージしてもらうと良い）

ことになります。後は要素をどの節点につなぐかということになります。 

 

例えば現設定では要素２は節点２－３、要素３は節点３－４と節点３を介してつながってい

ますので要素２と３は剛接合になっていますが、要素３を節点９－４とすれば節点３と９が

ピン接合なので結果として要素２と要素３がピン接合となります。では［構造要素］のタブ

を開いて要素をつなぎ直してみます。 

 

なお［フレーム構造解析１２］では［接合設定］タブに［イメージ上で追加］と［解除］の

ボタンが追加されており、［イメージ上で追加］ボタンを押してからイメージ上で接合設定

にしたい節点をマウスで指示すると新たに節点が作成され簡単に接合設定を追加できるよ

うになっています。イメージ上での操作が終わったら［解除］ボタンを押しておきます。 

 

ただしこの機能は接合設定の追加だけで要素のつなぎ直しは自動ではできませんので［構造

要素］のタブで行ってください。 

節点３と同じ座標に節点９、節点６と

同じ座標に節点１０を追加する 

ピン接合がデフォルトなので節点番号

の間に“p”が入って表示される 



 

ここでは要素３の節点３を節点９に、要素５の節点６を節点１０にしていますが要素２や 

要素６の節点を変更してもかまいません。 

  
ではこの条件で計算してみましょう。 

  

要素３の節点３を節点９に変更する

要素５の節点６を節点１０に変更する

モーメントが０になっているのが分かる 



 

［モーメント・応力・座屈］タブを開いてＹ軸周りの曲げモーメントＭｙＢを確認してみる

と要素２の節点３側と要素３の節点９側の曲げモーメントが０となっており、要素５の節点

１０側と要素６の節点６側の曲げモーメントも０となっているのが分かります。 

 

なお接合設定によるピン接合は自動で内部的にトラス部材を設定してピン接合を近似して

いるため誤差によりモーメントの値が０にならないで僅かに値が発生する場合があります

が他の曲げモーメントの値と比べて問題になるような誤差ではありません。 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

（Tutorial11.KP12） 

 

では［入力データ］タブの［接合設定］のタブを開いて設定を見てみましょう。接合設定が

表示されている行をクリックすると位置拘束、回転拘束、基準座標を選択するリストボック

スが表示されますのでここで接合条件を選択します。 

 

 

 

従来は［ピン接合］［剛接合］［接合無効］の３種類の選択でしたが［フレーム構造解析１０］

から位置拘束と回転拘束に分けて、さらに３軸方向でそれぞれ個別に設定できるようになり、

基準座標も選択できるので大幅に自由度が上がっています。 

 

従来の［ピン接合］は位置拘束が［全拘束］、回転拘束が［全回転］となり、［剛接合］にす

る場合はどちらも［全拘束］、［接合無効］にするには位置拘束を［全可動］、回転拘束を［全

回転］とします。なお接合条件がが［ピン接合］でも［剛接合］にも相当しない場合はイメ

ージの節点番号の間には“ｓ”が入って表示されるようになっています。 

 

位置拘束で［＊可動］あるいは［＊＊可動］というのは＊で示される軸方向に動くことがで

きる（逆に残りの軸方向の位置が拘束される）ことで、回転拘束の［＊回転］あるいは［＊

＊回転］は＊で示される軸回りに回転できる（逆に残りの軸回りの回転は拘束される）こと

になります。 

 



 

基準座標で［全体座標］を選択すると先に＊で示した３軸のＸＹＺ方向は全体座標と同じ方

向となります。次にこのリストボックスを開いた例を示します。 

 

ここでは［全体座標］以外に［部材座標：５］、［部材座標：６］が表示されています。［部

材座標：＊］の＊はこの接合設定の位置に端点がある要素の要素番号となります。たとえば

ここで［部材座標：６］を選択すると要素６の部材座標が位置拘束・回転拘束の基準座標と

なります。 

 

上の部材座標を表示した図から基準座標を［部材座標：６］にした場合は部材座標のＺ軸と

全体座標のＸ軸が同じ方向となりますので、例えば［部材座標：６］の時の位置拘束で［Ｚ

可動］とは［全体座標］の時の［Ｘ可動］と同じ拘束条件となります。 

 

今回の例は［全体座標］のままで特に問題があるものではありませんが傾斜している要素の

途中に接合設定がある場合は傾斜要素の部材座標を使う方が分かりやすくなります。状況に

応じて使い分けてください。 

 

また接合条件はタブ上のボタンで全ての接合条件をまとめて変更したりすることもできま

す。試しに［全て剛接合］のボタンをクリックしてから計算してみましょう。［全て剛接合］

のボタンをクリックすると位置拘束と回転拘束が［全拘束］に変わります。 



 

 

 

接合設定が設定されていると［変位・反力］タブの下に接合節点間の伝達力および伝達   

モーメントの計算結果が表示されます。今回は全て剛接合としているので伝達モーメントが

発生していますがピン接合の場合は伝達モーメントが０になりますので試してみてくださ

い。 

 

また全てを剛接合とした場合は節点９と節点１０を追加する前と同じ条件になりますが、 

ピン接合と同様に自動で内部的に構成した要素を使っていますので接合条件を剛接合にし

た場合も若干の誤差は発生する場合があります。 

 

なお接合設定の目的は要素の一方のみをピン接合する場合やピン接合と剛接合の差を簡単

に比較してみる等の用途を考えた機能で内部的な要素が増えますのでトラス部材で代用で

きる場合はトラス部材を使ってください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ピン接合について 終了 

接合設定があると接合節点間の伝達力や

伝達モーメントが表示される 



 

◇その他の新機能 

［フレーム構造－平面］は［フレーム構造－立体］をベースに２次元の構造しか作れない  

ように制限したような構成になっています。このチュートリアルは主に従来の［構造解析６］

の［トラス構造解析］や［ラーメン構造解析］のチュートリアルで説明していたものを   

［フレーム構造－平面］で説明したものになっていますので［フレーム構造－平面］の全て

の機能を説明できていません。 

［構造解析６］と比べて便利になったと思われる主な機能は既に説明した［断面形状表示］

［ブレース材］［接合設定］がありますがそれ以外にも［バネ支持］［強制変位］、はりの  

計算で説明した［材質グループ機能］や［計算履歴機能］、それ以外にも［荷重パターン   

条件機能］［材料設定数が２４から２００］［材料番号毎に材料名称を付けて管理］［材料 

集計］［個別要素詳細］［材料別詳細］などがあります。 

 

［フレーム構造解析７］から比べると［ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能の充実］［連続計算機能］ 

［視点プリセット］［荷重イメージの自動拡縮等イメージ表示の改良］などがあります。 

これらは元々［フレーム構造－立体］用に開発した機能なので一通りは［フレーム構造－  

立体]のチュートリアルを見てもらったほうが分かりやすいと思います。 

 

［フレーム構造解析８］から比べると［台形分布荷重］［節点質量］［注目フラグ］［接合設

定伝達力の表示］［加速度イメージの表示］［反力イメージの表示］［簡易寸法線 機能］［柱

脚支持（回転ばね）］［エクセルのシート出力］などがあります。 

 

［フレーム構造解析９］から比べるとイメージ表示条件の設定項目を大幅に増やしイメージ

中に計算結果の値を表示できるようになったり、接合設定の自由度が増え、荷重パターン条

件の設定数も２０から５０に増えコメントも付けられるようになっています。また簡易寸法

線のデータが保存できるようになったりと、きめ細かな操作性が向上しています。 

 

［フレーム構造解析１０］から比べると［クローン起動］［アニメーションＡＶＩファイル

作成機能］［表示グループ設定機能］［複数節点選択機能］［複数要素設定機能］［入力デー

タ一括修正機能］［傾斜荷重ウィザード］等の機能が充実しています。また等辺山形鋼とみ

ぞ形鋼を背中合わせにした“Ｗ山形鋼”と“Ｗみぞ形鋼”の断面データが追加されています。 

 

［フレーム構造解析１１］から比べると［ダイアログを拡げた場合に計算結果表示欄を拡げ

る機能］［最近使った．．．］［部材色分け表示］［エクセル出力のイメージ貼り付け機能］、後

で説明しますが［データ検索機能］、［フレーム構造－立体］で説明しますが［イメージ付き

材料一覧表エクセル出力］［荷重パターンの連続コピー］等の機能が追加されています。 

 

これらは元々［フレーム構造－立体］用に開発した機能なので［フレーム構造－平面］の  

チュートリアルでは説明できていない機能もあり、一通りは［フレーム構造－立体]の   

チュートリアルを見てもらったほうが分かりやすいと思います。 



 

また［フレーム構造解析１２／２Ｄ］では［フレーム構造解析１２／３Ｄ動解析］が新規起

動時より１５日間の期間制限版の体験版（機能制限はありません）が使えますので［フレー

ム構造解析１２／３Ｄ]や［フレーム構造解析１２／３Ｄ動解析］のチュートリアルを参照

しながら実際にどの程度のことができるのか試してみると良いでしょう。 

 

［フレーム構造－立体]の操作や設定の考え方は［フレーム構造－平面］と共通のものが多

いですので無駄になることはないと思います。是非この機会に３次元の構造解析を試してみ

てください。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   その他の新機能 終了 

 



 

断面性能計算 
［フレーム構造解析１２／２Ｄ］の「フレーム構造－平面」では構造自体は２次元しか作れ

ませんが荷重条件は３次元で入力でき計算結果も３次元の「フレーム構造－立体」と同じも

のが求められるようになっています。計算結果が３次元になるとねじりの影響も考慮しない

といけませんので従来２次元と３次元で別になっていた断面性能計算を［フレーム構造解析

７］から平面、立体共用として一つのコマンドにしました。 

 

したがって［フレーム構造解析１２／２Ｄ］の「断面性能計算」は従来の立体用断面性能計

算と同様に通常の断面性能とねじり強度に関係する有効断面２次極モーメント、有効極断面 

係数が有限要素法を用いて求められるものになっています。また解析データを断面登録する

ことにより［フレーム構造解析１２］の２Ｄ、３Ｄ両方で使用できる断面データを作成する

ことができます。 

 

また単独では従来の立体用断面性能計算と同様にねじりモーメントがかかったときのせん

断応力の分布やねじり角なども計算することができます。 

 

なお断面が２つ以上に分かれている形状などは有限要素法では計算ができませんので［構造

解析６］以前で使っていた線積分方式でも計算ができるようにしています。ただし線積分 

方式ではねじり強度に関する断面性能の精度良くありませんので通常は有限要素法を使っ

てください。 

 
◇サンプルデータを取り込んで計算してみよう 

まず解析したい形状をＤＸＦファイルから取り込みます。起動時にはスタートアップダイア

ログが表示されますので［ＤＸＦ形状を取り込んでスタート］をクリックします。 

 

［フレーム構造解析１２］では後で説明する形状作成機能により断面性能計算だけで形状が

作成できるようになりましたのでスタートアップダイアログに［０からスタート］が追加さ

れています。 



 

起動後にＤＸＦファイルを取り込む場合も［フレーム構造解析１２］から［形状作成］タブ

に移動した［形状取込］ボタンかプルダウンメニューの［ファイル］＞［ＤＸＦ形状データ

の取込］をクリックします。 

 

 

ＤＸＦ形状取込を実行すると次に示すファイル選択ダイアログが表示され、作業フォルダの

下の\Sample フォルダがデフォルトで選択されていますので、そこにある［Sample1.DXF］を

選択して［開く］ボタンをクリックします。 

 

ファイル選択ダイアログの画面はWindowsのバージョンによって異なりますが基本的な操作

は Windows 標準のファイル選択と同じになっています。 

 

ＤＸＦファイルを選択して開くと次に示すＤＸＦ形状データ取込ダイアログが表示されま

す。ここには選択したファイルのフルパスも表示されるので作業フォルダのパスを確認して

みてください。 

 

 



 

取込画層のリストボックスには[全ての画層]以外にＤＸＦファイルにある画層が登録され

ていますので特定の画層から形状データを取り込みたい場合はリストボックス右の   

▼ボタンをクリックして選択してください。 

ここで[取込実行]ボタンをクリックすると選択したＤＸＦファイルが取り込まれ、その形状

が表示されるとともにイメージ枠左上には取り込んだ形状のＸＹ寸法と面積が表示されま

す。 

  
取り込んだ形状が有限要素法で計算可能な場合は［有限要素法］のタブがデフォルトで開い

ていて計算方法は有限要素法となり、ここで［線積分方式］のタブを選択すると線積分方式

で計算できるようになります。 

［線積分方式］については後で説明し、ここでは有限要素法での計算方法について続けて 

説明していきます。なお取り込んだ形状が有限要素法で計算できない場合は［線積分方式］

のタブが開き［有限要素法］のタブは使えないようになります。 

 

［フレーム構造解析１１］からＤＸＦファイルから形状を取り込んでから円弧の半径を変更

したり図形をストレッチする、回転角を入力して回転するなどの従来機能の他、形状作成タ

ブで矩形や連続線、円の作成ができ、それらから断面形状を仕上げるために図形編集にトリ

ム機能が追加されています。またストレッチや形状作成の作業用にスナップ点が表示できま

すがスナップ設定で 非表示にしたり基点やピッチを変更することができます。 

 

また［有限要素法］タブにある材質とねじり条件の設定はフレーム構造解析用断面データを

作成するのには必須ではありません。断面データを作成するだけの場合はデフォルトのまま

作業を進めてかまいません。 

せん断応力やねじり角

を求めるための材質や

計算条件を設定する 

ＤＸＦファイルから

取り込まれた形状が

表示される 

形状作成タブでは DXF

形状取込だけなくビル

ドアップや矩形、連続

線、円の作成ができる。

図形編集タブでは円弧

の半径変更やストレッ

チ、回転、トリムなど図

形の編集ができる 



 

軸の設計などでせん断応力やねじり角を求めたい場合は材質を選択してねじりモーメント

とねじり角算出用長さを入力しておきます。 

 

次に有限要素法を使って計算するため［メッシュ作成］タブをクリックしてメッシュを作成

します。 

 

有限要素法ではメッシュがせん断応力等の計算結果の精度に影響するのでせん断応力を 

精度良く求めたい場合はグリッド配置条件だけでなくグリッド線をイメージ上で編集した

り、作成したメッシュを編集してメッシュの形状を整える必要がありますがフレーム構造 

解析用の断面データを求めるレベルではそれほど大きな影響は受けないのであまり神経を

使う必要はありません。 

 

  
 

なお［フレーム構造解析１１］から形状編集、メッシュをイメージ上で編集、寸法線のそれ

ぞれにあったＵＮＤＯボタンを廃止し、他のコマンドと同様にダイアログ左上のＵＮＤＯ・

ＲＥＤＯボタンに機能を統合してより使いやすくなっています。 

 

ではグリッドピッチ精度を６、円・円弧分割係数を３としてメッシュを作成します。 

このボタンをクリックするとメッシュが作成できる 

グリッド配置

条件ではメッ

シュの細かさ

を変更できる 

せん断応力を

精度良く求め

たい場合は、

これらの機能

でメッシュの

形状を整える 



 

 
メッシュが作成できたら［計算実行］ボタンをクリックして計算を実行します。計算が終了

すると［計算結果］のタブが開き断面性能とねじり関係の計算結果が表示されます。また  

イメージにはせん断応力等値線図が表示され応力分布が分かるようになっています。 

 

３次元の構造解析に

必 要 な断面 性 能 や

せん断有効断面積が

求められている 

このボタンで断面データが登録できる 



 

せん断有効断面積は各方向の平均板厚の８０％以上の厚みのある部分を積算して求めてい

ます。この例では平均板厚はＹ方向（水平）で１１．８５、Ｚ方向（垂直）で２３．７なの

でせん断有効面積の精算対象としてＹ方向は上下のフランジ部、Ｚ方向は中央のウェブ部と

なります。 

 

形状によってはこの方法でせん断有効断面積が取得できないことも考えられますがせん断

有効断面積は後で説明する断面データ登録時に編集することも可能なので必要に応じて  

手計算等で求めて登録してください。 

 

［表示設定］［等値線設定］の各タブでは表示条件を設定することができます。設定を変更

するとリアルタイムに表示が変わっていきますのでいろいろと試してみてください。 

“塗り潰し”をチェックして“赤青反転”で注目している応力を赤く表示されるようにする

と応力分布がより見やすく表示することができます。 

 

断面性能の単位等は後で説明するプルダウンメニューの［環境設定］で設定できるように 

なっています。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   サンプルデータを取り込んで計算してみよう 終了 

 

 

◇求めた断面性能を登録して［フレーム構造解析］で使ってみよう 

ここで求められた断面性能は登録して［フレーム構造解析１２］の断面データとして使うこ

とができます。その場合は［断面データ登録］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

ファイル名、形状名称、サイズを入力する

このボタンで登録する 

これをチェックすると断面表示用のＤＸＦファイルも登録できる

せん断有効断面積の値は編集が可能



 

［フレーム構造解析１２］の断面データフォルダはデータファイル管理機能で複数のパス設

定が可能になっており、例えば断面形状グループ毎にフォルダを作ってフォルダ分けして管

理するとかサーバーに断面形状データフォルダを作って共用することができるようになっ

ています。 

 

この機能を使って複数の断面形状データフォルダが設定されている場合には、先に登録先の

断面形状フォルダ名称を選択しておきます。設定がない場合は作業フォルダの下の

\Zairyo12 がデフォルトとなり登録先の断面形状フォルダ名称には［標準（ローカルマシン）］

が薄く表示されて変更ができないようになっています。またその下には登録先のフォルダに

ある断面形状データのファイルが一覧表示されるようになっています。 

 

ここでファイル名、形状名称、サイズを入力して［登録］ボタンをクリックすると自動的に

登録先の断面形状フォルダに登録されます。 

 

 

 

登録が完了すると断面データのフルパスを含むメッセージが表示されます。この例は作業 

フォルダの下の\Zairyo12 に登録したものになります。 

 

また先述のようにせん断有効断面積も自動で求められていますが自動でうまく取得できて

いない場合は必要に応じて値を編集してください。 

 

では「はりの計算」の断面形状選択ダイアログで登録されたかどうか確認してみましょう。

断面データは各コマンドの起動時に読み込まれますが［フレーム構造解析１２］ではコマン

ド起動中でも更新できるようになっていますので「はりの計算」が起動中の場合は環境設定

の［断面データ更新］をクリックしてください。「はりの計算」が起動していない場合は起

動してください。 

 

「はりの計算」が起動したら［材料・断面性能］のタブにある［形状選択］ボタンを     

クリックして断面形状選択ダイアログを表示して形状名称から先ほど登録した［Ｈ形鋼サン

プル］があるかどうか探してみてください。 



 

正常に登録できていれば形状名称のリストに［Ｈ形鋼サンプル］がありますのでそれを選択

するとさらにサイズのリストに登録した［100x50］が選択されて表示されます。 

 

 

 

 

 

 
このように断面性能計算で計算した結果は「フレーム構造－立体」も含めてすぐに     

［フレーム構造解析１２］で使えるようになっています。また今回のように新規の材料とし

てではなく既存の材料データに追加することもできます。これは次で説明します。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   求めた断面性能を登録して［フレーム構造解析］で使ってみよう 終了 

 

 

◇図形編集機能を使って形状を変更してみよう 

●ＳＴＥＰ１（半径変更機能） 

半径変更機能では円と円弧の半径を変更することができます。［半径変更］ボタンを押した

状態で円や円弧の図形を指示し、図形の色が緑色に変わった状態でマウス左ボタンを    

クリックすると変更したい半径を入力するダイアログが表示されます。 

 

 

 

半径入力ダイアログには変更可能な最大半径が表示されていますのでそれを参考に変更し

たい半径を入力して［ＯＫ］ボタンをクリックすると円や円弧の半径が変更されます。 

登録した断面データが直ぐに使えるようになっている

はりの計算は使用する向きを選択するのではりの計算用のイメージも登録される

変更したい半径を入力する、半径０も入力できる 

変更可能な最大半径が表示されている 



 

０を入力することも可能で半径を０とするとその円や円弧は削除され、円弧の場合は前後の

線分がつなげられます。円弧の前後に線分がない場合は円弧の角度が９０°の場合のみ半径

の変更ができるようになっています。 

 

また角度のある２線分の角にマウスを持っていき２線分が同時に緑色に変わった状態で 

マウス左ボタンをクリックすると円や円弧と同様に半径入力ダイアログが表示され半径を

入力すると２線分の間に円弧を作成することもできます。 

 

ここでは左側の２ヶ所のスミＲの円弧を８から１６に変更してみます。 

 
●ＳＴＥＰ２（ストレッチ機能） 

ストレッチ機能では［ストレッチ］ボタンを押した状態でストレッチしたい図形を対角で 

指示してからストレッチ基準点、ストレッチ点を指示すると、指示した範囲の図形を   

ストレッチ基準点からストレッチ点まで伸ばしたり縮めたりすることができます。 

 

範囲指定の対角を指示する場合は任意の点が選択できますがストレッチ基準点、ストレッチ

点はスナップ点のみが指示対象となります。またストレッチ基準点、ストレッチ点は対角で

指示した範囲とは関係ない場所で指示が可能ですので伸縮距離が分かりやすいところを 

使うと良いでしょう。ストレッチで伸ばしてスナップ点の範囲を越えた場合は[全表示]で 

伸ばした図形のところまでスナップ点が表示されるようになります。 

 

対角で指示した矩形にかかっている図形が伸縮対象となりますが円弧がかかっている場合

はストレッチできませんので注意してください。 

 

ストレッチは任意の方向にできますが通常は水平か垂直方向へのストレッチが多いと思わ

れます。斜めにストレッチしたくない場合は“ストレッチ方向を水平・垂直とする”の   

チェックボックスをチェックしておいてください。またストレッチ点を指示するとき基準点

との相対距離がマウスのところに表示されますのでそれを参考に決められた寸法に   

ストレッチが可能です。 

 

ここでは中央のウェブを幅５ｍｍから１５ｍｍとし、上下のフランジ部の左側の板厚を  

７ｍｍから１５ｍｍに変更してみます。なお［フレーム構造解析１１］から図形編集機能も

共通のＵＤＮＯ・ＲＥＤＯ機能に対応しており回数の制限なく元に戻したり、そのやり直し

をすることができるようになっています。 

 

では正確に図形編集できたかどうか確認のため次の簡易寸法機能で寸法線を入れてみます。 



 
●ＳＴＥＰ３（簡易寸法機能） 

記入できる寸法の種類としては[長さ寸法]（水平・垂直寸法）、［平行寸法］［角度寸法］の

３種類となります。操作方法としてはまず記入したい寸法のボタンを押してマウスを   

イメージ上に持っていきます。寸法記入時もマウスアイコンが指差しアイコンに変わり何を

指示するかがマウス横に表示されますのでその指示に従って寸法引出点を指示していきま

す。 

操作途中でやり直したい場合は［ＥＳＣ］キーで一つ前の操作に戻り、またマウス右  ク

リックすると寸法処理が解除されます。角度寸法以外は３点、角度寸法は４点を指示すると

寸法線が表示されます。 

では前で説明した半径編集機能とストレッチ機能で編集した図形に寸法を入れてみます。 

 

寸法を記入後にストレッチすると寸法も自動で更新されるのでストレッチしたい部分に先

に寸法を入れておいても良いでしょう。簡易寸法機能の右端の［全消去］ボタンをクリック

すると確認メッセージが表示され［はい］をクリックすると全ての寸法データが消去されま

す。 

簡易寸法機能も［フレーム構造解析１１］から共通のＵＤＮＯ・ＲＥＤＯ機能に対応してお

り［個別削除］や［全消去］を含めて回数の制限なく元に戻したり、そのやり直しをするこ

とができるようになっています。 

また簡易寸法は種類に関係なく最大３０箇所まで記入できます。 

図形編集機能の［トリム］と［回転］は後で説明します。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   図形編集機能を使って形状を変更してみよう 終了 

 



 
◇図形編集した形状で断面性能を計算してみよう 

ではこの形状で断面性能を計算してみましょう。まだメッシュを作成していませんが［計算

実行］ボタンをクリックしてみます。すると次のメッセージが表示されます。 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると現在のメッシュ作成条件でメッシュを作成してから

続けて計算を実行します。 

 
 

 

非対称形状の場合は断面係数が各軸２つ表示されますが断面データとしては強度的に不利

な（応力が大きくなる）小さい方の断面係数が登録されます。 

 

では［断面データ登録］ボタンをクリックして断面の登録ダイアログを表示してみます。 

 

 

 

 

 

非対称形状なので

断面係数が各軸２

つ表示される 

寸法線は非表示にしている 



 

 

 

  

 

 

 
ここでは先ほど登録した断面データに今回のデータを追加してみます。断面形状フォルダの

ファイル一覧から先ほど登録した［H_Kou_Sample.csv］を選択すると登録内容のファイル名

に選択したファイル名が表示されます。既存の断面データに追加する場合は形状名称には先

に登録したものが使われるので形状名称は未入力とします。サイズは登録した形状が分かる

ようなものにしておきます。 

 

“イメージファイル名にサイズを追加”をチェックしておくと［フレーム構造解析１２］の

断面形状選択ダイアログで表示されるイメージのファイルをサイズ毎に変更して登録でき、

サイズを変更するとその断面データを登録したときのイメージが表示されます。 

 

では［登録］ボタンをクリックして登録してみます。まず既存の断面データに追加する場合

は確認のメッセージが表示されます。 

 

 

 

ここで［ＯＫ］をクリックすると次に断面表示用のＤＸＦファイルを更新するか確認の  

メッセージが表示されます。 

 

同じ断面データファイル（ＣＳＶファイル）に追加する場合は

形状名称には先に登録したものが使われるので未入力とする 

これをチェックすると断面形状選択ダイアログに表示される

イメージをファイル毎に変更して登録することができる 



 

 

ここは［はい］をクリックして今回の形状を断面表示用ＤＸＦファイルとして更新します。

ただし今回は断面データの追加の説明を兼ねているので既存の断面データに追加してみま

したが先に登録した形状と相似形状ではないので本来は新しいファイル名で断面データを

登録した方が良いかも知れません 

 

では［フレーム構造－平面］の断面形状選択ダイアログで登録した形状を表示してみます。 

  
 

 

断面データファイル（ＣＳＶファイル）は同じなので形状名称は先に登録した［Ｈ形鋼サン

プル］を選択します。サイズのリストを開くと新しく追加したサイズが表示されそれを選択

すると左のイメージも変更されているのが分かります。 

 

以上のように［フレーム構造解析１２／２Ｄ］の［断面性能計算］では図形編集機能により  

ＤＸＦファイルで形状を変更しなくても簡単な形状変更はコマンドの中ででき、その断面 

データを計算して登録して［フレーム構造解析１２］の各コマンドで使用することができる

ようになっています。 

 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考にし

てみてください。 

（Tutorial01.KD12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   図形編集した形状で断面性能を計算してみよう 終了 

新しく追加したサイズが表示されイメージもサイズ毎のものが表示されている 



 
◇ビルドアップ材形状を作成して断面性能を計算みよう。 

ビルドアップ材とは平鋼等を溶接して任意の大きさで作成するビルドＨ形鋼やビルドＴ形

鋼、ボックス形状等になります。基本的には単純な形状ですがそれでも従来はＤＸＦ    

ファイルを作成して取り込む必要がありましたが［フレーム構造解析１２／２Ｄ］の［断面  

性能計算］では寸法を入力するだけでビルドアップ材の形状を作成して断面性能計算ができ

るようになりました。 

ビルドアップ材形状を作成するにはスタートアップで［ビルドアップ材作成からスタート］

ボタンをクリックするか、次に示す［ビルド］ボタンをクリックします。 

 

続いてビルドアップ材形状作成ダイアログが開きますので作成したい形状をタブで選択  

します。 

 

上記の［Ｔ１］は左右対称のＴ形になりますが［Ｔ２］タブでは同じＴ形でも左右の長さが

違う非対称のものが作成できます。このように全部で１０種類の形状が作成できますのでど

のような形状ができるかタブを開いて確認してみてください。 

 

このタブに表示されている形状は寸法入力の参考図になり寸法記号の所に寸法値を入力す

るとリアルタイムで右側のビルドアップ形状実イメージ図が変わっていきます。入力した 

寸法が良ければ［形状確定］ボタンをクリックします。 

 

ここでは非対称Ｔ形の［Ｔ２］タブを開き、寸法はデフォルトのまま［形状確定］ボタンを

クリックします。 



 

既に取り込んだ形状がある場合は次に示すメッセージが表示されます。 

 

ここではビルドアップ材形状を取り込みますので［ＯＫ］ボタンをクリックすると次に示す

ようにビルドアップ材形状が取り込まれます。 

 

またタイトルバーにはビルドアップ材のタイプ（タブの記号）と寸法値から構成したサイズ

が表示されるようになっています。 

 

後の操作はＤＸＦ形状を取り込んだときと同じでメッシュを作成して計算を実行し、必要に

応じて形状データを登録します。 

 

またこのような上下左右が非対称の形状で主軸が傾いている形状の場合は断面性能を計算

した後に次に示すメッセージが表示されて最小断面２次半径を計算するようになっていま

す。 



 

計算が終了すると次に示すように断面性能に最小断面２次半径も表示されます。 

 

さらに計算結果には最大・最小の断面２次半径と主軸の傾きも出力されます。 

 



この主軸の傾きの符号を変えたものが図形編集の回転角に入ります。 

 

このまま［回転］ボタンをクリックすると主軸方向が水平・垂直方向になるように形状が  

回転して主軸回りの断面性能を計算することもできます。 

 

なお最小断面２次半径を求める計算は内部的に形状を回転させて求めていますので主軸の

傾きは最大で±０．３°程度の誤差が出ることがあります。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ビルドアップ材形状を作成して断面性能を計算みよう 終了 

 
◇形状作成機能を使ってみよう。 

［フレーム構造解析１１］から形状作成機能が追加され［矩形］［連続線］［円］を作成する

ことができます。形状作成機能を使って新規に作成することもできますし既存の形状に追加

することもできます。ここでは先ほどのビルドアップ材に形状を追加してみましょう。ＵＮ

ＤＯボタンで回転前の形状に戻すか［ビルド］ボタンで［Ｔ２］形状を作成しておきます。 

 



 

次に［形状作成］タブにある［矩形］ボタンをクリックするとその下に座標入力欄が表示刺

されます。ここに矩形の対角点の座標を入力して右の［作成］ボタンをクリックすると矩形

が作成されます。またマウスをイメージ上に持っていくとリアルタイムでその座標値が表示

されますのでそれを確認しながらイメージ上で対角点を指示しても矩形を作成することが

できます。 

 

次に適当に２つの矩形と１つの円をマウスを使って追加したものを示します。連続線も座標

入力とマウス指示のどちらでも作成が可能です。 

 

このままでは外周が一筆書きになっていないのでメッシュの作成はできません。そこで［フ

レーム構造解析１１］から［図形編集］タブに追加されたトリム機能を使って一筆書きに仕

上げていきます。 

トリムの機能として、 

・指示した図形の両側に交差する他の図形がある場合は両側の交点に囲まれる図形の範囲

を切り取ります。 

・指示した図形の片側に他の図形がある場合は図形のない側の端点から他の図形との交点

までの図形を切り取ります。 



・指示した図形に交差する図形がない場合は指示した図形を削除します。 

では［トリム］ボタンを押してしてマウスをトリムしたい線分か円、円弧に持っていきま

す。図形要素を認識すると緑で太く表示されますのでそれで良ければクリックします。 

 

上記の例は既に円と交差する左側の線分をトリムしてこれから右側の線分をトリムすると

ころです。同様の操作で不要な線分や円弧をトリムしていき次に示す一筆書きの形状にしま

す。 

 



 

トリム機能も［フレーム構造解析１１］から共通のＵＤＮＯ・ＲＥＤＯ機能に対応していま

すので間違った図形を削除してしまってもすぐに元に戻してやり直しができます。 

では［計算実行］ボタンをクリックしてデフォルトの条件でメッシュを作成して計算してみ

ます。 

 

上記の例はビルドアップ材に形状作成機能で形状を追加したものになりますが［形状作成］

タブにある［新規］ボタンをクリックすると全ての図形が消去されますので、０から形状を

作成していくこともできます。 

 

作りたい断面のポンチ絵を描いて寸法を入れておき、座標入力を使って作成していくと正確

な断面形状を作成することができます。いろいろと試してみてください。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   形状作成機能を使ってみよう 終了 



 
◇独自のデータ形式で断面性能計算を活用してみよう。 

断面性能計算に使う断面形状は基本的にはＤＸＦ形式としています。しかし取り込んだ形状

を独自の形式で保存して後から活用することもできます。ここでもサンプルデータを読み 

込んでみましょう。 

 

［既存形状データ読込］ボタンをクリックすると既存形状データの選択ダイアログが表示さ

れます。基本的にはＤＸＦ断面形状取込と同じですが拡張子が KD12 のものが対象となりま

す。またファイルの種類を変更すると［フレーム構造解析１１］以前のデータも読み込みで

きます。 

 

では作業フォルダの下の\Sample にある Sample1.KD12 を取り込み、ＤＸＦファイルを読み込

んだ時と同様にメッシュを作成して計算を実行します。 

 

 
 

このデータファイルはテキスト形式になっていますのでメモ帳で開いてみましょう。 



 

 

断面性能計算の形状データは“KEIJO_END”までの行になりこのような単純なフォーマット

になっています。詳細はマニュアルを参照してもらうとして中間部の"L"とか"C"、"A"で  

始まる行が形状を表しています。 

 

ここでは円データを追加して名前を変えて保存してみます。次にそのデータを読み込んでみ

ましょう。ただし拡張子が txt のままでは読み込めませんので保存ファイル名は

Tutorial02.KD12 とします。 

 

  

中央に円が追加された



 
このように断面の中央に円が追加されました。“KEIJO_END”以降の行を削除しておけば形状

データだけを読み込むこともできますので、このデータファイルを活用すればＤＸＦ出力の

できるＣＡＤが無くても断面形状を手作りすることや表計算ソフトのマクロなどを使って

いろいろな断面形状を作成することもできると思います。 

 

なお先に説明したように［フレーム構造解析１１］から形状作成機能が追加され既存の形状

に新しく図形を追加したりＣＡＤを使わずに新規に形状を作成することもできるようにな

りました。このような円の追加も形状作成機能でできるようになっています。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   独自のデータ形式で断面性能計算を活用してみよう 終了 

 

 

 

◇ねじり関係の計算結果を見てみよう 

断面性能計算ではねじり関係の計算結果も表示されます。［材質・ねじり条件・図編］タブ

で入力したねじりモーメントとねじり角算出長さから読み込んだ断面形状ねじり角が求め

られます。 

  

 
その他、最大せん断応力や回転半径の計算結果も表示され、イメージにはせん断応力等値線

図が表示されています。 

４辺の中央部の応力

が高いことが分かる 

ねじり関係の計算結果



 

画面操作関係のボタンが押されていない状態でマウスをイメージ上に持っていくとその 

部分のせん断応力が表示されるようになっていますので各自で確認してみてください。 

 

（Tutorial02.KD12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ねじり関係の計算結果を見てみよう 終了 

 
 
◇せん断応力の計算精度を向上させるには 

［フレーム構造解析１２］の断面性能計算でせん断応力を求めるのに有限要素法を使ってい

ます。有限要素法の特徴として計算結果の絶対値の精度はメッシュの細かさだけでなく   

メッシュの形状にも影響されることがあります。 

 

メッシュの編み目の一つが有限要素法の 要素となりますが周辺の要素に比べて極端に小

さい要素や細長い要素ができているとその部分の計算結果の信頼性はあまりありません。 

 

絶対値が低い部分では問題がありませんが、例えば応力集中を起こして応力値が高い部分と

か注目している部分にこのような要素がある場合はメッシュの形状を整えて絶対値の精度

を向上してやる必要があります。 

 

［フレーム構造解析１２］の断面性能計算にもグリッド線編集機能やメッシュ編集機能があ

りこれらを使ってメッシュの形状を整えることができますが、本コマンドの本来の目的は  

フレーム構造解析用の断面データの作成なのでせん断応力を精度良く求めるための   

コマンドではありません。 

 

したがって本チュートリアルでもこの部分については簡単な説明しか載せませんが本コマ

ンドの有限要素法による計算部分はＣＡＤＴＯＯＬ ＦＥＭ８をベースに作られており、Ｆ

ＥＭ８のチュートリアルではメッシュの形状を整えて計算精度を向上させる方法を詳しく

解説しています。ＦＥＭ８の体験版でもそのチュートリアルを見ることは可能なので興味の

ある方はそちらを参照してみてください。 

 
●ＳＴＥＰ１（グリッド線編集機能を使ってみよう） 

まず精度良く計算したい注目部分を拡大しておきます。ここでは要素形状の元になる   

グリッドを移動してこの部分の要素の形状を整えてみます。 

 

［メッシュ］タブをクリックして［グリッド線をイメージ上で編集］の［移動］ボタンを   

押してからイメージ上で移動したいグリッドの上にマウスを持っていきます。グリッド線が

緑色に変わったらマウス左ボタンを押したまま移動先までドラッグします。 

 

 



 

最初のうちは適当に移動してメッシュを作成してみてどのようなメッシュができるのか 

確認してください。なれてくればグリッド線をうまく移動して極端に細長い要素や小さい要

素がない比較的整ったメッシュが作成されるようになります。グリッド線を削除した方が良

い場合もありますのでそれも試してみてください。 

 
●ＳＴＥＰ２（メッシュ編集機能を使ってみよう） 

メッシュ編集機能には［リメッシュ］と[節点移動]の２つがあります。［リメッシュ］は  

メッシュを構成している要素を分割してさらに細かいメッシュを作成する機能で、［節点 

移動］は節点を移動してメッシュの形状を変形できる機能です。ここでは［節点移動］を  

使ってさらにメッシュの形状を整えてみましょう。 

 

[メッシュ]タブの[メッシュをイメージで編集]タブを開き[節点移動]ボタンを押しておき

マウスをイメージ上に持っていきます。マウス近くの節点を認識するとそこに緑の○が表示

されますので移動したい節点を認識したらマウス左ボタンを押したままドラッグします。 

ドラッグ中はマウスの動きに付いて緑の○が移動するとともにメッシュもリアルタイムで

変形します。移動後のメッシュ形状に問題がない位置であれば変形したメッシュは緑色で 

表示されマウス左ボタンを離すとその位置でメッシュが固定されます。 

 

変形したメッシュが赤く表示されている場合は移動後のメッシュ形状に不具合ある場合で

その状態でマウス左ボタンを離すと節点は元の位置に戻ってしまいます。なおメッシュ形状

の不具合とはメッシュが凹んだ四角形となる場合で四角形８節点アイソパラメトリック 

要素では辺上に節点がある三角形までは計算できますが凹んだ四角形には対応していませ

ん。 

 

さらに節点移動を使って周辺の細長い三角形のメッシュ形状も整えおきましょう。 

なお[節点移動]ボタンが押された状態で同じタブにある[元に戻す]ボタンをクリックする

と最大１０操作前まで[節点移動]の操作を元に戻すことができます。また[元に戻す]ボタン

をクリックした場合は[やり直し]ボタンが使えるようになり元に戻した処理を１回だけや

り直すことができます。 

 

有限要素法の精度にはメッシュ形状だけでなくメッシュの細かさも影響します。解析したい

要素全体に細かくメッシュを作成れば精度も良くなりますが計算時間がかかるようになり

ます。 

 

本コマンドで使っている四角形８節点アイソパラメトリック要素は基本的には精度が高い

ので応力の変化が少ない場所まで細かくメッシュを作成する必要はありませんが  グリ

ッド精度を上げてメッシュを作成すると精度が必要ない場所にも細かいメッシュができて

しまいます。そこで全体のメッシュは粗めに作成してリメッシュ機能で部分的に   メッ

シュを細かくする方法を紹介します。 

  



 

[メッシュ]タブの[メッシュをイメージで編集]タブを開き[リメッシュ]ボタンを押してお

きマウスをイメージ上に持っていきます。要素の中心近くにマウス持っていくとリメッシュ

後の形状が緑色で表示されますので、形状を確認して良ければマウス左ボタンをクリックす

るとリメッシュが確定します。 

 

通常は認識した要素を一回り小さく縮小して中心に配置し、その周囲に４つの要素を新しく

作成します。なお外周に面した要素の場合は外周近くにマウスを持っていくと外周に面した

辺上に節点を２つ発生させて認識した要素をそこに縮小して配置し、周囲に３つの要素を 

新しく追加することもできます。後者のリメッシュは外周部に節点が増えるので応力集中が

外周で発生している場合の解析に有利なリメッシュ形状ですが作成条件が限られるので 

メッシュ形状によっては選択できない場合があります。 

 

メッシュの形状が整っている場合はリメッシュしても応力値や応力分布はあまり変化しま

せん。これは四角形８節点アイソパラメトリック要素の精度の高いためで必要以上に細かく

メッシュを作成する必要はありません。またメッシュの細かさよりメッシュ形状の影響が 

大きいのでメッシュ形状を整える方が重要と言えます。 

 

なお[節点移動]と[リメッシュ]も［フレーム構造解析１１］から共通のＵＤＮＯ・ＲＥＤＯ

機能に対応していますので共通のＵＮＤＯ・ＲＥＤＯボタンで元に戻したりそのやり直しが

簡単にできるようになっています 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   せん断応力の計算精度を向上させるには 終了 



 

◇線積分方式で計算してみよう 

ここでは計算方法を線積分方式にして断面性能を求めてみましょう。先ほどの穴の開いた 

断面を使用しますのでデータを変更している場合は Tutorial02.KD12 を読み込んでおき、  

計算方式のタブで［線積分方式］を選択します。 

  
線積分方式は左側から微少な幅の垂直線を仮想して断面形状との交点を取得し、断面部分に

相当する部分の垂直線の断面性能を取得して順次その垂直線を右側に移動しながら断面 

全体に積算していく方式になります。計算精度はその垂直線の幅を変更するもので［高］に

すると垂直線の幅がより小さくなり曲線部の精度が向上しますが積算に時間がかかるよう

になります。 

 

また線積分は上記のような計算方法で断面形状とは垂直線との交点のみが取得できれば 

良く、断面形状が複数の部分に分割されていたり、極端な例では断面形状の垂直線が欠けて

いるなど、有限現要素法では計算できない断面形状でも計算できます。 

 

一方、ねじり関係の断面係数は有限要素法に比べてかなり大雑把な近似計算になりますので

有限要素法で計算できるものは有限要素法を使ってください。 

では［計算実行］ボタンをクリックして計算してみます。 

 

計算中は左から青い垂直線で断面が埋められていきその進行が分かるようになっています。

この時に断面以外の部分が埋められていたり逆に断面部分が埋められない場合は形状  

データに何らかの不具合がありますので形状データを確認してください。 

 



次に計算結果を有限要素法と比較してみます。 

 

 

 

 

線積分の計算精度は［標準］で有限要素法はグリッドピッチ精度３、円・円弧分割係数も  

３で計算した例となります。 

 

これからどちらの計算方法でも通常の断面性能はほぼ同じ数値が求められているのが分か

ります。一方、ねじり関係の有効断面２次極モーメントと有効極断面係数は有限要素法の値

の約半分の値になっており、線積分方式ではねじり関係の断面性能は精度が良くありません。 

ただし建築関係等の一般的な構造物では全体の強度に対するねじり剛性の影響はそれほど

大きくないと推測され、ねじり剛性は考慮しない構造解析ソフトもあるくらいなので線積分

による値を使っても実用上は問題ないレベルではないかと考えられます。 

 

線積分方式は［構造解析６］以前の２次元用の解析に使っていたもので当初はねじり関係の

断面性能は求められませんでした。［フレーム構造解析８］以降は線積分方式でも前述のよ

うに大雑把で誤差も大きいですが桁数的に同レベルの近似計算ができるようになりました。 

有限要素法が使える断面形状であればあえて線積分方式を使う必要はありませんがこれに

より有限要素法が使えない断面形状でも対応できるようになりました。 

なお断面データの登録や次で説明する出力等の基本的な操作方法はどちらの計算方法でも

同じです。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   線積分方式で計算してみよう 終了 

線積分方式 有限要素法 



 

◇計算結果を出力してみよう 

計算を実行すると各種出力ボタンや出力関係のプルダウンメニューが使えるようになりま

す。 

●ＳＴＥＰ１（印刷設定） 

 計算実行後にプルダウンメニューの［環境設定］＞［印刷設定］か、ダイアログの［設定］

ボタンをクリックすると右側に計算書のプレビューが表示された印刷設定ダイアログが 

表示され、印刷レイアウトやプリンタを選択して計算書を印刷することができます。 

 
基本的には［はりの計算］で説明した印刷設定と同じですが断面性能計算では出力項目が 

少ないので出力テンプレートの設定は無く、形状最大倍率と出力文字幅をここで設定します。 

計算書に印刷される断面形状が用紙より小さい場合は原寸（倍率＝１）で印刷されますが 

断面形状が用紙より大きい場合には自動的に用紙に納まるように縮小（倍率＜１）されます。 

用紙より大きい類似の断面形状の計算結果を比較するときに計算書のイメージが自動で 

縮尺されるため倍率が半端にずれて断面形状の大きさを把握しにくい場合があります。その

場合に最大倍率を比較したい断面形状の中で最も小さいもの以下に設定することにより 

同じ倍率で断面形状のイメージを印刷することができるようになります。 

その他の操作については［はりの計算］を参照してください。 

 
●ＳＴＥＰ２（プレビュー） 

［プレビュー］ボタンをクリックすると計算書のプレビューが表示されます。これは印刷 

設定ダイアログにある［フルプレビュー］ボタンをクリックした場合と同じです。 

プレビューは計算結果も見やすく表示されるので計算結果の確認にも利用できます。また 

画面上のボタンでここから印刷やＰＤＦ出力することも可能で、印刷設定ダイアログや  

ＰＤＦ出力ダイアログの画面に切り換えることもできます。 



 
●ＳＴＥＰ３（その他の出力） 

その他の出力ボタンはダイアログのスペースの関係で[▼]ボタンをクリックすると表示さ

れるようになっています。 

 

［印刷］ボタンをクリックすると次に示すプリンタ名が表示された確認メッセージが表され

［ＯＫ］ボタンをクリックすると直ちに計算書の印刷を実行します。これは計算書の印刷 

設定が完了している場合使うと便利です。 

［ＰＤＦ］ボタンをクリックすると印刷設定ダイアログと同様のプレビューが表示された 

ＰＤＦ出力設定ダイアログが表示されます。ＰＤＦ出力設定では出力するＰＤＦファイルに

セキュリティをかけることができ、パスワードや権限の設定が可能です。［出力実行］   

ボタンをクリックするとパスワードを設定している場合は再度パスワードの確認ダイアロ

グが表示されますのでパスワードを入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。入力した  

パスワードに間違いがないかパスワードを使わない場合には［現データ保存］と同様の  

ダイアログが開きますのでファイル入力して出力します。ＰＤＦ出力の場合も拡張子は自動

で付きますので入力は不要です。 

［ＢＭＰ］ボタンをクリックするとイメージをＢＭＰ形式の画像ファイルとして出力するこ

とができます。 

［ＣＳＶ］ボタンをクリックすると計算結果をＣＳＶ形式のテキストファイルとして出力し

ます。 

［ＨＴＭＬ］ボタンをクリックすると画像ファイルとＨＴＭＬ形式のテキストファイルを 

セットで出力し、インターネットエクスプローラ等のウエブブラウザでイメージと設定  

データ、計算結果を表示することができます。 

なおＣＳＶ出力とＨＴＭＬ出力では計算書と同様にデータ保存時のファイル名と出力時の

作成日付を出力することができますので必要に応じて設定しておきます。ただしＨＴＭＬ出

力時にはファイル名と日付の間の区切り文字に"<>"は使えませんので注意してください。 

［ＤＸＦ］ボタンをクリックするとイメージ図形をＤＸＦ形式で出力することができます。 

以上のファイル出力の場合も後で説明する［現データ保存］と同様のダイアログが表示され

ますので出力先を選択してファイル名を入力して出力します。この場合も拡張子はそれぞれ

のファイル形式に応じたものが自動で付けられますのでファイル名に拡張子を付ける必要

はありません。 

 
●ＳＴＥＰ４（ＣＡＤ出力） 

ＣＡＤ通信設定が設定している場合はＣＡＤにイメージ図形を直接作図することができ 

ます。［ＣＡＤ］ボタンをクリックすると次に示す確認メッセージが表示されます。 



 

ここで［メッシュ］ボタンをクリックするとメッシュをＣＡＤで作図することができ［外形

図］ボタンをクリックすると外形図のみがＣＡＤで作図されます。外形図では図形編集で 

編集した形状は出力できますがメッシュ編集で外形の節点を移動した場合には外形図では

移動後の形状は出力されませんので必要に応じて［メッシュ］で出力してください。ＤＸＦ  

出力でも同様のダイアログが表示され外形図かメッシュを選択できるようになっています。

ＣＡＤ作図やＤＸＦ出力では必要に応じて環境設定の［ＣＡＤ・ＤＸＦ出力設定］で画層名

や色を設定しておいてください。 

 
●ＳＴＥＰ５（コピーとエクセルに貼り付け） 

［ＣＯＰＹ］ボタンをクリックすると設定データと計算結果をクリップボードにコピーしま

す。［ＥＸＬ］ボタンをクリックすると設定データと計算結果をクリップボードにコピーし

た後にエクセルを起動してクリップボードのデータを自動で貼り付けることができます。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   計算結果を出力してみよう 終了 

 
 
◇環境設定を確認してみよう 

●ＳＴＥＰ１（単位・同一点許容値設定を見てみよう） 

プルダウンメニューの［環境設定］＞［計算条件・単位設定］をクリックすると次のダイア

ログが表示されます。解説もありますので必要に応じて参照してください。 

 

ここではＳＩ単位と工学単位の切り替えができるようになっています。 



 

また解析形状は図形同士のつながりをチェックして外周要素や島部を判断していますが 

ＣＡＤやＤＸＦコンバータの仕様により図形要素の端点が正確につながっていない場合が

あり形状読み込み時やメッシュ作成時にエラーとなる場合があります。 

 

同一点許容値はどこまで離れた点を同一点と判断するかを選択するもので、大きな値を選択

すると端点が微妙に離れている図形でもつながっていると判断し、多少不備のある形状  

データでも正常に読み込めたりメッシュが作成できたりする場合があります。ただし同一点

許容値を変更しても正常に読み込めない場合やメッシュが正常に作成できない場合もあり

ます。 

 

特に最近の例として３次元モデルからＤＸＦコンバートして作成したデータで一見すると

特に問題が無い形状に見えるのですが拡大すると外形線の端点がつながっていなかったり

微少な線分が他の線上にのって二重書きになっているような場合が多くみられますので、そ

の場合はＣＡＤ側でチェックして図形の端点をつなげたり不要な線分を削除してください。 

 

断面性能設定では断面性能の単位、有効数字、指数表示にするかしないかの設定ができます。 

 

●ＳＴＥＰ２（イメージ表示設定を見てみよう） 

プルダウンメニューの［環境設定］＞［イメージ表示設定］をクリックすると次のダイアロ

グが表示されます。 

 

［フレーム構造解析８］以降はダイアログのサイズを大きくしたので環境によっては   

イメージ中の文字が小さく見にくい場合があると考えられるのでイメージ中の文字の  

フォントサイズを３段階(8,10,12pt)に設定することができるようになっています。 

 

また寸法についてはＲＧＢでの表示色を設定できるようになっています。ＲＧＢとは赤、緑、

青の色の強さをそれぞれ０～２５５の範囲で指定して色を設定する方法で、設定した色は右

側の□に表示されますのでそれを参考に必要に応じて変更してください。 

 
●ＳＴＥＰ３（計算書印刷設定を見てみよう） 

プルダウンメニューの［環境設定］＞［計算書印刷設定］は先述の[印刷設定]ボタンを   

クリックしたのと同じですのでそちらを参照してください。 

 
●ＳＴＥＰ４（ＣＡＤ・ＤＸＦ出力設定を見てみよう） 

プルダウンメニューの［環境設定］＞［ＣＡＤ・ＤＸＦ出力設定］をクリックすると次の   

ダイアログが表示されます。 



 

ここではＣＡＤ通信設定や出力図形の画層と色の設定を行います。 

コマンド選択メニューが起動したままの状態でＣＡＤ通信設定を変更しても、再度コマンド

選択メニューからコマンドを起動するとコマンド選択メニューのＣＡＤ通信設定に戻って

しまいますので恒久的に変更したい場合はコマンド選択メニューのＣＡＤ通信設定を変更

してください。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   環境設定を確認してみよう 終了 

 
 
◇材質データについて 

［断面性能計算］の材質データは［フレーム構造解析１２］共通の材質データファイル（材

質フルパス名称が［標準（ローカルマシン）］の場合は作業フォルダに入っている

KZT_MAT12.CSV）を使って縦弾性係数とポアソン比から横弾性係数を求めて使っています。 

 

［断面性能計算］の場合は材質グループに関係なく全ての材質が読み込まれリストから選択

できるようになりますが［断面性能計算］では基準強さは関係なく前述のように縦弾性係数

とポアソン比のみ使いますので標準の材質データ（材質グループとしては［構造解析一般］）

の範囲から選択すれば良いでしょう。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   材質データについて 終了 



 

データ検索（ＮＥＷ） 
◇データ検索の概要について。 

［フレーム構造解析１２］では新たにデータ検索の機能が追加されています。２Ｄでははり

の計算用、フレーム構造－平面用がそれぞれあります。データ検索は解析の本体プログラム

とは別に起動するもので［フレーム構造解析７］から［フレーム構造解析１２］までバージ

ョンを指定（複数指定も可）してフォルダを選択して検索し該当データをイメージ付きで一

覧表示するものです。 

このデータ検索は旧バージョン（Ｖｅｒ７～Ｖｅｒ１１）をお持ちのユーザーで過去に作っ

たはりや構造データを流用したい場合にどのフォルダに保存したか、どういうファイル名で

保存したか忘れてしまった場合に効率的に探し出すことを主な目的と考えています。 

設定によりサブフォルダも含めて検索することができるので広範囲を検索できますがサブ

フォルダを含める場合は全てのサブフォルダが検索対象となりますので階層が深い場合は

検索時間がかかるので注意が必要です。 

検索されたデータはファイル名か更新日付で並び変えができ、表示されたイメージをダブル

クリックするとバージョンに関係なく［フレーム構造解析１２］のコマンドで開くことがで

きます。旧バージョンのデータを本体プログラムの既存データから開く場合はファイルの種

類でバージョンを指定してやる必要がありますのでデータ検索を使うとこの点でも効率良

く作業ができます。 

 

◇はりの計算用データ検索 

コマンド選択メニューから［データ検索 はりの計算］をクリックすると次のダイアログが

表示されます。 

 

 

 



 

ここで右上の［フォルダー参照］ボタンをクリックするとフォルダの参照ダイアログが表示

されますので検索したいフォルダを選択して［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

 

検索対象は［全て］ボタンで Ver7 から Ver12 の全てのボタンが押された状態とし、“サブフ

ォルダを含める”をチェックして［新規検索］ボタンをクリックします。 

 

 

 

［新規検索］ボタンの左側に“表示ファイル １－６ ／ ４１”と表示されていますがこれ

は検索されたデータが４１個あり、現在表示しているデータが１から６という意味になりま

す。 

 

 



 

また表示ファイルの上にページスクロールボタンがあり［<］［>］ボタンでデータを一つず

つ、［<<］［>>］ボタンでページ毎（この例では６個毎）に前後に移動でき、［|<］［>|］で最

初や最後に移動することができます。 

 

はりの計算用データ検索では一つのデータ表示枠に上からファイル名、出力タイトル、 

更新日付、全長が表示されます。 

 

 

 

はりイメージには可動節点条件を含む節点と支持イメージが表示され、荷重イメージは表示

されません。 

 

最小のダイアログサイズでは前に示したように２列３行で６個のデータを表示しますが 

ディスプレーの解像度が高い場合にダイアログを拡げていくと、次に示すように最大３列 

４行の１２個のデータが表示できます。 

 

 

 

 

 



 

検索対象の設定欄では検索したいバージョンのボタンを押しますがいくつか押された状態

で［全て］ボタンをクリックすると全てのバージョンボタンが押された状態となり、この状

態で［全て］ボタンをクリックすると全てのバージョンボタンが解除されます。また検索対

象を変更すると検索内容が解除されますので再度、新規検索が必要となります。 

 

ここではりイメージをダブルクリックするとデータのバージョンに関係なく［フレーム構造

解析１２］のはりの計算で開くことができますので試してみてください。 

 

 

◇フレーム構造－平面用データ検索 

コマンド選択メニューから［データ検索 平面］をクリックすると次のダイアログが表示さ

れます。 

 

 

 

基本的な操作ははりの計算用と同じですがデータ表示欄の大きさが異なるので最小のダイ

アログサイズでは４列２行で８個のデータを表示し、ダイアログを拡げていくと最大７列 

３行の２１個のデータが表示できるようになります。 

 

でははりの計算用と同様に全てのバージョンを検索対象とし検索フォルダを設定して新規

検索してみます。 

 



 

 

 

この例ではダイアログを拡げて最大の２１個表示としています。また個々のデータ表示欄で

ははりの全長に変わって作業平面が表示されるようになっています。 

 

はりの計算用と同様にページスクロールボタンでデータを前後に移動し目的のデータが見

つかったら構造イメージをダブルクリックすればバージョンに関係なく［フレーム構造解析

１２］のフレーム構造－平面で開くことができます。 

 

従来は旧バージョンのデータから目的のデータを探し出すのは結構面倒な作業でしたが［フ

レーム構造解析１２］で追加されたデータ検索機能を使うと視覚的に分かりやすく探し出す

ことができ、そのイメージをダブルクリックすることでデータバージョンに関係なく［フレ

ーム構造解析１２］のコマンドで開くことができるようになっています。 

 

開いたデータはそのまま保存すれば［フレーム構造解析１２］のデータとして保存できます

ので過去のデータを流用した解析が効率良くできるようになります。旧バージョンのデータ

をお持ちの方は是非ご活用してみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   データ検索 終了 

 



 

データファイル管理 
◇材質・断面データを開いてみよう。 

●材質データファイル 

［フレーム構造解析１２］ではＯＳに関係なくユーザーフォルダの下に下記に示すパスの作

業用フォルダを作ってそこにデータファイル等をコピーして使うようになっています。 

WindowsXP では下記のパスが作業フォルダになります。 

C:\Document and Settings\****\Local Setting\Application Data\CADTOOL_Series\Kozo12 

WindowsVista 以降、Windows７、８では下記のフォルダが作業フォルダになります 

C:\Users\****\AppData\Local\CADTOOL_Series\Kozo12 

ここで****の部分はログオンユーザー名になりますのでユーザー毎に変わってきます。 

 

材質データファイルはデフォルト（フルパス名称は［標準（ローカルマシン）］）では上記の

作業フォルダに入っているKZT_MAT12.CSVになり代表的な材質があらかじめ登録してありま

すがユーザー側でも任意に編集、追加ができるようにしています。 

このファイルはＣＳＶ形式のテキストファイルなので表計算ソフトで読み込んで編集でき

ます。また［フレーム構造解析１２］ではコマンド選択メニューのデータファイル管理コマ  

ンドを使って開くこともできます。データファイル管理を起動すると次のダイアログが開き

ますので材質データのエクセルで開くボタンをクリックします。 

 

 

 

この［EXL］ボタンをクリックするとエクセルで開くことができる 



 

またここには材質データファイルのフルパスも表示されるようになっていますがこの   

データファイル管理を使えばフォルダを意識しないで材質データを開くことができます。 

 

［フレーム構造解析１２］の材質データと断面データは［フレーム構造解析７～１１］と同

じフォーマットになっていますので［フレーム構造解析７～１１］で編集・追加したデータ

はそのまま使えますが、材質データは［フレーム構造解析１０］から鉄骨構造関係を大幅に

増やしていますので古いバージョンのデータを使う場合は必要な行のみコピーすると良い

でしょう。材質データは前述の作業フォルダ、断面データは作業フォルダの下の\Zairyo12

となりますが［フレーム構造解析１２］のデータファイル管理でそれぞれのパス設定を行う

ことで元のフォルダにおいたまま参照することもできるようになっています。この機能は主

にクライアントサーバーシステムでの運用を考えたものなので詳細についてはマニュアル

を参照してください。 

 

 



 

なお［フレーム構造解析７］から材質グループの機能が追加され材質データファイルの  

フォーマットがＶｅｒ３以前の材質データと異なりますので注意してください。 

 

カラムＡの“グループ名”をキーとして次にカラムＡに“グループ名”が出てくるまでが  

１つの材質グループとなり、標準の材質データには２つの材質グループがあります。   

“グループ名”の右のカラムが材質グループの名称となり材質グループのリストボックスに

表示されるものです。“グループ名”の行を１行目として２行目は安全率用の強さの名称と

なりダイアログの表示や出力項目として使われます。３行目は材質グループのコメントにな

り材質グループのリストボックスにマウスを置くと表示され、計算結果にも出力されます。

４行目からは従来の材質データと同じで４行目は項目行５行目から材質データとなります

ので、ここの数値を変更したり同じ形式で新しい材質を追加したりして編集することができ

ます。 

 

 ［フレーム構造解析７～９］では材質グループが３つあり材質グループ２と３は材質を同

じにして許容応力度を長期と短期で分けていたのですが［フレーム構造解析１０］から荷重

パターン条件の安全率算出区分で長期と短期を切り替えられるので長期のみとなっていま

す。また［フレーム構造解析１０］以降の材質データでは鉄骨構造用の材質グループ２を大

幅に増やし板厚による区分もしています。これは「鋼構造設計基準－許容応力度設計法－（日

本建築学会）」のデータを参考に作成していますが必要に応じて追加や編集をしてください。 

 

材質グループは最大で１０グループまで追加できますのでユーザーの仕様に応じた基準 

強さを設定した材質グループを作成することでユーザー仕様の安全率の表示も可能になり

ますが運用にあたっては十分注意して行ってください。このデータファイルの編集にあたっ

ては注意点もありますのでマニュアルを参照しながら行ってください。 

 

 

●断面データファイル 

断面データにも代表的な断面性能があらかじめ登録してありますが材質データと同様に 

ユーザー側でも任意に編集、追加ができるようにしています。 

 

そのデータファイルはデフォルトでは前述の作業フォルダの下の\Zairyo12 にある***.CSV

と***.BMP、***.DXF になります。拡張子がＣＳＶのファイルに断面性能データ、ＢＭＰは断

面形状選択ダイアログに表示される断面形状イメージとなっていてKZT_***.BMPがはりの計

算用でそれ以外が立体用となっています。 

 

***.DXF はイメージに表示される断面形状用で１つの断面形状に対応したファイルが１つあ

ります。断面形状表示用のＤＸＦファイルは必須ではありませんが前述のように断面形状を

表示させると部材座標や回転角が分かりやすいので新規に登録する場合も作っておくと良

いでしょう。 



断面データも材質データと同様にデータファイル管理から開くことができます。 

 

 

 

例としてＨ形鋼の断面データをエクセルで表示してみます。 

 

材質データと同様にここの数値を変更したり同じ形式で新しいサイズを追加したりして 

編集することができます。編集が完了したらＣＳＶ形式で上書き保存すれば次回のコマンド

起動時から編集内容が反映します。ただし編集ミスや不用意にカンマ（，）を使うとデータ

が正常に読み込めなくなりコマンドが起動しなくなることもありますので注意して作業し

てください。 

開きたい断面データを選択して［EXL］ボタンをクリックする



 

また断面形状フォルダにあるＣＳＶファイルは全て断面データとして扱うので新規の断面

も手動で追加することができますがＤＸＦファイルで断面形状があれば断面性能計算コマ

ンドで断面データを追加することができます 

 

なお断面データを編集する場合や新規に断面データを追加する場合の詳細については  

マニュアルを参照してください。 

 

――――――――――――――――――――――――――― 

   材質・断面データを開いてみよう    終了 

 

◇テンプレートフォルダについて 

テンプレートフォルダには印刷設定ファイルや動解析の加速度テンプレート等のデータ 

ファイルがコピーされます。［フレーム構造解析１２］では前述の作業フォルダの下の

\Template フォルダがデフォルトになっています。 

 

ここの［編集］ボタンをクリックするとテンプレートフォルダを任意に設定することができ

ますがこの機能もクライアントサーバーシステムでの運用を考えたものなので詳細につい

てはマニュアルを参照してください。 

 

――――――――――――――――――――――――――― 

   テンプレートフォルダについて    終了 

 

 

◇起動時デフォルトデータについて 

［フレーム構造解析１２］のコマンドはプルダウンメニューの［ファイル］＞［終了］でコ

マンドを終了するとダイアログの設定内容やダイアログの表示位置、大きさ等を起動時デフ

ォルトデータファイルに保存してコマンドを終了し、次回起動時に終了した状態を再現でき

るようになっています。 

 

コマンド起動時には自動的にこのファイルを読み込みますので万一この起動時デフォルト

データファイルが壊れてしまうとエラーが発生して起動できなくなる場合があります。 

このファイルは“*.MNU”でコマンド終了時に前述の作業フォルダに自動的に作成されるの

で起動時の不具合が発生したら削除してしまえば良いのですが多くのファイルから目的の

ファイルを探し出して削除するのも面倒ですし、間違えて必要なファイルを削除してしまっ

たら大変です。 

 

そこでデータファイル管理の起動時デフォルトデータで削除したいコマンドを選択して 

［初期化］ボタンをクリックするとそのコマンドのデフォルトデータを削除することができ

ます。また「フレーム構造解析の全てのコマンド」を選択して［初期化］ボタンをクリック

すると次に示すメッセージが表示されます。 

 



 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると全てのコマンドの起動時デフォルトデータを一括し

て削除することもできます。 

 

起動時デフォルトデータのファイルはインストール時にはコピーされずコマンド終了時に

新規に作成されていくファイルなので起動時デフォルトデータを全て削除するとイン  

ストール直後の状態に近くなります。もし動作がおかしくなったときは再インストールする

前に起動時デフォルトデータを全て削除してみると直る場合がありますので万一そのよう

な状況になりましたら試してみてください。 

 

逆に起動時デフォルトデータは作業フォルダに新規に作られるファイルなのでアン   

インストールしても自動では削除されません。アンインストールして直ぐに同じフォルダに

再インストールしても起動時デフォルトデータが残ったままとなり不具合が解消されない

場合もありますのでアンインストールしたら一旦、作業フォルダも削除してから再イン  

ストールしてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   起動時デフォルトデータについて 終了 

 

 

◇データファイルの拡張子の関連づけについて 

［フレーム構造解析１２］ではデータファイルの拡張子とコマンドを関連づけることができ

るようになり、データファイルをエクスプローラ等でダブルクリックするとそのデータ用の 

コマンドが起動してデータも自動的に読み込まれるようになります。 

 

データファイルの拡張子の関連づけを行いたい場合は対象とするコマンドにチェックを 

付けてから［実行］ボタンをクリックします。逆に関連づけを解除したい場合はチェックを

外してから［実行］ボタンをクリックします。 

 

関連づけを行うとデータファイルのアイコンが各コマンドのアイコンに変更されますが 

環境によってはパソコンを再起動しないと反映しないこともありますので注意してくださ

い。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   データファイルの拡張子の関連づけについて 終了 



 

◇デスクトップにアイコンを作成 

［フレーム構造解析１２］ではインストール時にコマンド起動メニューのアイコンをデスク

トップに作成することができますが、ここで動解析以外のコマンドのアイコンを作成するこ

とができます。 

 

 

 

デスクトップにアイコンを作成したい場合は対象とするコマンドにチェックを付けてから

［実行］ボタンをクリックします。逆にアイコンを削除したい場合はチェックを外してから

［実行］ボタンをクリックします。 

 

使用頻度の高いコマンドはアイコンを作っておくと直ぐに起動できて便利です。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   デスクトップにアイコンを作成 終了 

 

 

 

 

以上で、［フレーム構造解析１２／２Ｄ］のチュートリアルは終了です。 

 

注）（Tutorial**.K*12）はサンプルデータとして作業フォルダの下の\Sample ディレクトリ

にコピーされています。 
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